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平成２７年９月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成２７年９月３０日 水曜日 午前１０時００分開会 

議 長 清 水 清 秋     副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 整 備 課 長 土 田 政 治 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 髙 山 孝 治 

監 査 委 員 
監 査 主 査 髙 山   学  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 松   孝  農 業 委 員 会 

会 長 星 川   豊 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 眞 見 治 之    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２７年９月３０日 水曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 市長の就任あいさつ 

日程第 ２ 会議録署名議員指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 市長の行政報告 

日程第 ５ 報告第１４号一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について 

日程第 ６ 報告第１５号新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 

日程第 ７ 報告第１６号平成２６年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

日程第 ８ 議会案第５号新庄市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ９ 議案第５０号新庄市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第５１号市道路線の認定について 

日程第１１ 議案第５２号平成２６年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１２ 議案第５３号平成２６年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

日程第１３ 議案第５４号平成２６年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

日程第１４ 議案第５５号平成２６年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１５ 議案第５６号平成２６年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

日程第１６ 議案第５７号平成２６年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

日程第１７ 議案第５８号平成２６年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１８ 議案第５９号平成２６年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

      いて 



- 3 - 

日程第１９ 議案第６０号平成２６年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

日程第２０ 決算特別委員会の設置 

日程第２１ 議案の決算特別委員会、常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第２２ 議案第６１号平成２７年度新庄市一般会計補正予算（第２号） 

日程第２３ 議案第６２号平成２７年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２４ 議案第６３号平成２７年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２５ 議案第６４号平成２７年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２６ 議案第６５号平成２７年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２７ 議案第６６号平成２７年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

日程第２８ 議員派遣について 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

清水清秋議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  なお、監査委員事務局長佐藤正寿君が10月14

日まで欠席のため、監査主査の髙山 学君が出

席しますので、御了承願います。 

  これより平成27年９月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付してあります議

事日程第１号によって進めます。 

 

 

日程第１市長の就任あいさつ 

 

 

清水清秋議長 日程第１市長の就任あいさつをお

願いします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  この場をおかりいたしまして、市政３期目を

担うことになりました私の所信を表明させてい

ただきます。 

  私は、これまで「人行きかうまち」「人ふれ

あうまち」「人学びあえるまち」を基本理念と

いたしまして、第４次新庄市まちづくり総合計

画と整合を図りながら政策を進めてまいりまし

た。これまでまいてきた種をもう一段育て上げ、

さらに元気なまちづくりに取り組んでまいりま

すので、議員皆様の御支援、御指導のほど、今

後ともよろしくお願い申し上げます。 

  さて、新庄の住みよさは全国的にも高い評価

を受けております。確かに雪の問題はあります

が、その雪がおいしい水を生み、作物を育て、

味覚を整えてきました。新庄は味がよいと言わ

れるのは至極当然なことだと思っております。 

  今年260年を迎えました新庄まつりがユネス

コの文化遺産登録の期待が高まっております。

新庄まつりは、戸澤藩が一代で明治を迎えたこ

とにより継承されたもので、殿様がかわってい

れば継承されなかったのではないかと思ってお

ります。そうした意味で、城下町新庄を原点に

据えたまちづくりが大切と考えております。ま

さしく「温故知新庄」は、城下町新庄のよさを

見詰め直し、その価値を高め、新たな文化との

融合を図りながら、さらなる新庄の元気創造に

つなげていかなければなりません。 

  その一つの空間がエコロジーガーデン、旧蚕

糸試験場であります。新庄の産業振興を図るた

め国が設置した機関が役目を終え、今そのフィ

ールドを生かした取り組みが注目を浴びていて

ます。kitokitoマルシェです。月に一度この場

所で県内外、老若男女が買い物と出会いと触れ

合いを楽しみ、ひとときの癒しの空間は確実に

新庄の新たな名所となっています。 

  また、町なかでは、これまで100円商店街、

バル街、いす１－ＧＰ、味覚まつり、もがみ大

産業まつりなど、町なかならではのイベントを

通して人と人とのつながりを大切にした新しい

まちづくりが展開されています。さらに城下町

新庄ならではの特色を出すことで、一層元気な

まち新庄の情報発信に努めてまいります。 

  今後の具体的な大きな取り組みを挙げてまい

りますと、「雇用・交流拡大」「人行きかうま

ち」では、新農業政策への支援、特には担い手

育成と作物選定への挑戦が挙げられます。 

  また、企業誘致と働く場の確保という点では、

企業誘致と企業同士の連携、企業のさらなる体

質強化への支援を図ってまいります。 

  また、新庄最上定住自立圏の推進による共存

共栄の関係を地域の皆さんと進めてまいります。 
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  また、このたび残念ながらお亡くなりになり

ました庄司永健さんが長く会長を務められまし

た最上かつろく会の組織強化を図るため、ふる

さと応援隊への移行を検討しています。さらに

は一段上げて、東京ふるさと新庄会の結成に向

けた動きを加速してまいります。 

  さらには、奥羽本線、陸羽東西線の活用によ

る鉄道沿線交流事業、交通の要衝としての活動

を今後一層進めるため、現在の新庄湯沢で取り

組んでいる行き来の活動を今後さらに活発化さ

せてまいります。 

  来年度、陸上競技場改修事業によりまして、

今後、県大会誘致への取り組みを図ってまいり

たいと考えております。今、体育館の耐震改修

を行っておりますが、再来年の南東北インター

ハイ、バドミントン誘致と成功への取り組みを

全庁挙げて取り組んでまいります。 

  今、取り上げられております道の駅構想につ

きましては、多くの道の駅の実態を調査しなが

ら、今後の研究の経過を踏まえて、道の駅構想

を図ってまいりたいと思っております。 

  エコロジーガーデンの耐震化は、大学にお願

いして、耐震化の今後のあり方と利活用の計画

が出てまいりますので、それに沿った形で大事

な施設を将来に残してまいりたいと考えており

ます。また、エコロジーガーデンの北側には、

子供たちが訪れて楽しい遠足村の構想を今後積

み上げてまいりたいと思っております。 

  また、新庄まつりユネスコ登録に向けた取り

組み、東北全体での取り組みに向けた形も実現

してまいりたいと考えております。 

  また、安全・安心の充実の人ふれあうまちで

は、何といっても県立新庄病院の改築と看護師

実習プログラムの養成を図ってまいります。 

  それから、高齢世帯の不安の解消のための職

員の地域派遣制度の充実、さらには除排雪の一

層の強化を図りながら高齢者世帯の不安を解消

してまいりたいと考えています。 

  さらには、街灯のＬＥＤ化を進めてまいりま

すが、今、町内等、その話し合いの中で補助金

制度の充実が望まれておりますので、早速ＬＥ

Ｄ化につきまして補助金制度の充実を図ってま

いります。 

  災害対策として、市内周辺地域の同報系防災

無線の設置を図っていく予定であります。さら

には、施設や公衆トイレの洋式化でおもてなし

の向上を図り、多くの来訪者に喜んでいただけ

る町なかづくりを進めてまいります。 

  さらには、安価な宅地と若者定住対策につい

ては、関係団体と協議しながら進めてまいりま

す。 

  さらには、下水道合併浄化槽の区域の選定に

ついて、今後皆様と相談しながら快適な暮らし

の実現を図ってまいりたいと思います。 

  ことし、南本町商店街のアーケードが撤去さ

れたわけですが、今後の活用のあり方について

地元の商店街の皆さんと協議しながら進めてま

いりたいと思っております。 

  金沢地区の流雪溝の揚水がなかなかかなわな

かったわけでありますが、最上川の農業用水を

利用した形での流入を図る設計を今進めている

ところですので、近隣の金沢地区の皆さんへの

朗報になるかと思っております。 

  「子育て・人づくり」「人学びあえるまち」

の提案については、地元医療従事者の養成、あ

るいは医師養成奨学金の給付については広域全

体で対応を図る予定でおります。看護師養成機

関の設置については早急な対策を練りながら、

確実に一段一段、養成機関の設置を進めてまい

ります。 

  また、雇用の場の確保を図るためにも、もの

づくり産業が求める人材の育成に努めてまいり

ます。 

  働きながら子育てできる環境の整備では、急

な就労中の休暇に対応した労使双方の理解の促

進とファミリーサポートセンターの充実、保護
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者代行制度あるいは土日保育対応の充実などを

図っていく予定でおります。 

  こうした具体的な仕事を一つ一つ確実に進め

ながら、市民の皆さんが「ここに住んでよかっ

た」まちづくりに邁進したいと考えております

ので、今後ともぜひよろしくお願いしまして、

３期目に当たりましての所信表明とさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 ただいま就任の御挨拶をいただき

ました山尾市長、まことにおめでとうございま

す。私から、新庄市議会を代表いたしまして一

言御挨拶を申し上げます。 

  山尾市長は、「住んでいる人を大切にするま

ちづくり」をスローガンに３期目のスタートを

切られました。市民の負託を受け、市政運営の

かじ取りを任されたわけですが、人口減少と子

育て問題、多くの市民が望んでいる雪対策を初

め、解決すべき課題はたくさんあります。 

  山尾市長は２期８年にわたり多くの実績を残

されてまいりましたが、それらの経験をもとに

市民一体となったまちづくりを推進し、さらな

る市勢発展のため御尽力いただくことを期待し

ております。 

  議会といたしましても、二元代表制のもと、

市長を初めとする執行部の方々と意見を交わし、

ともに知恵を出し合いながら心豊かに笑顔輝く

新庄市の構築に向け努力してまいる所存でござ

います。 

  山尾市長の御就任を心からお祝い申し上げ、

御挨拶とさせていただきます。 

 

 

日程第２会議録署名議員指名 

 

 

清水清秋議長 日程第２会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において星川 豊君、石川正志君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第３会 期 決 定 

 

 

清水清秋議長 日程第３会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る９月24日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成27年９月定例会の運営について協

議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含めて提案議案

等についての説明を受け、協議を行った結果、

会期につきましてはお手元に配付しております

平成27年９月定例会日程表のとおり、本日から

10月14日までの15日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

りと決定いたしましたので、よろしくお願い申

し上げます。 

  なお、このたび提出されました案件は、報告

３件、議案２件、議会案１件、平成26年度決算

の認定等９件、補正予算６件の計21件でありま

す。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日報告３

件及び議会案１件につきましては提案説明をい

ただき、委員会への付託を省略して本日の本会

議において審議をお願いいたします。 

  議案第50号から議案第60号の議案11件につい
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ては、本日、本会議に上程し、提案説明の後、

平成26年度決算の認定等９件を除いた議案２件

につきましては総括質疑を受け、常任委員会に

付託をし、審査をしていただきます。 

  平成26年度決算の認定等９件につきましては、

本日、全員で構成する決算特別委員会を設置し

ていただき、同委員会に付託をして審査をして

いただきます。 

  議案第61号から議案第66号までの補正予算６

件につきましては、本日は提案説明のみにとど

め、委員会への付託を省略して、10月14日、最

終日の本会議において審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は６名であります。よ

って、１日目４名、２日目２名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

１人50分以内といたします。質問者並びに答弁

者の御協力を特にお願いを申し上げます。 

  なお、本会議の表決に際しては、電子表決シ

ステムを導入しておりますが、開かれた議会の

観点から、賛成・反対・棄権の票を宣告するこ

とに決しましたので、よろしくお願いいたしま

す。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果について報告といたします。よろしくお願

いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から10月

14日までの15日間にしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は９月30日から10月14日までの15日間と決

いたしました。 

 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第１日 ９月30日 水 

本 会 議 議 場 午前10時 

開会。行政報告。報告（３件）の説

明。議会案（１件）の上程、提案説

明、質疑、討論、採決。議案（２

件）及び決算（９件）の一括上程、

提案説明、総括質疑。決算特別委員

会の設置。議案の決算特別委員会、

常任委員会付託。補正予算（６件）

の一括上程、提案説明。 

決 算 

特別委員会 
議 場 

本 会 議 

終 了 後 
正副委員長の互選 

第２日 10月１日 木 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 小嶋冨弥、小関 淳、佐藤悦子、 

 佐藤卓也の各議員 
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会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第３日 10月２日 金 本 会 議 議 場 午前10時 
一般質問 

 髙橋富美子、叶内恵子の各議員 

第４日 10月３日 土 
休      会  

第５日 10月４日 日 

第６日 10月５日 月 常任委員会 

産 業 厚 生 

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案の審査 

第７日 10月６日 火 常任委員会 

総 務 財 政 

（議員協議

会室） 

午前10時 付託請願の審査 

第８日 10月７日 水 
決 算 

特別委員会 
議 場 午前10時 

平成２６年度一般会計及び特別会計

決算の審査、水道事業会計利益の処

分及び決算の審査 

第９日 10月８日 木 
決 算 

特別委員会 
議 場 午前10時 

平成２６年度一般会計及び特別会計

決算の審査、水道事業会計利益の処

分及び決算の審査 

第10日 10月９日 金 休      会 （本会議準備のため） 

第11日 10月10日 土 

休      会  第12日 10月11日 日 

第13日 10月12日 月 

第14日 10月13日 火 休      会 （本会議準備のため） 

第15日 10月14日 水 本 会 議 議 場 午前10時 

決算特別委員長報告、採決。各常任

委員長報告、質疑、討論、採決。補

正予算（６件）の質疑、討論、採

決。 

 

 

日程第４市長の行政報告 

 

 

清水清秋議長 日程第４市長の行政報告をお願い

いたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、私から行政報告をさせ

ていただきます。 

  初めに、平成27年度の新庄まつりについて御

報告申し上げます。 

  先月行われました新庄まつり260年祭、成功

裏に終えましたこと、まずもって皆様方に感謝

申し上げます。 

  ことしは260年の節目を迎え、記念事業とし

て７月のちびっこ山車まつりや25日の本まつり

の行事に夜間山車運行を加えて実施したところ

であります。 

  ちびっこ山車まつりでは、市内の幼稚園や保
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育所の児童たちが自作のミニ山車14台とともに、

駅前ふれあい広場アビエスと駅前ロータリーを

パレードしました。本番さながらに囃子も子若

連が演奏し、観覧者も父兄はもとより、祖父母

や一般市民も合わせ6,200人を数え、１カ月前

祭にふさわしい盛大なにぎわいとなりました。 

  本番の新庄まつりでは、２つの台風の接近が

心配されましたが、降雨があったのは26日の朝

方のみで、まつり・行事、全て予定どおり開催

することができました。 

  初日、24日の宵まつりは、月曜日ということ

もあり、沿道の観覧については、昨年のように

山車場面が見られない反対側歩道まで人垣がで

きるようなことはありませんでしたが、アビエ

ス内観覧席についてはほぼ満席となり、人出に

ついては前年比86.4％の19万人でした。 

  25日の本まつりは、火曜日とあって、沿道の

観客数は少なく、アビエス内の有料観覧席につ

いても、平年同様６割程度の入りでした。 

  260年記念事業の山車夜間運行については、

近年の夜型観覧志向がうかがえ、平日の割に人

出があり、観覧席も新聞折り込みや当日券のプ

ラカード案内などにより９割程度となり、25日

の人出は前年比129％の20万人でした。また、

インバウンド事業により、台湾から65名の観光

客においでいただき、日中は山車曳きを体験し、

夜は山車観覧をされるなど、たっぷりと堪能さ

れておりました。 

  最終日26日、後まつりは、燦踊祭の開始と同

時に雨がやみ、予定どおり開催することができ

ました。燦踊祭については楽しみにしているフ

ァンもふえてきており、沿道からの声援もあり、

盛り上がりました。午後は、街中鹿子踊や飾り

山車が行われましたが、人出は前年比80％の12

万人でした。 

  ことしはまつり期間中、土日が一日もなく、

曜日配列の影響は否めず、３日間のトータルで

は前年比97.1％の51万人でした。 

  いよいよ来年秋にはユネスコ無形文化遺産登

録の審査が行われます。登録となれば、有形・

無形を問わず県内初となりますので、今後は県

や他のユネスコ登録候補団体とも連携を強化し、

世界に誇れる新庄まつりとして発信していきた

いと思いますので、これからも皆様方の御協力

をお願いいたします。 

  続きまして、新庄市立南部保育所民営化に係

る移管先法人の決定について御報告いたします。 

  市立南部保育所の民営化につきましては、本

年２月の市議会全員協議会において、その具体

的な内容及び今後のスケジュール等につきまし

て御説明したところですが、このたび移管先法

人を決定いたしましたので、２月の全員協議会

から現在までの経過を含めまして御報告いたし

ます。 

  本年６月下旬に、市報及び市ホームページを

通して南部保育所の民営化に係る移管先の募集

を行い、あわせて市ホームページに募集要領を

掲載いたしました。 

  募集期間は、７月中旬から８月上旬までとし、

その間、応募者に対して募集内容についての説

明会及び南部保育所の現地視察を実施しました。

８月上旬に応募を締め切りましたが、最終的に

は応募した法人は１法人のみでありました。 

  その後、当該応募法人が質の高い保育能力を

有し、南部保育所の移管先としてふさわしい法

人であるかを審査するため、副市長を委員長と

し、南部保育所保護者会を初めとする児童福祉

関係団体等から推薦をいただいた方々及び関係

課長を委員として、新庄市立南部保育所民営化

移管先法人等選定委員会を設置いたしました。

委員会では、１次審査として提出書類に基づく

書類審査、２次審査して応募法人からのプレゼ

ンテーションに基づく審査を経て、民営化移管

先の選定を行っていただいたところでございま

す。 

  その結果、委員会より、委員会一致で応募法
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人は民営化移管先として適正であるとの報告を

受け、委員会での審査方法やその内容、審査結

果をあわせて確認したところ、委員会の報告ど

おりすることが最も適切であるとの判断に至り、

このたび民営化の移管先を決定したところであ

ります。 

  南部保育所民営化の移管先として決定いたし

ました法人は、新庄市上金沢町の金沢幼稚園を

運営しております学校法人金沢学園、代表者は

理事長、金澤友治氏であります。 

  なお、南部保育所の入所児童の保護者に対し

ては、委員会での選定結果を先日お知らせした

ところでありますが、近日中に移管先法人の決

定のお知らせを行うとともに、改めて保護者説

明会を開催する予定でおります。 

  南部保育所の入所児童とその保護者への配慮

が最も重要であるとの認識のもと、今後、金沢

学園と十分協議を重ね、南部保育所の民営化に

つきまして円滑に進めてまいります。 

  以上、南部保育所民営化に係る移管先法人の

決定についての行政報告とさせていただきます。 

 

 

日程第５報告第１４号一般財団法

人新庄市体育協会の経営状況の報

告について 

 

 

清水清秋議長 日程第５報告第14号一般財団法人

新庄市体育協会の経営状況の報告についてを議

題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第14号一般財団法

人新庄市体育協会の経営状況の報告について御

説明申し上げます。 

  この報告は、地方自治法第243条の３第２項

の規定により、同協会の経営状況を報告する書

類として平成26年度事業決算報告書を議会に提

出するものでございます。 

  同協会の報告書２ページの決算概要に記載し

ておりますが、前年度まで予算規模は700万円

から800万円で推移しておりましたが、平成26

年４月１日に新庄市施設振興公社と統合したこ

とにより、市体育館施設の維持管理業務が新た

に加わり、経常収益が１億3,372万488円、経常

費用が１億3,203万6,194円と大幅に拡大してお

ります。 

  なお、同協会の平成26年度事業及び決算につ

いては、同協会定時評議員会において承認され

たものであり、詳細につきましては後ほどごら

んいただきたいと思います。 

  以上、一般財団法人新庄市体育協会の経営状

況の報告とさせていただきます。 

清水清秋議長 本件は地方自治法第243条の３第

２項の規定による報告でありますので、御了承

願います。 

 

 

日程第６報告第１５号新庄市土地

開発公社の経営状況の報告につい

て 

 

 

清水清秋議長 日程第６報告第15号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告についてを議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、次に、報告第15号新庄

市土地開発公社の経営状況について御説明申し

上げます。 

  この経営状況の報告は、地方自治法第243条

の３第２項の規定によりまして議会に報告する
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こととなっております。平成26年度新庄市土地

開発公社の決算でございます。 

  なお、この決算につきましては、去る５月20

日に公社監事による監査を行い、５月27日の理

事会におきまして御承認をいただいております。 

  平成26年度の事業につきましては、平成24年

度より販売を開始いたしました小桧室２期地区

における５区画の宅地分譲のうち、残り３区画

につきまして販売促進に努め、うち１区画が売

却に至りました。今年度に入りましてからも１

区画が売却になり、残る１区画につきましても

引き続き販売促進に努めてまいります。 

  平成26年度の損益につきましては827万6,125

円の当期純損失となっております。これは未開

発地の売却により民間開発を誘導するとともに、

道路等につきまして開発者側で整備した後、市

に寄附する予定であったため、原価割れで売却

したことによるものであります。 

  なお、お手元の決算書の１ページから９ペー

ジまでが事業報告及び決算の内容であり、10ペ

ージ以降につきましては決算附属明細表を記載

しておりますので、後ほどごらんいただきたい

と存じます。 

  以上で、平成26年度新庄市土地開発公社の決

算についての報告とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

清水清秋議長 本件は地方自治法第243条の３第

２項の規定による報告でありますので、御了承

願います。 

 

 

日程第７報告第１６号平成２６年

度新庄市健全化判断比率及び資金

不足比率の報告について 

 

 

清水清秋議長 日程第７報告第16号平成26年度新

庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 続きまして、報告第16号平成26年

度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率につ

いて御報告申し上げます。 

  本比率につきましては、地方公共団体の財政

の健全化に関する法律に基づき、監査委員の意

見を付して議会に報告し、市民に対して公表す

ることとなっているものであります。 

  初めに、健全化判断比率についてであります

が、実質赤字比率、連結実質赤字比率は、前年

度同様、全ての会計が黒字決算でありましたの

で、数値はございません。 

  実質公債費比率につきましては、前年度の

12.4％より1.5ポイント改善の10.9％でござい

ました。平成21年度に早期健全化基準の25％、

平成23年度には起債の許可を要する基準の18％

を下回るなど順調に改善されております。前年

度は県内13市の中では中位の比率となっており

ましたので、今年度も同程度の順位になるもの

と思われます。 

  将来負担比率につきましては74.4％となり、

前年度の85.0％より10.6ポイント改善しており

ます。これらの数値についても前年度は県内13

市の中では中位の比率となっておりましたので、

本年度も同程度の順位になるものと思われます。 

  次に、資金不足比率についてでありますが、

繰り出し基準に基づき一般会計から適正に繰り

出しを行っておりますので、全ての特別会計で

不足額はございませんでした。 

  算定結果は以上でございまして、これまでの

財政健全化への取り組みにより順調に改善され

ております。 

  以上、健全化判断比率及び資金不足比率の報

告とさせていただきます。よろしくお願い申し

上げます。 
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清水清秋議長 本件は地方公共団体の財政の健全

化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項

の規定による報告でありますので、御了承願い

ます。 

 

 

日程第８議会案第５号新庄市議会

会議規則の一部を改正する規則の

制定について 

 

 

清水清秋議長 日程第８議会案第５号新庄市議会

会議規則の一部を改正する規則の制定について

を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  議会運営委員長森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 それでは、新庄市議会

会議規則の一部を改正する規則の制定について。 

  議会案第５号新庄市議会会議規則の一部を改

正する規則の制定についてを御説明いたします。 

  地方自治法第112条及び会議規則第14条第２

項の規定により御提出申し上げます。 

  提出者は、私、議会運営委員会委員長森 儀

一でございます。 

  提案の理由でございますが、議案末尾に記載

してありますとおり、男女共同参画を考慮した

議会活動を促進するため、会議の欠席に関する

規定の一部を改正するものであります。 

  改正の内容といたしましては、第２条の会議

の欠席届と第91条の委員会の欠席届の条文に、

出産のため出席できないときは、日数を定めて、

あらかじめ欠席届を提出することができるよう

１項を加えるものです。 

  また、第130条及び第143条１項は文言の訂正

でございます。 

  施行月日は、公布の日からの施行といたしま

す。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようよろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第５号新庄

市議会会議規則の一部を改正する規則の制定に

ついては、会議規則第37条第２項の規定により

委員会への付託を省略したいと思います。これ

に御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第５号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第５号新庄市議会会議規則の一部を改

正する規則の制定については、原案のとおりに

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案１１件一括上程 

 

 

清水清秋議長 日程第９議案第50号新庄市手数料

条例の一部を改正する条例の制定についてから
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日程第19議案第60号平成26年度新庄市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定までの11件を会

議規則第35条の規定により一括議題にしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第50号新庄市手数料条例の一部を改正する

条例の制定についてから議案第60号平成26年度

新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

についてまでの11件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第50号新庄市手数

料条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

  行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律、いわゆる番号法

が施行されたことにより、本年10月から国民一

人一人に個人番号が付番され、個人番号を通知

するために通知カードが郵送されます。 

  また、平成28年１月から、本人からの申請に

より個人番号カードの交付が始まります。 

  これらのカードを紛失等により再交付する場

合の手数料について規定するため、新庄市手数

料条例について必要な改正を行うものでありま

す。 

  改正の内容といたしましては、通知カード及

び個人番号カードの初回の交付手数料について

は国が負担することとなっていることから無料

となりますが、紛失等により再交付する場合の

手数料については国庫補助の対象とならないた

め、受益者負担の考えから有料とすることとし、

国の示す基準額に基づき通知カードの再交付手

数料500円、個人番号カードの再交付手数料800

円を設定するものであります。 

  また、個人番号カードは、住民基本台帳カー

ドのかわりとなるものであることから、住民基

本台帳カードの交付手数料を削除するものであ

ります。 

  あわせて、番号法施行に伴う保有個人情報の

開示手数料の減免規定の追加、鳥獣の保護及び

狩猟の適正化に関する法律及び租税特別措置法

の一部改正に伴う改正並びに文言の整備を行う

ものであります。 

  施行日につきましては、個人番号カードの再

交付手数料については平成28年１月１日、それ

以外の部分につきましては公布の日であります。 

  続きまして、議案第51号市道路線の認定につ

いて御説明申し上げます。 

  提案の理由といたしましては、道路網の整備

を図り、市民福祉の増進に資するため、市道と

して認定する必要があるので、道路法第８条第

２項の規定により提案するものであります。 

  内容といたしましては、７路線について認定

をお願いするものであります。 

  初めに、上八幡原線につきましては、公共施

設へ連絡する重要な路線であり、このたび地権

者からの同意が得られたことから設定するもの

であります。 

  次に、桧町17号線及び桧町18号線、宮内14号

線、南沢４号線につきましては、民間の宅地開

発により整備された路線であり、市に帰属され

たことから認定するものであります。 

  同様に、北浦１号線及び北浦２号線も民間の

宅地開発により整備された路線であり、今般、

地権者より寄附申請がなされ、市に帰属された

ことから認定するものであります。 

  次に、議案第52号平成26年度新庄市一般会計

歳入歳出決算の認定についてから議案第59号平

成26年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてまでの８議案につき

ましては会計課長より、議案第60号平成26年度

新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

については上下水道課長よりそれぞれ御説明申

し上げます。 
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  なお、これら決算につきましては、監査委員

より決算審査意見書の提出を受けておりますが、

監査委員から賜りました意見については今後十

分に留意いたしまして、効率的な行政運営にな

お一層努力してまいる所存であります。 

  私のほうからの説明は終わりますが、御審議

をいただきまして、御決定賜りますようお願い

申し上げます。 

清水清秋議長 続いて、議案第52号平成26年度新

庄市一般会計歳入歳出決算の認定についてから

議案第59号平成26年度新庄市後期高齢者医療事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの

８件を会計管理者兼会計課長髙橋 弘君より説

明願います。 

  会計管理者兼会計課長髙橋 弘君。 

   （髙橋 弘会計管理者兼会計課長登壇） 

髙橋 弘会計管理者兼会計課長 議案第52号平成

26年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてより議案第59号平成26年度新庄市後期高齢

者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てまでの８議案について、お配りしております

平成26年度歳入歳出決算書をもとに御説明申し

上げます。 

  最初に、決算書45ページの会計別歳入歳出決

算総覧をお開き願います。 

  一般会計と７つの特別会計の合計は、収入済

額が271億3,369万1,805円、支出済額が265億

6,283万106円となりました。 

  ８会計の予算現額に対する収入済額の合計は

97.07％の収入率、支出済額の合計は95.03％の

執行率となりました。 

  続きまして、会計ごとの歳入歳出決算につい

て御説明申し上げます。 

  ４ページにお戻り願います。 

  議案第52号一般会計について御説明申し上げ

ます。 

  ４ページの歳入１款市税から６ページの21款

市債までの歳入合計は、収入済額が175億6,311

万7,240円であり、予算現額に対する収入率は

96.20％、調定額に対する収納率は98.36％とな

りました。不納欠損額は5,501万1,745円、収入

未済額は２億3,714万5,969円であります。不納

欠損額の内訳は、１款市税が5,261万1,025円、

12款分担金及び負担金が223万5,420円、13款使

用料及び手数料が11万4,300円、20款諸収入が

５万1,000円となっております。収入済額の内

訳は、１款市税が２億1,576万9,671円、12款分

担金及び負担金が1,434万5,230円、13款使用料

及び手数料が446万3,150円、20款諸収入が256

万7,918円となっております。 

  なお、１款市税の調定額に対する収納率は

94.39％となりました。 

  続きまして、８ページの歳出１款議会費から

10ページの14款予備費までの歳出合計は、支出

済額が172億8,356万5,219円であり、執行率は

94.67％、不用額は４億1,730万114円となりま

した。 

  歳入総額から歳出総額を差し引いた歳入歳出

差引残額は２億7,955万2,021円となっておりま

すが、一般会計並びに公共下水道事業特別会計

においてそれぞれ繰越明許が生じております。 

  292ページをお開き願います。 

  実質収支に関する調書、一般会計の表中、３

に記載しております額がただいま申し上げまし

た歳入歳出差引残額２億7,955万2,021円であり、

４、翌年度へ繰り越すべき財源の（２）繰越明

許費繰越額は634万8,667円となりました。した

がいまして、それを差し引いた額、表中では５、

実質収支額に記載しております２億7,320万

3,354円が平成27年度への実質繰越額となりま

す。 

  なお、公共下水道事業特別会計につきまして

は、後ほど特別会計事業のときに御説明申し上

げます。 

  12ページにお戻り願います。 

  議案第53号国民健康保険事業特別会計につい
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て御説明申し上げます。 

  12ページの歳入１款国民健康保険税から11款

諸収入までの歳入合計は、収入済額が42億

8,246万1,788円であり、予算現額に対する収入

率は100.47％、調定額に対する収納率は

92.75％となりました。そのうち１款国民健康

保険税は、収入済額が11億5,089万1,783円であ

り、調定額に対する収納率は77.47％となりま

した。不納欠損額は5,509万6,682円、収入未済

額は２億7,957万411円であります。 

  続きまして、14ページの歳出１款総務費から

16ページの12款予備費までの歳出合計は、支出

済額が40億5,864万5,053円であり、予算現額に

対する執行率は95.22％、不用額は２億363万

4,947円となりました。歳入歳出差引残額は２

億2,381万6,735円であり、平成27年度への繰越

額となります。 

  続きまして、18ページから21ページまでの議

案第54号交通災害共済事業特別会計について御

説明申し上げます。 

  18ページの歳入の１款交通災害共済事業収入

から５款諸収入までの歳入合計は、収入済額と

調定額が同額の946万100円であり、予算現額に

対する収入率は89.34％、調定額に対する収納

率は100％となりました。不納欠損額、収入未

済額はございません。 

  20ページの１款事業費の歳出合計は、支出済

額が収入済額と同額の946万100円であり、予算

現額に対する執行率も収入率と同じ89.34％と

なりました。不用額は112万8,900円であり、歳

入歳出差引残額はございません。 

  続きまして、22ページから25ページまでの議

案第55号公共下水道事業特別会計について御説

明申し上げます。 

  22ページの歳入１款分担金及び負担金から７

款市債までの歳入合計は、収入済額が13億

3,714万7,166円であり、予算現額に対する収入

率は94.42％、調定額に対する収納率は95.78％

となりました。不納欠損額は186万1,392円、収

入未済額は5,703万4,508円であります。不納欠

損額の内訳は、下水道使用料の186万1,392円と

なっております。収入未済額の内訳は、１款分

担金及び負担金が475万4,410円、２款使用料及

び手数料が1,723万9,098円、３款国庫支出金が

3,504万1,000円となっております。 

  24ページの歳出１款総務費から３款公債費ま

での歳出合計は、支出済額が13億3,205万9,524

円であり、予算現額に対する執行率は94.06％

となりました。不用額は1,386万476円となりま

した。歳入歳出差引残額は508万7,642円となっ

ておりますが、公共下水道事業特別会計におい

て繰越明許が生じております。 

  ここで295ページをお開き願います。 

  実質収支に関する調書、公共下水道事業特別

会計の表中３に記載されております額がただい

ま申し上げました歳入歳出残高508万7,642円で

あり、４、翌年度へ繰り越すべき財源の（２）

繰越明許費繰越額は356万5,000円となりました。

したがいまして、それを差し引いた額、表中で

は５、実質収支額に記載されております152万

2,642円が平成27年度への実質繰越額となって

おります。 

  26ページにお戻り願います。 

  続きまして、議案第56号農業集落排水事業特

別会計について御説明申し上げます。 

  26ページの歳入１款分担金及び負担金から、

５款諸収入までの歳入合計は、収入済額が

8,588万8,362円であり、予算現額に対する収入

率は98.69％、調定額に対する収納率は97.21％

となりました。不納欠損額は使用料で４万

7,565円、収入未済額は分担金が96万1,524円、

使用料が145万7,739円、合計で241万9,263円で

あります。 

  28ページの歳入１款農業集落排水事業及び２

款公債費の歳出合計は、支出済額が収入済額と

同額の8,588万8,362円であり、予算現額に対す
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る執行率も収入率と同じく98.69％となりまし

た。不用額は113万9,638円で、歳入歳出差引残

高はございません。 

  続きまして、30ページから33ページまでの議

案第57号営農飲雑用水事業について御説明申し

上げます。 

  30ページの収入１款分担金及び負担金から５

款諸収入までの収入合計は、収入済額が3,846

万3,816円であり、予算現額に対する収入率は

98.49％、調定額に対する収納率は99.25％とな

りました。不納欠損額はございません。収入未

済額は、使用料の29万138円であります。 

  32ページの歳出１款営農飲雑用水事業費及び

２款公債費の歳出合計は、支出済額が収入済額

と同額の3,846万3,816円であり、予算現額に対

する執行率も収入率と同じく98.49％となりま

した。不用額は58万9,184円であり、歳入歳出

差引残額はございません。 

  続きまして、34ページから37ページまでの議

案第58号介護保険事業特別会計について御説明

申し上げます。 

  34ページの歳入１款保険料から10款諸収入ま

での歳入合計は、収入済額が34億3,229万2,001

円であり、予算現額に対する収入率は98.39％、

調定額に対する収納率は99.50％となりました。

不納欠損額は、保険料の422万5,760円、収入未

済額は保険料が1,307万1,683円、負担金が１万

9,891円、合計で1,309万1,574円であります。 

  36ページの歳出１款総務費から８款予備費ま

での歳出合計は、支出済額が33億7,876万5,486

円であり、予算現額に対する執行率は96.86％、

不用額は１億965万4,514円となりました。歳入

歳出差引残高は5,352万6,515円であり、平成27

年度への繰越額となります。 

  最後に、38ページから41ページまでの議案第

59号後期高齢者医療事業特別会計について御説

明申し上げます。 

  38ページの歳入１款保険料から５款諸収入ま

での歳入合計は、収入済額が３億8,486万1,332

円であり、予算現額に対する収入率は98.23％、

調定額に対する収納率は99.70％となりました。

不納欠損額は、保険料が43万790円、収入未済

額が同じく保険料が71万2,710円であります。 

  40ページの歳出１款総務費から４款諸支出金

までの歳出合計は、支出済額が３億7,598万

2,546円であり、予算現額に対する執行率は

95.96％、不用額は1,581万4,454円となりまし

た。歳入歳出差引残額は887万8,786円であり、

平成27年度への繰り越しとなります。 

  以上、会計ごとの歳入歳出決算について御説

明申し上げました。 

  なお、45ページ以降には会計別歳入歳出決算

総覧、47ページ以降には各会計の歳入歳出決算

事項別明細書等を添付しておりますので、御参

照賜りますようお願い申し上げます。 

  これで議案第52号から議案第59号までの一般

会計並びに各特別会計歳入歳出決算についての

説明を終わらせていただきます。 

  十分なる御審議の上、御認定賜りますよう、

よろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１１時０２分 休憩 

     午前１１時１１分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま説明のありました議案第52号平成26

年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てから議案第59号平成26年度新庄市後期高齢者

医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について

までの各決算について、監査委員の報告をお願

いいたします。 

  代表監査委員髙山孝治君。 

   （髙山孝治代表監査委員登壇） 

髙山孝治代表監査委員 先般の新庄まつりにおき
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ましては、台風15号の影響もあり不安定な天候

でしたが、宵まつり、本まつり、飾り山車、燦

踊祭と盛り上がったのではないかと思います。

関係各位の皆様の御労苦に対しまして改めて感

謝の意を表したいと思います。 

  それでは、お配りしております決算審査意見

書により御報告いたします。 

  一般会計、特別会計決算審査意見書１ページ

をお開きいただきたいと存じます。 

  地方自治法の規定に基づき審査に付されまし

た一般会計、各特別会計の決算、財産に関する

調書及び各基金の運用状況について、新田道尋

委員ともども審査をいたしましたので、その概

要と結果について御報告いたします。 

  審査の方法は、諸帳簿、書類などを照合調査

し、関係職員の説明を聴取するなどにより、法

令その他の規定に従って処理されているか、予

算の執行が適正であるかに主眼を置いて実施い

たしました。 

  なお、現金預金の残高確認、証書類の検査に

つきましては、別に地方自治法の規定に基づく

例月出納検査において実施をいたしました。 

  審査の結果でございます。 

  審査に付されました各会計の決算及び附属書

類は法令等の規定に準拠して作成されており、

計数は正確であり、予算の執行についても全般

的に適正と認められました。また、各基金はそ

れぞれ設置の目的に沿って運用されており、決

算における計数は正確で、その執行は適正と認

められました。 

  決算審査の概要及び詳細は２ページから21ペ

ージにわたり記載してございます。その主要な

点は、22ページ、第６、むすびで言及してござ

いますので、こちらで説明をいたしたいと思い

ます。 

  22ページをお開きいただきたいと思います。 

  第６、むすびでございます。 

  平成26年度の一般会計及び各特別会計の総計

の決算額は、２ページの表にございますが、歳

入が271億3,369万1,805円で、前年度に比べ６

億8,093万9,211円、2.6％の増、歳出が265億

6,283万106円で、９億5,760万5,511円、3.7％

の増となりました。その結果、実質収支は５億

6,094万8,032円の黒字で、単年度収支は２億

8,451万4,967円の赤字となりました。 

  市債残高は224億6,441万3,178円で、内訳は、

一般会計143億9,685万8,926円、公共下水道事

業特別会計75億7,353万9,184円、農業集落排水

事業特別会計４億6,167万2,708円、営農飲雑用

水事業特別会計3,234万2,360円で、前年度より

1,666万8,026円、0.1％増加と横ばいとなって

おります。市の財政規模を下回っておりますが、

今後は老朽化施設の改修や耐震工事等、多額の

建設費が継続して発生します。一時的とはいえ、

圧縮幅は鈍るものと思われますが、注視して行

ってもらいたいと思います。 

  収入未済額は、一般会計では市税が２億

1,576万9,671円で、前年度に比べますと1,905

万7,607円、8.1％減少しました。保育所入所負

担金等が大きな割合を占める分担金及び負担金、

公営住宅使用料等が大きな割合を占める使用料

及び手数料の未済額は1,880万8,380円あり、前

年度より139万2,118円、6.9％減少しておりま

す。 

  特別会計では、国民健康保険税が２億7,957

万411円で、前年度に比べ2,860万6,675円、

１％の減少、公共下水道使用料が1,723万9,098

円で、67万5,523円、4.1％の増加、介護保険料

は1,307万1,683円で、110万5,710円、9.2％の

増加、後期高齢者保険料は71万2,710円で、64

万3,780円、47.5％の減少となっています。 

  全体としては減少傾向にあるものの、収入未

済額の圧縮につきましては、歳入確保のためだ

けではなく、市民の受益者負担の公平性を高め

る観点からも、改善に向けたより一層の努力を

期待するものであります。 
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  平成20年４月１日から施行された地方公共団

体の財政の健全化に関する法律により算定した

実質公債費比率は、平成26年度決算では10.9％、

過去３カ月の平均値、前年度は12.4％となる見

込みで、前年度より1.5ポイント改善され、地

方債を発行する際に県知事の許可を必要としな

い18％以下となっております。しかしながら、

今後は建物の耐震化や老朽化施設の改修等によ

り実質公債費比率が再び上昇することも考えら

れますので、限られた財源をより有効に活用し、

引き続き健全な財政運営に努めていただきたい

と思います。 

  また、財政構造の弾力性を示す指標である経

常収支比率は90.7％となる見込みであり、前年

度より1.0ポイント上昇し、依然として高い水

準にあり、弾力性に欠ける財政構造であること

は否めず、改善へのさらなる努力を期待するも

のであります。 

  全国的な状況を見ますと、ことし８月の政府

月例経済報告では「景気は改善テンポにばらつ

きも見られるが、緩やかな回復基調が続いてい

る」と、また、同月の山形県経済動向月例報告

では「本県経済は一部に弱い動きが見られるも

のの、持ち直している」と発表されていますが、

海外市場や金融情勢の変動等による影響が大き

いことから、地方経済を取り巻く環境は不透明

感を払拭できないものとなっております。 

  昨今、人口減少や少子高齢化が進む状況の中、

本市においては定住自立圏構想に基づき、こと

し６月、新庄最上８市町村が相互に連携・協力

し、人口定住の促進、住みやすい地域社会の形

成を目的とし、新庄最上定住自立圏の形成に関

する協定を締結しました。今後、定住自立圏共

生ビジョンを策定しながら具体的な取り組みを

実施していくことになりますが、本市は中心市

として地域経済の活性化に向けて重要な役割を

担っていくことになります。さらに、平成22年

度に策定された第４次新庄市振興計画、新庄市

まちづくり総合計画ともあわせ、10年後の目標

人口として掲げられている「平成32年３万

7,000人」を達成できるよう市民の不安や不便

の解消に努め、健全な財政基盤の整備を図りつ

つ、計画に掲げられた施策、各事業の着実な推

進を望むものであります。 

  次に、別冊の平成26年度新庄市財政健全化・

経営健全化審査意見書をごらんください。 

  財政健全化審査意見につきましては、実質赤

字及び連結実質赤字は生じておらず、健全な状

態であると認められます。先ほども申し上げま

したが、実質公債費比率は10.9％であり、早期

健全化基準25.0％と比較するとこれを下回って

おり、良好であります。なお、前年度と比較し

ますと1.5ポイント改善しております。 

  将来負担比率は74.4％となっており、早期健

全化基準である350％を下回り、良好でありま

す。なお、前年度と比較しますと10.6ポイント

と大きく改善しております。 

  次のページ、経営健全化審査意見につきまし

ては、公共下水道事業、農業集落排水事業、営

農飲雑用水事業の各特別会計とも資金不足は生

じておらず、健全な状態にあると認められます。 

  以上が平成26年度一般会計及び特別会計の決

算審査の概要並びに健全化の意見でございます。

よろしくお願いを申し上げます。 

清水清秋議長 次に、議案第60号平成26年度新庄

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてを上下水道課長松坂聡士君より説明願いま

す。 

  上下水道課長松坂聡士君。 

   （松坂聡士上下水道課長登壇） 

松坂聡士上下水道課長 議案第60号平成26年度新

庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついて御説明申し上げます。 

  配付してございます平成26年度新庄市水道事

業会計決算書をごらんいただきたいと思います。 

  最初に、２ページをお開き願います。 
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  新庄市水道事業決算報告書により御説明申し

上げます。 

  最初に⑴収益的収入及び支出でございます。

収入の第１款水道事業収益の予算額合計は11億

8,302万4,000円、決算額は11億8,272万2,124円

で、予算額に比べまして30万1,876円の減額で

ございます。 

  次に、支出の第１款水道事業費用の予算額は

11億5,104万1,000円、決算額は11億1,961万494

円で、執行率は97.27％でございます。 

  続きまして、４ページをお開き願います。 

  ⑵資本的収入及び支出でございます。収入の

第１款資本的収入の予算額合計は１億3,943万

7,000円、決算額は１億3,952万5,474円で、予

算額に比べまして８万8,474円の増額でござい

ます。 

  次に、支出の第１款資本的支出の予算額合計

は７億4,309万3,000円、決算額は７億3,929万

8,072円で、執行率は99.49％でございます。そ

のうち、第１項建設改良費は工事の精査等によ

り378万4,286円が不用額となりました。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に不足す

る額５億9,977万2,598円は、過年度損益勘定留

保資金等で補塡してございます。 

  続きまして、６ページをお開き願いたいと思

います。 

  損益計算書について御説明申し上げます。 

  営業収益においては、前年度比約2,102万円

の減となり、営業外収益においては、法改正に

よる会計基準の見直しにより減価償却費等に伴

う補助金等の収益化として、新たに長期前受金

戻入の項目が設けられたこと等により、前年度

比約１億644万円の増となっております。 

  費用においても、法改正による会計基準の見

直しにより、補助金等により取得した資産の償

却制度の変更により、前年度比約１億4,342万

円増額してございます。経常利益は3,606万

3,555円となってございます。また、当年度純

利益は2,920万584円、前年度繰越利益剰余金を

加えた当年度未処分利益剰余金は８億798万

3,601円となってございます。 

  続きまして、７ページをごらんいただきたい

と思います。 

  剰余金計算書でございますが、最初に、利益

剰余金として１、減債積立金は、⑵の前年度繰

入額を繰り入れ、⑷当該年度末残高は9,477万

6,719円となっています。 

  ２の建設改良積立金は、繰り入れ等はござい

ませんので、⑷の当該年度末残高は１億2,417

万1,826円となっています。したがいまして、

積立金の合計は２億1,894万8,545円となりまし

た。 

  続きまして、８ページをお開き願いたいと思

います。 

  次に、資本剰余金として、これまでに資本と

して調達いたしました国庫補助金等の内訳でご

ざいます。平成27年度への繰越資本剰余金は

420万3,780円となっております。 

  ９ページ剰余金処分計算書（案）について御

説明申し上げます。 

  平成26年度未処分利益剰余金が８億798万

3,601円となっておりますので、⑴の減債積立

金へ1,000万を積み立て、起債償還に充てるこ

ととし、残額の７億9,798万3,601円を平成27年

度へ繰り越すものでございます。地方公営企業

法の規定に基づき、利益の処分についても議決

をお願いするものでございます。 

  続きまして、10ページをお開き願います。 

  貸借対照表でございます。資産の部として、

固定資産、流動資産、繰延勘定の資産の合計は、

126億6,783万3,631円となります。 

  次に、負債の部でございますが、11ページの

負債合計で58億6,382万9,797円となります。ま

た、資本の部として資本の合計は68億400万

3,836円となり、負債資本合計は126億6,783万

3,631円となりました。 
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  なお、12ページには、法改正による会計基準

の見直しに伴い、１会計期間の現金の流れをあ

らわしており、収入と支出の実態を把握するた

め、平成26年度の会計キャッシュフロー計算書

を記載してございます。また、13ページには、

法改正による会計基準の見直しに伴う会計方針

を記載しております。 

  以上が水道事業会計決算書についての御説明

でございます。 

  なお、決算附属書類でございますが、14ペー

ジに事業報告書、23ページに収益費用明細書、

28ページに資本的収支明細書、30ページに固定

資産明細書、32ページに企業債明細書を記載し

ておりますが、説明は省略させていただきます。 

  以上で、平成26年度新庄市水道事業会計利益

の処分及び決算についての説明を終わらせてい

ただきます。 

  御審議の上、御承認賜りますよう、よろしく

お願いいたします。 

清水清秋議長 ただいま説明ありました議案第60

号平成26年度新庄市水道事業会計利益の処分及

び決算の認定について、監査委員の報告をお願

いいたします。 

  代表監査委員髙山孝治君。 

   （髙山孝治代表監査委員登壇） 

髙山孝治代表監査委員 それでは、同じようにお

配りしております水道事業会計の決算審査意見

書により御報告いたします。 

  １ページをお開き願います。 

  地方公営企業法の規定に基づき審査に付され

ました水道事業会計の決算について御報告申し

上げます。 

  審査の方法は、決算報告書、損益計算書、剰

余金計算書及び貸借対照表並びに事業報告書、

収益費用明細書、資本的収支明細書、固定資産

明細書、企業債明細書などを照合調査し、関係

職員の説明を受けるなどにより、法令その他の

規定に従って処理されているか、財務状況及び

経営成績を適正に表示しているか、公共性と経

済性が確保されているかに主眼を置いて実施い

たしました。 

  なお、現金預金の残高確認、証書類の検査に

つきましては、別に地方自治法の規定に基づく

例月出納検査において実施をいたしました。 

  審査の結果でございます。審査に付されまし

た決算書類及び附属書類は、地方公営企業関係

法令の規定に基づいて作成されており、経営成

績及び財務状況を適正に表示しており、計数も

正確であり、適正な決算と認めました。 

  決算審査の概要及び詳細につきましては２ペ

ージから11ページに記載してございますが、そ

の主要な点は12ページ、７、むすびで言及して

おりますので、こちらで説明をさせていただき

ます。 

  12ページをお開き願います。 

  平成26年度水道事業会計の決算審査の概要は

次のとおりであります。 

  給水状況を見ますと、給水世帯は１万2,631

世帯で、前年度より85世帯増加しております。

外国人を含めた平成27年３月末の市内の人口３

万7,407人に対する給水人口は３万4,809人であ

り、前年度に比べ208人減少しております。普

及率は93.1％となり、前年度の92.7％より0.4

ポイント増加しております。また、総配水量の

うち有収水量の占める有収率は84.2％と、ここ

数年、同じ割合で推移しておりますが、漏水対

策等によりさらに向上しますよう努力をお願い

したいと思います。 

  経営状況を見ますと、収益的収支は前年度と

比べ、平成26年度からの新会計基準に基づく長

期前受金戻入等により収益が8,542万6,850円、

8.3％増加し、費用は業務及び総係費、企業債

支払利息、繰延勘定償却が減少したものの、減

価償却費、資産減耗費等により１億4,729万838

円、15.7％増加し、当年度純利益は2,920万584

円、前年度に比べて67.9％減少しております。
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県からの受水費３億5,284万8,187円（税抜き）

は前年度より312万2,234円増加しており、営業

費用の36.1％を占めております。平成20年に引

き下げが行われておりますが、依然として高い

水準にあることから、他の受水団体等と連携し

ながら負担軽減に取り組んでいってもらいたい

と思います。 

  給水原価と供給単価を比較しますと、１立方

メートル当たりの給水原価は287円84銭、供給

単価は266円75銭で、給水原価が供給単価を21

円９銭上回っており、前年度の差額15円36銭と

比べると５円73銭の増加となっています。主な

要因は、減価償却費、資産減耗費であります。 

  なお、過年度の営業未収金は2,391万252円と

なっており、前年度に比べて116万6,763円多く

なっておりますので、新たな滞納者がふえるこ

とのないよう早期対応に努めていただきたいと

思います。 

  資本的収支においては、前年度と比較します

と資本的収入は国庫補助金、出資金等の増によ

り9,744万4,846円増加し、資本的支出は新会計

基準により開発費の項目が廃止されたことによ

り皆減となったものの、指野配水池建造築造工

事及び上水道施設監視制御設備更新等による建

設改良費の増により２億8,295万5,816円、

62.0％増加しました。 

  以上の結果、資本的収支差引不足額は前年度

より１億8,551万970円増加し、５億9,977万

2,598円となっており、この不足額は過年度損

益勘定留保資金等により補塡されております。 

  財政状況においては、資産合計は固定資産、

流動資産及び繰延勘定の減により前年度より23

億2,194万2,640円、15.5％減少しました。負債

合計は新会計基準により前年度より58億3,833

万4,342円増加し、資本合計は借入資本金、資

本剰余金の減により、前年度より81億6,027万

6,982円、54.5％減少しました。 

  平成26年度より新地方公営企業会計制度が始

まり、資金の増減を把握するため、新たにキャ

ッシュフロー計算書を帳簿書類として作成が義

務づけられたことから、専門的知識を有する職

員の養成及び新会計基準に基づく適正な財務処

理を進めていき、これからも一層の経費削減と

財源確保による水道事業経営の安定化を図ると

ともに、市民生活に欠くことのできない安心・

安全な水道水の安定的な供給に努められること

を希望しまして意見といたします。 

  なお、県内各市の水道事業会計の内容につき

ましては、平成23年度までは意見書の末尾に表

示しておりましたが、各市町村とも決算議会前

であることから、以降の開示は取りやめており

ますので、御了承願いたいと思います。 

  以上が平成26年度水道事業会計の決算審査の

概要並びに意見でございます。よろしくお願い

申し上げます。 

清水清秋議長 これより、ただいま説明のありま

した平成26年度の各決算を除く議案第50号新庄

市手数料条例の一部を改正する条例の制定につ

いて及び議案第51号市道路線の認定についての

２件について総括質疑を行います。質疑ありま

せんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第50号新庄市手数

料条例の一部を改正する条例の制定についてお

聞きしたいと思います。 

  この中で、一番重要かなと思われるのは、マ

イナンバー制度と言われる国民共通番号だと思

います。 

  マイナンバー制度とは、国民の個人情報を一

つの番号によって結びつけ、活用する制度です。

利便性が強調されておりますが、犯罪などの危

険性を高め、国民に負担増をもたらすとも言わ

れています。 

  そういうことから質問いたしますが、10月５

日から住民登録している方全員に共通番号をつ
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けて、通知カードを世帯ごとに無料で交付する

ということです。そのとき、転送不可という簡

易書留で発送するとも聞いております。 

  そこで３点お聞きいたします。 

  発送するのは誰が行うのか。 

  ２点目は、届かない場合はどのように考えて

おられるか。 

  ３点目は、戸籍や住民登録のない人、例えば

アパート住民が突然いなくなるという場合も、

この間、私も見たことがあります。また、在留

許可を超えたオーバーステイの外国人もおられ

るとも聞いております。また、戸籍のない子供

もいるときもあります。こういった場合、今ま

で行政サービスは受けられたと思います。こう

いった方々が今までどおり行政サービスが受け

られるようにすべきと思いますが、どう考えて

おられるでしょうか。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、今の質問は、マイナ

ンバー制度そのものについての質問ですので、

手数料条例に定めて質問願います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 新庄市がやる事業にな

るわけです。それで、その内容についてお聞き

しておく必要があると思うのです。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、手数料の制定につい

ての質問をやってもらわないと、これはマイナ

ンバーそのものの質問の内容だと思いますので、

手数料条例について質問願います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 手数料条例の中の、通

知カードの再交付にかかわって聞いております。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、質問の趣旨のやり方、

マイナンバー制度については前もって議会のほ

うへ説明してあります。そうした中での一部改

正する手数料条例そのものについての議題であ

りますので、それに絞って質疑願います。 

１ 番（佐藤悦子議員） この条例の中に書いて

ある通知カードの再交付ということについて、

つまり通知カードは無料で配付するということ

について聞いています。この事務について聞い

ているのです。 

清水清秋議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時４９分 休憩 

     午前１１時５０分 開議 

 

清水清秋議長 佐藤悦子君、この議題は、手数料

条例再交付そのものの、申請された場合の手数

料条例の手数料の制定なんです。佐藤議員の質

問しているのは、マイナンバー制度そのものに

対しての質問なわけ。これは手数料条例の再交

付とかいろいろ申請された場合の手数料の制定

なんです。マイナンバー制度そのものは前もっ

て説明して、協議会等でもいろいろあって、佐

藤悦子議員の質問はこの議題にはそぐわない。 

  佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） さきに議案第50号の説

明のときに、番号法に基づいて、国民一人一人

に１月から個人番号をつけて、１月からは個人

番号カード交付が始まるという説明がありまし

た。そして初回の交付は無料であると、再交付

は有料にするという説明がありました。住基カ

ードのかわりに個人番号カードを住民に無料で

配付することを目的にしているんだという説明

がありました。 

  この議案を見たときになるほどと思ったのは、

通知カードがまず無料で、市民皆さん個人ごと

に番号をつけて無料で市が配付するということ

になっております。そのことについて今お聞き

したいと思って聞いているんです。それがやら

れたときに市民が、これが実は個人情報保護な

どの問題でどうなのかということになるわけで

す。そのときに発送するのは市ではないと聞い

ております。また、届かない場合どうするのか

ということが問題になっています。ほかのある

市では20％届かないかもしれないと。この対応

が新庄市にやらせられるということも聞いてお

ります。それをどのようにして届くようにする
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のかということで、窓口となる新庄市の負担は

大変なものになると思います。 

  また、個人的にはこの通知カードが住民票に

なっていないような形の方も何人かおられるわ

けです。こういう方々の公共サービスが今まで

はあったと聞いております。それが今度はこの

通知カードを持っていないと、番号が書いてあ

るものがないと行政サービスが受けられないの

ではないかという心配もされております。そう

いうことはないのか。市民の立場からこれは重

要なことだと私は思うんです。それでお聞きし

ているんです。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、この議題は、先ほど

申しました手数料そのものに対しての交付申請

受けた場合の手数料の扱いの一部を改正する。

佐藤悦子議員の質問は、そういうふうなマイナ

ンバー制度そのものに対しての質問なんです。

この辺を一緒に議論しないように、質問しない

ようにしていただきたい。 

  佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は議長にお聞きした

くて質問しているんではないです。市民の…… 

清水清秋議長 佐藤悦子君、いいですか、佐藤議

員の質問はこの議題にそぐわないから議長がき

ちっと今、あなたの質問はこういうふうな内容

ですよと言っているのであって、これを取り上

げてはいけません。議事進行いたします。 

  ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかになしと認めます。よって、

総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第２０決算特別委員会の設置 

 

 

清水清秋議長 日程第20決算特別委員会の設置を

議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第52号から議案第60号までの平成26年度

一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳入歳出

決算並びに水道事業会計利益の処分及び決算の

審査をするため、委員会条例第６条第１項の規

定により決算特別委員会を設置したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

決算特別委員会を設置することに決しました。 

 

 

決算特別委員会委員の選任 

 

 

清水清秋議長 これより、ただいま設置されまし

た決算特別委員会委員の選任を行います。 

  決算特別委員会委員の選任につきましては、

委員会条例第８条第１項の規定により議長にお

いて全議員を指名したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

全議員を決算特別委員会の委員に選任すること

に決しました。 

  なお、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本日の本会議終了後、この議場において決

算特別委員会を開催し、正副委員長の互選を行

っていただきますので、御参集のほどよろしく

お願いいたします。 

 

 

日程第２１議案の決算特別委員会、

常任委員会付託 

 

清水清秋議長 日程第21議案の決算特別委員会、

常任委員会付託を行います。 

  議案の委員会付託につきましては、お手元に
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配付しております付託案件表のとおり、それぞ

れの所管の委員会に付託いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 定 例 会 付 託 案 件 表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

決 算 特 別 委 員 会 

   議案（９件） 

○議案第５２号平成２６年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

○議案第５３号平成２６年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５４号平成２６年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５５号平成２６年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

○議案第５６号平成２６年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５７号平成２６年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

○議案第５８号平成２６年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

○議案第５９号平成２６年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

○議案第６０号平成２６年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決

算の認定について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（２件） 

○議案第５０号新庄市手数料条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○議案第５１号市道路線の認定について 

 

清水清秋議長 １時まで休憩といたします。 

 

     午前１１時５７分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議案６件一括上程 

 

 

清水清秋議長 日程第22議案第61号平成27年度新

庄市一般会計補正予算（第２号）から日程第27

議案第66号平成27年度新庄市水道事業会計補正

予算（第１号）までの補正予算６件につきまし

て、会議規則第35条の規定により一括議題とい

たしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、
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議案第61号平成27年度新庄市一般会計補正予算

（第２号）から議案第66号平成27年度新庄市水

道事業会計補正予算（第１号）までの補正予算

６件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第61号から議案第

66号までの平成27年度新庄市一般会計、特別会

計及び水道事業会計の補正予算について御説明

申し上げます。 

  予算書１ページ、議案第61号一般会計補正予

算は、歳入歳出それぞれ5,772万7,000円を追加

し、補正後の総額を156億8,061万6,000円とす

るものであります。 

  ８ページからの歳入についてでありますが、

14款国庫支出金に平成28年１月よりスタートし

ます個人番号カードの交付に係る個人番号カー

ド交付事業費補助金を新たに計上しております。 

  また、15款県支出金に、新規要望に対応した

多面的機能支払推進事業費補助金を増額してお

り、21款市債には、このたびの補正に充てる一

般財源として臨時財政対策債を計上しておりま

す。 

  次に、歳出予算の主な補正内容について御説

明申し上げます。 

  まず、１款から10款を通して人件費に係る予

算の補正を計上しておりますが、４月の人事異

動等に伴う各款の調整によるものであります。

また、各款を通して平成27年度に繰り越した地

域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金に係

る事業と重複した事業について減額補正してお

ります。さらには、市民から寄せられました相

談などに対応したものを初め、学校や保育所、

各種施設や道路、側溝、流雪溝などの維持補修

や機能強化に係る経費をそれぞれ計上しており

ます。 

  歳入で説明いたしました個人番号カード交付

関連の事業費を２款総務費の戸籍住民基本台帳

費に新規に計上し、また多面的機能支払事業費

を６款農林水産事業費において増額補正してお

ります。 

  10款教育費におきましては、新庄小学校外構

整備事業費など、教育環境の充実や教育の場の

安全確保、施設の利用環境の充実を図るための

経費を盛り込んでおります 

  続きまして、29ページの特別会計ですが、議

案第62号国民健康保険事業特別会計補正予算か

ら議案第65号介護保険事業特別会計補正予算ま

での４特別会計及び議案第66号水道事業会計補

正予算につきましては、今年度下半期のそれぞ

れの事業の執行に必要な補正を行うものであり

ます。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては財政課長から説明させます

ので、御審議いただき、御決定賜りますようお

願い申し上げます。 

清水清秋議長 財政課長小野 享君。 

   （小野 享財政課長登壇） 

小野 享財政課長 議案第61号一般会計補正予算

（第２号）につきまして御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算につきましては、歳入歳出

それぞれ5,772万7,000円を追加し、補正後の総

額を156億8,061万6,000円とするものでござい

ます。 

  ２ページから、第１表歳入歳出予算補正とし

まして各款各項の補正予算額並びに補正後の額

を掲載しております。 

  次に、５ページ、第２表地方債補正でござい

ますが、いずれも増額補正となりまして、消防

施設整備事業債につきましては緊急防災・減災

事業債の活用によるもの、小中一貫教育校建設

事業債につきましては補助事業の交付決定に伴

うものでございます。また、臨時財政対策債に

つきましては、補正予算の一般財源とするもの
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として補正いたします。 

  ８ページからの歳入について御説明いたしま

す。 

  初めに、14款国庫支出金でございますが、２

項１目総務費国庫補助金に個人番号カード交付

事務費補助金118万7,000円と、同じく事業費補

助金1,314万円を新たに盛り込んでおりますが、

先ほど御説明申し上げましたとおり、平成28年

１月からスタートします個人番号カード交付に

向けた関連事務にかかわります補助金計上でご

ざいます。 

  続く３目衛生費国庫補助金以下の国庫補助金

につきましては、それぞれ事業の内示及び交付

決定に伴う減額補正となります。 

  15款県支出金でございますが、２項３目衛生

費県補助金に地域自殺対策強化交付金を計上し

ております。５目農林水産業費県補助金のうち

多面的機能支払推進事業補助金324万円につき

ましては、新規要望に基づく増額計上となりま

す。 

  ９ページ、６目土木費県補助金につきまして

は内示による減額、続く７目消防費、災害に強

い地域づくり市町村総合支援事業費補助金につ

きましては、県事業の廃止に伴う減額となりま

す。 

  20款諸収入４項４目雑入のうち地域介護福祉

空間整備等施設整備費補助金返還金につきまし

ては、事業者の事業縮小に伴う返還金となりま

す。 

  21款市債につきましては、地方債補正に対応

した補正内容としております。 

  続きまして、11ページからの歳出について御

説明いたします。 

  まず、一般会計全般にわたりまして、４月の

人事異動に伴う人件費に係る予算の補正を計上

しております。また、平成26年度国の補正予算

に伴い、３月に議決いただきました地域活性

化・地域住民生活等緊急支援交付金に係る事業

と重複しておりました９事業について各款で減

額しております。 

  各款の主な補正内容につきまして御説明いた

します。 

  13ページをごらんください。 

  ２款総務費３項戸籍住民基本台帳費につきま

しては、個人番号カード交付に向けました関連

事務に係る事業費1,390万4,000円を計上してお

ります。 

  15ページに移りますが、３款民生費におきま

して、国の返還金として１項４目障害者自立支

援費におきましては所要額を超えました負担金

の返還、続く５目老人福祉費におきましては、

歳入で御説明しましたとおり、介護保険施設に

係る国庫補助金の返還金を計上しております。 

  17ページ、中段になりますが、４款衛生費で

ございます。１項７目斎場費につきましては、

火葬炉の計画修繕などに係ります修繕料348万

9,000円を増額補正しておりまして、また続く

２項１目清掃総務費におきまして、国及び県補

助金の内示に伴います合併処理浄化槽設置に係

る２つの補助金、合わせて316万5,000円の減額

補正をしております。 

  18ページからの６款農林水産業費でございま

すが、18ページ下段の１項５目農地費におきま

して、多面的機能支払交付金418万8,000円を計

上しております。 

  20ページをごらんください。 

  20ページからの８款土木費におきましては、

修繕料を中心といたしまして、まちづくり会議

など地域市民から寄せられました道路、側溝、

流雪溝の改修要望に伴いまして、できる限り配

慮しております。この土木費中、２項２目道路

維持事業費につきましては2,435万円を増額し

たのを初めとしまして、21ページ中段になりま

すが、４項３目公園費、管理事業費に442万

7,000円、下段となります５項１目住宅管理費、

事業費におきましては市営住宅の修繕料として
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合わせて474万円を計上しております。 

  22ページに入りますが、６項１目除排雪費の

除排雪車借上料につきましては、４月に除排雪

対応した経費分の増額補正となります。 

  続く、６項２目雪総合対策費につきましては、

この冬の雪対策として、あらかじめ水上がり解

消のための修繕料等の増額補正を行っておりま

す。 

  23ページ中段からの10款教育費でございます

が、まず、１項２目事務局費におきまして、４

月からのスクールバスの運行形態の変更により

まして日々雇用職員賃金を増額しまして、あわ

せて委託料の減額を行っております。 

  この10款教育費におきましても、各施設につ

きまして機能強化に係る経費を計上しておりま

して、24ページとなりますが、２項１目小学校

費の学校管理費の修繕料に日新小学校の融雪施

設の修繕料を中心に増額しておるほか、工事請

負費につきましては、新庄小学校の給食室周辺

の外構整備に係る経費を盛り込んでおります。 

  25ページ下段からの４項社会教育費におきま

しては、２目の市民プラザ費にトイレの洋式化

と温水洗浄便座の整備費を、続く４目図書館費

に防犯監視カメラの設置費を増額しております。 

  26ページの５目市民文化会館費におきまして

は、除雪機械の購入費を増額補正しておりまし

て、下段の10目わくわく新庄費におきましては

給湯室へのガステーブル設置の経費などを計上

しております。 

  以上で一般会計の説明を終わります。 

  次に、特別会計でございますが、予算書29ペ

ージをごらんください。 

  議案第62号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）でございますが、歳入歳出おのお

の2,483万3,000円を追加しまして、補正後の予

算総額を45億8,512万6,000円とするものでござ

います。 

  内容につきまして、33ページをごらんくださ

い。 

  補正内容につきましては、歳出におけます26

年度事業に係る国への返還金、これらについて

歳入で前年度繰越金を充当した補正内容とした

ところでございます。 

  35ページをごらんください。 

  議案第63号公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）につきましては、歳入歳出それぞれ

1,431万7,000円を追加し、補正後の予算総額を

15億3,524万7,000円とするものでございます。 

  39ページをごらんください。 

  歳出内容につきましては、職員給与費の減額

のほか、老朽化に伴う施設の修繕や消費税納税

に係る経費の増額を計上しておりまして、これ

らについて、前のページになりますが、38ペー

ジの歳入において一般会計繰入金と前年度繰越

金により充当しているというところでございま

す。 

  41ページをごらんください。 

  議案第64号農業集落排水事案特別会計補正予

算（第１号）につきましては、歳入歳出おのお

の112万7,000円を追加し、補正後の予算総額を

8,341万3,000円とするものでございます。 

  44ページをごらんください。 

  歳出の補正内容につきましては、職員給与費

及び老朽化に伴う施設施設の増額補正となりま

す。これに伴い、歳入において一般会計からの

繰入金を増額補正するものでございます。 

  45ページに入りますが、議案第65号介護保険

事業特別会計補正予算（第１号）でございます

が、歳入歳出おのおの5,767万2,000円を追加し、

補正後の予算総額を36億2,643万9,000円とする

ものでございます。 

  48ページをごらんください。 

  歳入につきましては、全般にわたり職員給与

費の増額に伴う財源調整を行っておりますが、

最後の49ページの９款繰越金に前年度繰越金を

計上しております。 



- 28 - 

  歳出におきましては、この繰越金の計上に伴

いまして、51ページをごらんください。５款１

項基金積立金におきまして介護保険給付費準備

基金の増額補正を組んでおります。 

  以上が特別会計の補正内容となります。 

  続きまして、議案第66号平成27年度新庄市水

道事業会計補正予算（第１号）について御説明

いたします。 

  別冊の新庄市水道事業会計補正予算書１ペー

ジをごらんください。 

  このたびの補正内容につきましては、一般会

計と同様に人事異動に伴う人件費の調整を行っ

ております。 

  第２条における収益的支出の補正において55

万7,000円を減額し、第３条における資本的支

出の補正におきまして５万9,000円の増額をし

ておりまして、第４条におきまして議会の議決

を経なければ流用できない経費でございます職

員給与費につきまして既決予定額を49万8,000

円減額しまして、補正後の額を5,802万7,000円

とするものでございます。 

  以上が一般会計、特別会計及び水道事業会計

の補正予算案の主な内容でございます。 

  御審議いただき、御可決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算６件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第61号から議案第66号までの補正予算６件

については委員会への付託を省略し、10月14日、

定例会最終日の本会議において審議をいたしま

す。 

 

 

日程第２８議員派遣について 

 

 

清水清秋議長 日程第28議員派遣についてを議題

といたします。 

  議員派遣につきましては、地方自治法第100

条第13項及び会議規則第167条の規定に基づき、

お手元に配付しておりますとおり、議会報編集

委員６名を山形県市議会議長会主催の議会報研

修会に派遣したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

山形県市議会議長会主催の議会報研修会に議会

報編集委員６名を派遣することに決しました。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  あす10月１日木曜日午前10時より本会議を開

きますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後１時１８分 散会 
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平成２７年９月定例会会議録（第２号） 

 

 

平成２７年１０月１日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 清 水 清 秋      副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 整 備 課 長 土 田 政 治 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 髙 山 孝 治 

監 査 委 員 
監 査 主 査 髙 山   学  

選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 松   孝  農 業 委 員 会 

会 長 星 川   豊 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 眞 見 治 之    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

議 事 日 程 （第２号） 

平成２７年１０月１日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 小 嶋 冨 弥  議員 

２番 小 関   淳  議員 

３番 佐 藤 悦 子  議員 

４番 佐 藤 卓 也  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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平成２７年９月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 小 嶋 冨 弥 

１．市長３期目の当選にあたって 

２．新庄まつりについて 

３．学校教育と子育て支援について 

市 長 

教育委員長 

２ 小 関   淳 
１．ふるさと納税の現状と今後の方針について 

２．市立図書館の現状と今後の方向性について 

市 長 

教育委員長 

３ 佐 藤 悦 子 

１．生徒一人一人を大切にした教育について 

２．市の公的職場における雇用拡大・安定化について 

３．住宅リフォーム助成制度の拡充で市民の仕事を増やす

取り組みについて 

４．財政難を理由に削られた福祉の復活・充実について 

市 長 

教育委員長 

４ 佐 藤 卓 也 

１．３期目の市政運営について 

２．学校の改修・改築について 

３．道徳教育について 

４．ライフスキル教育について 

市 長 

教育委員長 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 皆さんおはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

清水清秋議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は６名であります。

質問の順序は、配付しております一般質問通告

表のとおり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名であります。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

清水清秋議長 それでは、最初に小嶋冨弥君。 

   （１７番小嶋冨弥議員登壇） 

１７番（小嶋冨弥議員） おはようございます。 

  今定例会最初の一般質問を行います。議席番

号17番、起新の会の小嶋冨弥であります。ひと

つよろしくお願い申し上げます。 

  中秋の名月も過ぎ、日一日と秋が深まる季節

となりました。まさに実りの季節であります。 

  さて、私が今定例会において通告いたしまし

た事項は３点でありますので、それらの順に従

いましてお尋ねいたしますので、よろしくお願

い申し上げます。 

  まず最初に、市長３期目の当選についてであ

ります。 

  任期満了に伴う９月６日告示、13日の投開票

において、対立候補者を下し、見事３選を果た

しました。まことに御苦労さまでした。心から

お喜び申し上げる次第であります。 

  今回は多くの市民の有権者が、８年ぶりの選

挙戦でしたので両候補者の主張にしっかり耳を

傾け、よりよいと思った候補者に１票を託し、

自分たちの暮らしを考えた行動を示したのでは

ないでしょうか。 

  新庄市の市民は、これから４年間、市政運営

のかじ取りを山尾市長に託すわけであります。

長く安全・安心で暮らせるためには、行政とし

て雪対策、人口減少対策、定住・促進・雇用問

題、医療・福祉・教育・子育て等々の市民のニ

ーズに応えるために解決を急ぐ課題もたくさん

あります。当然のことながら、これらを解決す

るために財政の確保も必要であります。 

  また、申すまでもなく、当市は最上地域の中

心都市です。ですから、市長は圏域で構成して

いるところの広域事務組合の理事長としての役

割もあります。まさに最上８市町村のリーダー

であらねばなりません。 

  圏域で生活する人々の将来のためにも、おの

おの自治体の７町村との連携、定住・自立圏の

推進がこれからとても重要でありますし、期待

も大きなものがあります。 

  昨日、日程第１において市長の就任挨拶を賜

りましたが、改めまして今定例議会一般質問の

初日の冒頭で、二元代表制の議会で市民から負

託を受けた議員といたしまして市長３期目の当

選に当たり、新庄市を元気にします、さらなる

ステップアップに向けた山尾市長の豊富と決意

をまずお伺いいたすものであります。 

  次に、発言事項２番目の新庄まつりについて
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質問をいたします。 

  何といっても新庄まつりは、当市最大の行事

であり、県内外に誇れる財産でもあり、また、

宝でもあります。 

  この祭りは、古くから新庄市だけでなく、最

上地方圏域を巻き込んだ行事でもあるわけであ

ります。一つの例をとりますと、郡内の小・中

学校が夏休み以外に祭りのため学校を休みにす

ることであります。これらのことをよそから来

た方々にお話を申し上げますと、非常にびっく

り驚きます。まさによそでは考えのつかないこ

となのでしょう。 

  このように、いにしえの祭りを綿々と継承さ

れてきた新庄まつりも、ことしは260年の節目

を迎えました。ことしの日程は平日のみであり

ましたが、51万人の人出とあります。このよう

に多くの人出で25日の本まつりは特別に夜間の

運行回り、例年にも増してけんらん豪華な歌舞

伎場面、物語部門の山車とお囃子は見応えのあ

るお披露目でありました。平日の祭りでも51万

人の人出があったにもかかわらず、大きな事故

もなく終了したことは、関係各位の大きな努力

がもたらした結果ではないでしょうか。 

  その中でもここ数年、市の職員が駐車場の案

内、交通整理に、まつり運営に一生懸命汗を流

して頑張っていることも、安全で安心なまつり

ができることにも私はつながっているものと思

います。 

  市長の行政報告でございましたが、これらを

含めことしの新庄まつり、260年祭の検証と評

価をお伺いいたすものであります。 

  これとあわせまして、この新庄まつりが10年

後、100年後も長く続くために、伝統を守りつ

つ、発展のため、新たな挑戦も勇気を持って踏

み出すことも必要ではないでしょうか。 

  ユネスコの無形文化遺産に来年、登録が期待

されますが、今、これらの問題として少子化が

顕著であります。今は20町内の若連が自分たち

の町内の心意気を高め、切磋琢磨しながら努力

しておりますが、町内によっては人手不足、財

政難の問題で維持できなくなることも残念では

ありますが予想されます。せっかくユネスコの

登録が実現し、期待して多くの内外の方々が新

庄に訪れたとき、山車が減ったり、引手の子供

の数がぱらぱらでは、祭りの活気や魅力が失わ

れます。ましてや経済の波及効果も望めません。

維持できる今こそ、対策準備が大切ではないで

しょうか。 

  ことしから、祭りの実施組織も実行委員会に

なり、多様な議論ができるようになったと思い

ます。新庄市長は、実行委員会の名誉会長でも

あります。これらの祭りの継承、さらなる発展

をどう図るのかお伺いいたします。 

  それでは、発言事項の３番目の学校教育と子

育て支援について質問いたします。 

  まず、全国学力・学習状況調査についてであ

ります。 

  文部科学省は、８月25日、小学校６年生と中

学３年生を対象にした４月に行った全国学力学

習調査の結果を公表いたしました。 

  新聞報道によれば、山形県の成績が全般的に

低下傾向、県の教育委員会は、全科目で１ポイ

ント以上上回ることを目標として掲げておりま

したが、クリアしたのは小・中学校の理科、中

学校の国語Ａの問題の３教科。小学校６年生の

算数に至っては、前年度の全国21位台から40位

台になったそうであります。 

  よって、吉村美栄子知事は、このことは県全

体で立ち向かわなければならない深刻な課題と

語り、この結果を受けて県教育委員会は、早急

に仮称として学力向上プロジェクト会議を開催

する方針を打ち出しました。 

  過度な点数優先主義にならぬように文部科学

省は、教育委員会に対し市町村別、学校別の成

績の公表を禁じてきましたが、2014年度の調査

から、教育委員会の判断で公開可能といたしま
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した。学校別の平均正答率はまだ公表されてい

ません。今年度の結果を受けて、ここで当市の

結果と検証を詳しくお聞きするとともに、今後

の対策をもお尋ねいたします。 

  次に、小学校児童の放課後や休日における自

転車に乗るとき、ヘルメットの使用、着用につ

いてお伺いいたします。 

  秋の交通安全県民運動がきのうで終わりまし

た。最近、児童が自転車に乗っている際、安全

のためヘルメットを着用していない児童が多く

見受けられますが、当市以外の市町村ではしっ

かりヘルメットを着用している姿が多く見受け

られます。 

  新庄市では、教育の柱として命の尊厳、大切

さを教えておるわけであります。交通事故対策

も同じ命を守ることに変わりがないのではない

でしょうか。危険から身を守り、児童・生徒の

交通安全確保に向けたヘルメット着用の徹底指

導を市としてはどのように対応、対策が図られ

ているのでしょうか、これらのことについてお

伺いするものであります。 

  次に、定住人口の確立に対応した子育て支援

の環境整備に関しての質問であります。 

  市の活力を高め、安全・安心で子育て、人づ

くりできる地域は政治の喫緊の問題であること

は申すまでもありません。 

  新庄市では、子供たちが雪の日や雨の日でも

元気に遊べる施設として、県内の類似施設の先

駆けとして平成12年に現在のところに屋内型の

遊び場としてわらすこ広場を開設いたしました。

冬期間も開放的で思いっきり安全に遊べるので

とてもありがたく、喜ばれる施設なわけであり

ます。 

  一時、事業者の都合により休止いたしました

が、再開を求める声が大きくあり、市長の英断

によって平成20年に再開して今日に至っておる

わけです。来場者は乳幼児、小学校低学年の子

供が多いわけで、その子の保護者がついてくる

のはもとより、祖父母と来るお子さんも多いと

伺っています。 

  そのように子供の遊び場としても喜んで活用

されているだけでなく、今や子育て中心の若い

世帯の方々や、転勤して知り合いのいない子育

ての若いママさんたちが情報交換、また交流の

場として活用されている重宝な施設であるわけ

であります。 

  評判を聞き、県内の多くの自治体が、新庄市

のこの施設を参考にし、東根市、天童市を初め、

他の市町村がそれの上を行く施設が県内自治体

間の競い合いのようにできているのも事実であ

ります。 

  県内の先駆けのわらすこ広場における大型遊

具は、開店時のままであります。大型遊具は、

国産でなく輸入品で大きな金額と承っておりま

すが、子供たちも何年も同じものでは飽きるこ

とですし、また、遊具の傷みもあります。遊具

の更新、再構築は必要ではないでしょうか。 

  また、子育てに励む方々のためにもさらなる

整備については、どのように考えていらっしゃ

るのかお聞かせください。 

  以上が私の通告の質問であります。御答弁の

ほど、よろしくお願い申し上げます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、小嶋市議の御質問にお答えさせて

いただきたいと思います。 

  このたび、新庄市長として３期目を迎えさせ

ていただきました。この選挙戦を通じまして、

市民の皆様、多くの方々から励ましや御指摘、

そして、新庄未来に対してのさまざまな思いを

お聞かせいただきました。 

  いろんな話、御意見を胸に刻みながら、この

３期目の初日となります９月30日を身の引き締

まる思いで迎え、改めて全力投球で市政に邁進



- 35 - 

してまいりたいと考えております。 

  それでは、御質問の３期目に向けての私の豊

富と決意を述べさせていただきます。 

  今回の選挙戦では、一人一人の市民の皆様に

できるだけ多く２期８年の取り組みと３期目へ

の決意を訴えてまいりました。 

  私の３期目の最大のテーマは、新庄に暮らす

人を大切にするまちづくりです。やはり新庄が

元気になるためにはそこに暮らす人々が元気で

あることが必要であります。そのため、私は、

「人行き交うまち」、「人ふれあうまち」、「人学

びあえるまち」の３つをこれまでどおりの大き

な柱に据えて今後の市政に臨んでまいります。 

  議員の皆様も御承知のとおり、去る６月25日

に新庄最上定住自立圏の形成に関する協定を締

結いたしました。まずは、最上７町村とともに

少子高齢化、人口減少、働く場の確保、医療な

どそれぞれが同じ課題を共有しておりますので、

これらの課題を解決し、この新庄最上地域がさ

らに発展するよう中心市として先導的役割を果

たしてまいります。 

  中でも特に重要な課題は人口減少問題と捉え

ております。本市の人口減少については、自然

減のほか、高校卒業後、進学や就職で本市を離

れ、その後、戻ってくる若者が少ないことが大

きな要因となっています。 

  今後、人口減少に歯どめをかけるための対策

としては、まず、働く場の創出が最も重要な対

策になると考えています。そのため、企業誘致

に取り組むとともに、地元企業の振興や新規就

農者支援などを通じて魅力ある仕事を創出する

事業を展開してまいります。 

  さらに、高齢化の一層の進展により、今後、

需要が見込まれる医療、介護分野での人材確保

に向けた取り組みを推進してまいります。中で

も私が強く訴えてきました看護師養成機関の設

置につきましては、早急に取り組みを進めたい

と考えております。 

  今年３月末の高校生の就職状況を見ますと、

男子の最上管内への就職割合が60％弱であるの

に対し、女子の最上管内への就職割合は40％以

下と大変低い割合になっています。この看護師

養成機関を設置することにより、県立新庄病院

の改築を見据えた医療や介護分野での人材確保、

働く職場の確保ができるものと考えております。

最上７町村、そして、山形県の協力をいただき

ながら必ず実現したいと考えております。 

  また、雪対策は本市の重要な課題の一つであ

ります。転出される方の大きな理由の一つに雪

の問題があります。私はこれまで冬期間の交通

を確保すべく市道除雪に特に力を注いでまいり

ましたが、今後も８月に設置いたしました「新

庄市雪と暮らしを考える連絡協議会」での市民

や事業者の意見を反映させながら、高齢化社会

における雪対策を強化してまいります。さらに

流雪溝の整備もあわせまして一層の雪対策の充

実に努めてまいります。 

  また、子育て問題や教育環境の一層の充実も

重要な課題であります。これまで市立図書館と

の連携による学校図書館の機能充実により、読

書好きの児童・生徒をふやす取り組みを実施し

ており、その効果が着実にあらわれてきており

ますので、今後も継続強化してまいります。 

  子育てに関しましては、保護者、地域、企業

などと連携しながら働きながら子育てしやすい

環境の整備に取り組んでまいります。 

  このほか、選挙活動の中で訴えてきたことも

含めさまざまな課題が山積しておりますが、今

後、事業を具体化させていく中でお話しさせて

いただきたいと考えております。 

  市民の皆様、そして、議会の皆様と手を携え

ながら、私たちのふるさと新庄市の魅力をさら

に磨き上げ、本当に力強く元気なまちをつくり

出していくために誠心誠意取り組んでいく覚悟

であります。どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 
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  次に、新庄まつりについてでありますが、新

庄まつりの検証と評価というようなことで、１

カ月前祭のちびっこ山車まつり、25日の夜に

260年記念山車行列を実施し、市内外から大勢

の観光客が来訪され、事故もなくまつりが成功

裏に終えましたこと、改めて関係各位に感謝申

し上げます。 

  今年度より運営体制を見直し、祭り関係団体

の実務担当者が主体的に企画、運営事業を担う

ことができる新庄まつり実行委員会を４月16日

に設立し、祭り団体の意見を十分に取り入れな

がら検討を重ね、祭り当日に備えました。ＰＲ

活動では、新たに山形市のさくらんぼまつり、

湯沢市の七夕絵灯籠まつりなどに出向くほか、

天童、東根、銀山温泉組合への旅行企画の商談

なども行いました。また、25日の記念山車行列

のＰＲのため、新庄最上管内への新聞折り込み

や大型スーペーへの臨時販売所を設置し、ＰＲ

に努めました。 

  おかげさまで、アビエス内観覧席については、

24日と同様の入りを見ることができました。ま

た警備体制については、市職員及び山車連名理

事も増員し、連携を強化するとともに、山車に

位置情報システムのＧＰＳを設置するなど、安

全な山車運行に努めてまいりました。 

  昨年来の課題でありました環境整備として、

仮設トイレを10基増設するほか、商店会連合会

と連携し、34店からトイレ協力店として参加い

ただきました。 

  ごみ処理については１カ所ふやし６カ所に、

アビエス内ではごみ箱を10個設置するほか、ス

タッフも配置し、ごみの回収や分別等の呼びか

けも行い改善に努めました。 

  また、大学生ボランティア８名によるアビエ

ス内での観光客の案内、物販などの協力をいた

だいたほか、最上総合支所長からも９名の協力

を得、官民一体となった祭りにすることができ

ました。 

  実行委員会では、既にことしの祭りの評価と

来年に向けての検討課題に取り組んでおり、市

におきましても、引き続きユネスコ無形文化遺

産候補にふさわしい祭りとなるよう、地域の皆

様とともに、取り組んでまいりたいと考えてお

りますので、今後とも御支援、よろしくお願い

いたします。 

  また、新庄まつりの山車行事については、全

国33県の「山・鉾・屋台行事」としてユネスコ

無形文化遺産として提案されており、来年の11

月に審議が行われる予定となっております。 

  今後、新庄まつり実行委員会において祭りの

継承、発展について議論を深めてまいりますが、

実行委員会に提案する事項を審議する３つの専

門部会において協議してまいります。具体的に

は、神輿渡御行列に参加する子供や山車の引手

不足の解消や祭りの期日、運行時間の見直し、

後継者育成などの課題については、行事部会に

おいて協議してまいります。また、振興部会で

は、ＰＲ活動はもとより、ユネスコ登録を見据

えた新たな誘客方策や他のユネスコ登録候補団

体との連携についても協議してまいります。ま

た、運営部会では、祭り当日の安全運行を第一

に、より効率的な運営について協議してまいり

ます。 

  いずれにいたしましても、今年、実行委員会

へと組織がえし、委員は構成団体から選出され

ておりますので、市としても実行委員会の主体

性を尊重しながら情報提供などを行い、積極的

に支援してまいりたいと考えております。 

  学校教育と子育て支援の２番については教育

長より答弁させていただきます。 

  最後の屋内子供の遊び場としての県内市町村

の先駆けであったわらすこ広場についてですが、

平成19年度からの休止期間を除き平成12年の開

所以来、延べ70万人近くの方から御利用いただ

いております。 

  御質問のありましたわらすこ広場の遊具につ
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きましては、随時知育玩具などの追加を行うと

ともに、平成22年度には既存大型遊具の点検修

繕を、平成24年度には小規模遊具の追加更新を

行いましたが、このたびの平成26年度国補正予

算の地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金

を財源とする平成26年度繰越明許費予算におい

て、新たな遊具を整備することとしており、現

在、その準備を進めているところであります。 

  さらに、当該繰越明許予算において、現在の

子育て世代の方が数多く利用していると思われ

るソーシャルネットワーキングサービスＳＮＳ

を活用しての子育て支援のための情報発信事業

の準備も進めております。 

  わらすこ広場はもちろんのこと、併設してお

ります新庄市地域子育て支援センターや各種子

育て支援施策の事業内容や利用拡大に向けての

周知をより一層推し進めるとともに、コミュニ

ケーションツールとしてのＳＮＳの特性を利用

して、子育てサークルなど関係団体同士の関係

強化が図られるよう努めてまいります。 

  また、新庄・最上地域において全天候型の大

型児童遊園はわらすこ広場のみであることから、

郡内の利用者数も年間6,000人となっておりま

す。そのため、新庄最上地域定住自立圏による

連携事業の一つとして、わらすこ広場の広域利

用をさらに推進するための検討を現在行ってお

ります。今後もわらすこ広場が本市のみならず、

新庄・最上地域の子育て支援のシンボル的な施

設として利用者の方々からさらに親しまれるよ

う、事業の推進を図ってまいります。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 私のほうから、全国学力学習状

況調査の市の成績の結果と検証ということにつ

いてお答えいたします。 

  この調査の目的は、児童・生徒の学力や学習

状況を把握分析し、教育施策の成果と課題を検

証し、改善を図ることと、各学校の授業改善に

役立てることです。 

  また、結果の公表については、御指摘のとお

り、教育委員会の判断で公表することが可能と

なりました。 

  しかし、調査により測定できる数値について

は、学力の特定の一部分であることや学校にお

ける教育活動の一側面であり、あたかもそれが

児童・生徒の学力の全てと受けとめられないよ

うに配慮しなければなりません。また、序列化

や過度な競争が生じないように十分配慮するこ

とが求められています。 

  新庄市においても、以上の趣旨を踏まえると

ともに、小学校では小規模校の学校もあること

から、数値を公表することが個人の結果を特定

されるおそれが生じるために、数値による公表

は行っておらず、学力調査及び学習状況調査に

ついては、県や全国の平均と比較してどのよう

な状況であるかという視点で各学校に公表する

ように伝えております。 

  今年度の結果について、まず学力調査につい

て、小学校６年生では国語Ａ、Ｂともに県や全

国平均よりも若干低い結果となっています。算

数Ａ、Ｂについては、県や全国平均よりも低い

結果となっています。理科については、県平均

とほぼ同じですが、全国平均よりも高い結果に

なっています。 

  中学校３年生では、国語Ａ、Ｂともに県や全

国平均よりも上回る結果となっています。数学

Ａ、Ｂについては、県や全国平均よりも低い結

果となっています。理科については、県平均を

下回るものの、全国平均よりも高い結果となっ

ています。小・中学校ともに算数、数学に課題

があると捉えています。 

  また、学習状況調査については、小・中学校

ともに自尊感情や規範意識が県や全国平均より

も高い結果となっています。新庄市の教育の最

重点である命の尊厳を根底に据えた心の教育の
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成果と捉えています。 

  また、読書への興味、関心についても県や全

国平均よりも高く、市が進める読書教育の成果

と捉えています。 

  反面、家庭学習の時間や携帯、スマートフォ

ンの使用時間、テレビやビデオの視聴時間に課

題があり、家庭と連携しながら改善していく必

要があると捉えています。 

  新庄市においては、現在、各学校に分析、整

理を行ってもらい、成果と課題を明らかにして

毎日の授業改善に生かせるように取り組んでい

るところです。 

  また、市で予算化していただいているＮＲＴ

の結果や各学校の教育活動における児童・生徒

の活動の様子なども把握し、多面的な視点から

学力を捉え、学校訪問の際に各学校を支援した

り、施策に反映させたりしながら子供たちに力

をつけてまいります。 

  ２つ目の児童のヘルメット着用の対応という

ことでございます。 

  児童の交通安全については、各学校で時期を

踏まえて指導を繰り返し、意識の高揚と危機管

理能力の育成に努めています。特に児童の動き

が盛んになる４月や日没が早まる９月、降雪期

に入る11月、長期休業前などについては発達段

階を踏まえた指導を行っています。 

  ヘルメット着用については、平成20年６月の

道路交通法改正により、幼児及び13歳未満の児

童に対する着用努力義務が施行され、転倒時の

頭部保護から各学校でも着用について保護者へ

呼びかけを行ってきたところです。 

  各学校では学校だよりで着用を呼びかけたり、

ＰＴＡ総会の場で説明し、ＰＴＡ活動に位置づ

けたりしながらヘルメット着用について取り組

んでいます。また、市のＰＴＡ連絡協議会でも

取り組むなど、市内小学校全校が同じ意識で取

り組むところまで高まってきました。 

  着用率については、学校によって異なります

が、自転車に乗る児童全てがヘルメットを着用

する学校もあるなど、市内の小学校の着用率は

高くなっています。教育委員会としても校長会

議の場で話題にしたり、11月14日の教育の日を

活用してヘルメット着用を呼びかける場面を設

定したりするなど、命を守るヘルメット着用の

運動が推進されるよう学校を支援してまいりま

す。以上でございます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 御答弁いただきました。

ありがとうございました。 

  市長さん、きょうは随分いいネクタイ締めて

いますね。なぜかと申しますと、きょうはネク

タイの日だそうです。44年前に業界がきょうを

ネクタイの日と定めておるわけでして、市長さ

んがそういうことを意識してお締めになって、

勝負ネクタイでも締めているのかなというよう

な思いでいました。 

  市長、３選に当たりまして、きのうからきょ

うも決意も述べました。また、市長が訓示を行

ったこともきょうの新聞報道でございました。 

  今回の市長選挙は、いろいろな場面で議会の

議員の約３分の２が、13名という方が市長を支

持いたしました。議会は政党政治でありません

ので与党も野党もないかと思いますけれども、

それぞれ支持した重みもしっかり受けとめてい

ただいているのではないかなと思っているわけ

でありますし、今後、市長を中心とした執行部

の皆さんには、議会側によりよい情報なり説明

を強くお願いして、そして、名実ともに執行部

と議会は両輪のごとくというようなことでやっ

てもらいたいと思います。ややもすると、現場

を余り見せないで、物によりけりですけれども、

常に現場にいて、例えば現場でそういう議論す

る場合は現場で議論してもいいのではないかな

と思うわけでありまして、何回か現場見ないと

わからないなんて常任委員会にもありますので、
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やはりそういったことは丁寧にひとつやって、

目的は職員の皆さんも市長も私たち議員も同じ

なわけです。いかにこの地域、新庄市がよくな

ればいいというような目的でございますので、

ぜひ今後も私どもも４年間、お世話になるわけ

ですので、どうかひとつ丁寧な議会運営を執行

部の皆さん、お願いしたいと思います。 

  抱負でございますのであえて御答弁は私は要

らないかと思います。 

  そこで、新庄まつりについて申し上げます。

ちびっこ山車、ことし、やって大変よかったで

すね。これも毎年やったらいかがでしょうか。

ということは、14団体の事業所なりやったんで

すが、わずかな補助金であれだけお子さん方、

6,000人も保護者も含めて出るということで、

あそこのアビエスでなくてすぽーてぃあでもい

いと思います。緑化フェアのとき、あそこでや

って非常に山車出て人気を醸しましたので、あ

そこら辺だと余り夏の暑いとき、休むところも

あるわけで、あの辺あたりに持っていくといい

んではないかということです。 

  なぜかといいますと、出品した方々に聞くと、

いろんな保育所とか、立場が違いますけれども、

そんな方々が一堂にあそこに集まって新庄まつ

りを盛り上げるということも、新庄まつりの伝

統をいくためにも子供たちにも大変よろしいこ

とではないかなと思っているわけでございます

ので、そういったこともひとつ考えていただけ

るのかいけないのか、お願いしたいと思います。 

  前回の議会でも、新庄市のお祭りの経済効果

は幾らかということで、26億円だというような

大づかみの話ですけれども、今度はこういった

経済効果が伴うことでありますので、ぜひ本当

に実態、どのくらいでお金が動いてそれが本当

に波及効果が地域にもたらすかということも、

ざっくりでなくてもある程度、専門機関あたり

でも調査してもこれからいいんでないかと思い

ます。市長はかねがね100万人とおっしゃって

いますので、単純な計算で倍にはいかないと思

いますけれども、100万人来たら50億円の経済

効果があるというようなことではないかと思い

ますので、ひとつその辺の分析はいかがなさる

のかということもお聞きいたします。 

  あと、ちょっと気になったのは、新庄まつり、

新庄市長が名誉会長、あと商工会議所の会頭さ

んが会頭で、もろもろの方々がアビエスに入っ

ていくんですけれども、やはりお客さん、金出

してあそこ、観覧席で待っているわけです。そ

のとき、あそこの案内が、名誉会長山尾新庄市

長、商工会長、入りました。皆さん、盛大な拍

手でお迎えくださいみたいなことでなく、やは

りおもてなしの心で、あそこは市長が粛々と入

場なされて、そこでもてなしの歓迎の言葉なん

かあそこで言うべきでないのかなということで

すね。やはりお客様をもてなす、来たという観

点をもう少し発揮していけば、お客さんも新庄

市長がみずから私どもをお迎えなされるという

ことが私はいいんではないかなと思っておりま

す。 

  また、いろいろトイレとか、またＧＰＳの話

をなされました。ＧＰＳは好評であったと思い

ますので、ぜひ今後も続けていきたいなと思い

ます。 

  あと、燦踊祭も26日も大変にぎやかになって

定着しつつあるんですけれども、あそこのオー

プニング開会式に、議会の代表として議長が大

変御難儀かけて出席しているわけですけれども、

少なくとも一体となったお祭りを出すためには、

私ども議員にも開会式、オープニングあたりに

も参加してもらうような御案内も私は必要では

ないかなと考えますけれども、その辺のあり方

がやはり私は問われると思いますので、そこら

辺のお考えをお聞かせ願えればありがたいと思

います。 

  あと、子供の少子化ですね、今からやはり今

後の対策をやっていかないと、新庄まつり、い
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ろんな協賛のことがあります。これ８月12日の

山形新聞の社説ですけれども、「ユネスコ世界

を見据えた伝統に磨き」とあるんですけれども、

座ったまま伝統を守れる時代ではないと。世界

に誇れる祭りとして1000年先にも受け継いでい

くためには不断の努力が必要だと。260年祭は、

新庄市民、最上地域住民の魂のよりどころとし

て祭りをさらに磨き上げる契機にしたいという

ようなこともございますので、まさに私も同感

でありますので、少子化対策を踏まえて、また

各町内の財源確保にもぜひやっていかないと、

100万人集まれと言っても金も出さない、金も

出さないって失礼ですけれども、金も援助して

いかないと限界があると思いますので、特にこ

としのお祭りはよかったですよ、本当にけんら

ん豪華で。やはりそれは260年祭ということで

お聞きするところによると、50万円の財源がか

なりインパクトあるということは否めないわけ

で、人形の数も５体あったり６体あったり、今

までないくらいの頑張りようだったと思います

ので、その辺も含めまして御答弁いただきたい

なと思います。 

  時間がないですけれども、もう一つは、市の

職員の発想が大変今回よかったと思うんです。

この職員の発想で巾着1,000個をつくって完売

したそうでございます。今までにない職員が、

実行委員会になった、私はそういう契機ではな

いかなと思っておりますので、その辺も含めて

職員のレベルアップという点、どのように御苦

労なされたか、ひとつ御答弁をお願いしたいと

思います。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 いろいろと御評価いただ

きまして、ありがとうございます。 

  ６つほどあったんですけれども、上のほうか

らということで、まず、ちびっこ山車まつりの

ほうですが、御難儀いただきまして今まで二度、

三度ありましたが、今までで最高の出来ばえで、

さらににぎやかさが出たのではないかなと。少

子化の中ではありながらも、次世代の継承者と

いうことでとてもたくましく思ったところであ

ります。これにつきましては、なかなかこれま

での経過を踏まえますと、毎年となってくると、

楽でないという部分がありました。検討の余地

はあると思うんですけれども、大きなイベント

と重なったときの相乗効果ということで意義を

見出してまいりたいというふうに考えてござい

ます。 

  経済効果につきましては、さまざまな観点、

宿泊者数、土産物の売れぐあい等々から勘案し

まして、科学的に一応積算しているつもりでご

ざいます。ことしにつきましては25億8,000万

円ということで約２％減ということではじいて

おりますが、この形も統計的なものもあります

ので、この科学的な形の中での継続をやってい

きたい。 

  あと、パレード、先導のほうの入場時の場合

のスタイルですけれども、これは実行委員会の

中の各部会の中で議論してまいりたいというふ

うに思います。 

  ＧＰＳにつきましては、これはとても評判が

ようございまして、さまざまな形の中で使える

と。観覧客が初めてきた方も、今、パレードの

前ですけれども山車は今どこにいるんだという

ことを聞かれる方もいらっしゃいますので、そ

のような場合でも案内所のほうで活用できると

いうことで、今後の活用が幅がさらに広がるの

ではないかなというふうに思っております。 

  燦踊祭、オープニングの御案内のほうのお話

をいただきました。ここら辺はこちらのほうで

善処させてもらいたいというふうに思います。 

  あと、グッズのほうですけれども、実行委員

会になりまして今まで以上に議論が出ていいも

のがつくれたのかなというふうに思っておりま

す。260年祭をステップにユネスコに向かって
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ということでいいアピールができたと思います

ので、これからもさらにその辺はアイデアを募

りながらステップアップしたいと思います。 

  少子化問題につきましては、ことしも新庄藩

内のお祭りだったということがありまして、最

上地域全体の小学校の方々にボランティア体験

応援ということで引手の募集をかけました。そ

の中でも９名、保護者６名合わせて15名の参加

を得たということもありますので、この辺、次

世代の担い手ということもありますので、その

辺のチラシも含めながら継続してやってまいり

たい。それが力になっていくものだというふう

に思っております。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 実行委員会というフッ

トワークいい制度ありますので、行政のほうで

ひとつこういう点も真剣にやってもらいたいと

思います。 

  いろいろ聞きたかったんですけれども、持ち

時間がそろそろですけれども、最後に、わらす

こ広場の遊具の件で、新たな遊具を具体的に市

長のほうから導入ということで、わかる範囲内

でどのようにどのくらいのものかお聞かせ願い

たいと思います。 

  あと、ＳＮＳソーシャルネットワークの拡充

というのは、余り私もこういうのは詳しくない

ですけれども、もう少しどのようなことをＳＮ

Ｓと言っているか教えてもらえば、なおありが

たいなと思います。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 初めに、

わらすこ広場の遊具でございますが、先ほど市

長が申しました地域活性化地域住民生活等緊急

支援交付金、そちら500万円を使いまして遊具

を購入することになってございます。 

  皆様御存じのとおり、わらすこ広場について

は、子供が走り回れるという特色もございます

ので、余りスペースの大きなものではなく、ど

ちらかといえば、子供が自分たちで工夫して自

分たちでいろんな遊びができるような遊具を購

入したいというふうに考えてございます。 

  それから、ＳＮＳでございますが、簡単に言

ってしまえば、いわゆるインターネットの簡易

版というようなことで考えていただければいい

かと思います。今、母親の方々がよく使ってい

らっしゃるツイッターですとか、スマートフォ

ン、あちらのほうで使えるような情報発信のシ

ステムだというふうに考えていただければよろ

しいかと思います。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） ぜひ県内先駆けの施設

でありますので、ひとつお願いしたいと思いま

す。 

  あと、一問一答でないのですが、ヘルメット

の件についてお伺いします。 

  これ、聞くところによりますと、学校によっ

てかなりばらつきがあるんですね。やっぱり一

生懸命やっているところは徹底する。保護者が

自分の子供や孫に買ってかぶれと言っても、私

だけ、僕だけしかかぶっていないからとかぶら

ないケースも結構あると伺っていますので、そ

の辺をひとつ教育委員会のほうで、ある程度、

いい事例をいろんな会議の中でお示しして徹底

するように御努力をお願いしたいと思います。 

  私の時間も終わりますので、これで終わりま

す。どうも御答弁いただきましてありがとうご

ざいました。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４９分 休憩 
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     午前１０時５９分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、小関 淳君。 

   （４番小関 淳議員登壇） 

４ 番（小関 淳議員） 穆清会の小関でござい

ます。 

  市長、３期目の御当選、まことにおめでとう

ございます。小嶋議員の質問の中にもあったよ

うに、支持した13人の中には入っていない１人

ですが、市民福祉の向上のために質問を一問一

答方式でやらせていただきます。よろしくお願

いします。 

  それでは、早速質問に入りたいと思います。 

  まず最初に、ふるさと納税の現状と今後の方

針についての質問をさせていただきます。 

  大企業や人口の多い都市と人口減少や景気低

迷などによる地方の現状はさまざまな面におい

て、年々、格差が広がっています。その格差を

幾らかなりとも是正するための施策の一つとし

て、平成20年に創設されたふるさと納税制度は、

是非論も含めて全国的な話題となっています。 

  最近の報道によると、ことし上半期で天童市

への寄附額は、皆さんも御存じだと思いますが、

およそ11億円となっており、全国の自治体の中

で最も多い金額となっています。 

  新庄市でも以前から取り組んできていますが、

県市町村課のデータによりますと、平成26年度

は約2,547万円、市の成果表だと2,548万円とな

っておりますが、2,547万円であり、最上８市

町村の中では最上町が２億4,000万円となって

おりその数字にはかなりの差があります。 

  我が市のふるさと納税制度への取り組みにつ

いては、さまざまな要因があるにしても、真剣

さや熱意不足の感は否めないのではないでしょ

うか。 

  そもそもふるさと納税制度を積極的に進める

ということは、市が設定したさまざまな事業に

ついて市以外に住む支援者から寄附を求めよう

とするものです。 

  そして、その寄附金を市民の福祉向上につな

げていこうと、そういうものです。その上、こ

の制度は、寄附のお礼、いわゆる返礼品として

地元の米や農産加工品、また、工業団地で生産

される製品なども消費の拡大に大きく貢献でき

るというもう一つの重要な側面を持っているわ

けです。さらに、この制度に積極的な自治体で

は、寄附金が増大することによって雇用の促進

にもつながっていると聞いています。全国的に

地方の疲弊と人口減少問題がクローズアップさ

れている中で、新庄市が定住を促進していくた

めには子育て環境の整備はもちろん、雪問題や

雇用問題などさまざまな課題を解決していく必

要があります。その課題解決の一助となる可能

性を持っているのがこの制度ではないでしょう

か。市では、これまでこの制度をどのように捉

え、どのような意識を持って進めてきたのか。

また、今後はどのような考えを持ってどう進め

ようとしているのかを聞かせてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  ふるさと納税、平成20年度からということで

市ではどのように捉え、どのような意識を持っ

て進めているのかということでありますが、ふ

るさと納税制度は、ふるさとを応援したい、ふ

るさとに貢献したいという思いを実現するため、

税負担を軽減することにより、寄附しやすくな

るよう創設された制度で、出身地でなくても第
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２のふるさととして考え、応援したいと思う方

も利用できる制度と理解しております。 

  新庄市を応援しようとする人々からの寄附金

を活用し、寄附者の意向を反映した施策を推進

し、魅力あるまちづくりに活用しております。 

  また、地元産品を全国に知っていただく絶好

の機会と捉えております。これまでふるさと納

税寄附者に対するお礼品として、山形牛や新庄

産米などを送ることで、遠方にいながらも新庄

市の魅力を感じてもらうため、お礼品の拡充や

全国紙掲載などの情報発信により、本市へのふ

るさと納税につながるよう方策を講じてまいり

ました。 

  お礼品は昨年度に比べ37品目ふやし、現在で

は54品目となっております。ふるさと納税の申

し込みの際に、新庄ふるさと応援隊の加入も兼

ねており、加入された新庄ふるさと応援隊に年

３回の会員情報誌の送付や過去寄附者へふるさ

と納税の御案内を送るようにしてつながりを保

つ仕組みとなっております。 

  平成26年12月には、ふるさと納税ポータルサ

イトの最大手のふるさとチョイスに登録し、イ

ンターネットでの受け付けを開始し、平成27年

４月からクレジットカード払いを導入したこと

により、寄附額は大きく伸び、今年度は３カ月

で前年度１年間の寄附実績を超えております。 

  新庄市のふるさとチョイス内のユーザー閲覧

数は平成27年４月から平成27年９月までで

1,782自治体のうち、113位と全国ではある程度

の順位に位置しておりますが、寄附金額、寄附

件数ともに県内の他の市町村に比べて下がるの

も事実です。 

  今後はふるさと納税を通して地元産品の一層

の振興はもとより、新庄市にさらなる関心を深

めていただけるよう特産品の魅力をより伝えら

れる方策を講じ、全国の方々に新庄市を知って

もらえるようなＰＲ手法の導入等も図ってまい

りたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） それでは、再質問をさ

せていただきます。 

  先ほども平成26年度は2,547万円、最上町が

２億4,000万円となっていると。その差という

のはどこに原因があると考えていますか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 最上町の例として２億何

がしというふうなことがありました。当然、一

自治体として新庄市とかなりの差があるなとい

うことは実感してございます。中身につきまし

ても、天童市につきましては、大きな要因とし

てサクランボというふうなことがあるというふ

うに思いますし、最上町につきましては、主に

やっぱり肉と米というふうなことで、そのお礼

品につきましてはメーンが新庄市と同じという

ふうなことで、何か特別なことをやっているの

かなというふうなところもいろいろなところか

ら情報を得ているところですけれども、それほ

ど同じようなことをやっているということが、

状況としてはあると思います。 

  一つとしては、やはり東京方面でのふるさと

の出身の方に対するつながりというのが、かな

り最上町、深いところがございますので、そこ

ら辺の方々から応募になっているということが

一つあるかと思います。 

  あと、インターネットサイトの中でふるさと

チョイスということが先ほどあったと思います

けれども、このふるさとチョイスについては

1,700何がしの全国のほとんどの自治体の方が

加盟されております。その中で新庄市につきま

しては、当初から5,000円からという寄附が多

かったというところがあります。現在のところ

も5,000円と１万円、いろいろ段階ございます

けれども、少額から受け付けてきたというとこ
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ろがございます。ほかのところを見ますと、１

万円以上というふうなことがございまして、ど

うしても牛肉とかというところになりますと、

半分くらいのお礼品というふうな相場になって

ございますけれども、やはり１万円以上寄附し

ていただかないと該当しないということがござ

います。実際のところ、ふるさとチョイスの中

では5,000円からということでなかなか肉のと

ころが出てこないというところがございまして、

そういったところもちょっと原因があるのかな

というふうに思ってございます。 

  あと、インターネットでの写真撮影につきま

しては、当初から職員が機材を持ち込んで撮影

していたというところがあります。当然、プロ

が撮影したものに比べまして見劣りするという

ところがございます。こういったところにつき

まして今回、補正予算のところで、いわゆる業

務委託料の中で撮影というふうなところを盛り

込んでおりますので、ぜひよろしくお願いした

いというふうに考えているところでございます。 

  そういったところをインターネットサイトに

つきましても、なるべくそういった人気商品が

前に出るような形でできないかというふうなと

ころを模索していきたいなと考えてございます。

そういったところがちょっと差として出てきて

いるのかなというふうには考えてございます。

以上でございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 長々と答弁をいただき

ましたが、今、何点かの差がついた理由をおっ

しゃっていただきましたけれども、私はそれだ

けじゃないと思っております。 

  冒頭に申し上げたように、真剣味が足りなか

ったんじゃないかと思うわけです。以前、議会

で山尾市長が、ふるさと納税よりももう少し前

のふるさと納税の卵的なものが全国で行われて

いて、自治体の主要な事業にそれを充てられる

よ、いかがですかと市長に質問した際に、市長、

どのように答えたか記憶ありますか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 今のところ、記憶はございません。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 私は、その答弁をいた

だいて非常にショックを受けたんで記憶してい

るんですが、物乞いをするような、そういうこ

とは積極的にはしたくないと、そういうふうに、

議事録を見ていただくとわかると思いますけれ

ども、私はそういう姿勢がこの金額に反映され

ているのではないかと。もっともっとリーダー

としてもっともっと強くこれは住民の福祉向上

につながるんだからこれは積極的にやっていこ

うという姿勢であれば、この数字は恐らく丸が

１つ違っていたのではないかなと思います。 

  ふるさとチョイスというサイトにも登録して

今現在は頑張っていらっしゃるということなの

で、それはそれで評価したいと思います。 

  先ほど冒頭の質問で申し上げたように、返礼

品のところで工業団地の企業と返礼品の意見交

換とか、情報入手のための会議みたいなものは

持たれたことはありますか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 商工観光課のほうと連携

とりながら、今回６月からですけれども山形は

さくらんぼ鶏ということでお礼品として追加し

たところでございまして、これについても徐々

にこれが欲しいというふうなところで来ている

ところでございますので、そういったところが

該当するというふうなことであるとすれば、ふ

やしていきたいというふうに思ってございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 今、工業団地の企業と
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いろいろそういう話し合いを持たれたことがあ

るかと聞いています。もう一度。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 商工観光課とそういった

情報を通じてやっているというふうなことで、

間接的ではございますけれども、工業団地内の

企業とそういったところでの連絡調整をしてい

るというふうなところになります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 協議を持ったというこ

とでいいんですか。協議を持ったということで

いいんですか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 全体の企業と連絡協議会

等とやっていることでございませんけれども、

該当している業者とは連携してというふうなと

ころでございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） これからやっぱり工業

製品なんかも返礼品の中に入れていただいて、

積極的にふるさと納税制度を活用していただけ

ればなと思います。 

  そういう返礼品なんかのメリットもあると。

あと交流にもつながるというふうなことを先ほ

ど冒頭に申し上げましたが、そういうふうな認

識は持っていましたか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 当然、地元の物産が売れ

ると、売れるというか、返礼品として提供でき

るというふうなことはそれだけの売り上げにつ

ながりますので、新たな雇用が生まれたりする

こともあるかというふうに思います。 

  また、以前は何百万円というふうな単位でご

ざいましたけれども、それが何千万、億単位に

なりますと、やはり事務量も相当なものでござ

いますので、そういった形での市としての職員

の臨時雇用をふやすとか、そういったところで

の効果は出てくるかというふうに考えてござい

ます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 認識はしていただいて

いるようなので、ぜひふるさと納税制度を積極

的に進めていただければと思います。 

  ふるさと納税はこの辺で終わりますが、成果

表にふるさと納税制度に関することの成果とい

うことで、平成25年度と比較して寄附件数、寄

附額とも大幅に増加したと。市を広範にＰＲす

ることはできたと。成果表というのはこういう

ことなんだなというのがよくわかる表現ですけ

れども、まだまだ積極性が足りないと、真剣味

が足りないと私は思いますので、ぜひ一生懸命

これから市民福祉向上のために頑張っていただ

いて、積極的にやっていただきたいと思います。 

  では、次の質問に入ります。 

  市立図書館の現状と今後の方向性についての

質問をしたいと思います。 

  以前にほかの議員からも質問があったかと思

いますが、今回は少し視点を変えて私なりの質

問をしたいと思います。 

  市立図書館の１日の平均来館者数は約320人、

年間にしておよそ10万人弱の市民が利用してい

ます。しかし、最上の中心市にある図書館にし

ては、最上郡内で１つだけですよね、図書館。

中心市にある図書館にしてはスタッフの対応な

どには満足できているという市民が多いのです

が、施設全体は手狭さと不便さを感じていると

いう市民も少なくないようです。特に駐車スペ

ースについては10台、正確には13台ですが、今、

隣家の壁が崩れていて危険で１台分が使えませ

ん。障害を持った方々が来られたときのスペー
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スが２台を引くと、10台。とめやすいかという

と、非常に狭くてとめにくいという現状があり

ます。市では周辺の公共施設の駐車場を利用で

きる、してくださいということでしょうが、で

きるとしていますが、それぞれの施設ごとにさ

まざまなイベントが指定管理者さんによって一

生懸命開催されており、図書館利用者が駐車す

ることによって本来のそこの利用者が駐車でき

ないケースもあると聞いています。さらに、隣

の郵便局にも図書館利用者が駐車しているケー

スもあると。 

  このような現在のさまざまな状況を考えてみ

ると、日々懸命にサービスを提供している指定

管理者にとっても、大切な利用者にとっても、

この施設での図書館運営は恐らく限界に来てい

るのではないかと感じます。 

  そこで、市と教育委員会は市立図書館の現状

をどのように把握しているのか。また今後、ど

のような対策を講じて市民の安全性と快適性と

利便性を確保しながら市民の知的要求を満足さ

せ、誰もが気軽に利用できる図書館にしていこ

うとしているのか考えを聞かせてください。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、市立図書館の現状と

今後の方向性についてお答えいたします。 

  初めに、図書館の現状についてですが、昨年

度の貸し出し人数は３万1,862人、貸出冊数は

15万91冊で、前年度と比べてそれぞれ2.1％減、

1.6％減と若干減少していますが、議員がおっ

しゃるように、入館者数は11％増の９万6,227

人となっております。これはレファレンスで訪

れる来館者が前年度の３倍になったためで、図

書館職員のほとんどが司書の資格を持って業務

に当たっているというのが要因と考えられます。 

  また、課題でありますけれども、議員がおっ

しゃるように、駐車スペースが少ないというふ

うなことが課題でありまして、これは今、広げ

ることができないというふうな状況であります。

近隣の障害学習施設に空きスペースがあれば利

用できるように調整を図っているところですけ

れども、限界があるというのも事実でございま

す。これについては、図書館を建設した当時か

らの課題でありまして、あの庭園というか、昔

の武家屋敷のあの庭園をそのまま保存するとい

うふうなことの代替として駐車スペースが少な

いということがございまして、庭園のある図書

館ということでの魅力というのもあの図書館の

最大のメリットというか、そういうことに感じ

ているところです。 

  また、室内も当然、あの敷地内でおさめると

いうことで広くない状況ではありますけれども、

図書館以外で図書館の本が手にとれるように平

成21年10月から移動図書館を実施しております。

車に800冊ほどの本を積み、市内の保育所や小

学校、学童保育所、障害学習施設に月１回から

２回、読者のジャンルに合った本やリクエスト

の本を入れかえながら、その場で本の貸し出し

も行っております。今後とも指定管理者と協議

しながら、誰もが気軽に利用できる図書館とな

るようにさまざまな工夫を行ってまいりたいと

考えております。以上でございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 今、教育長の答弁の中

で、これ以上、駐車スペースを広げることはで

きないと。あのすばらしい庭園があるというこ

とは、魅力の一つだという中身の答弁だったか

と思います。 

  現状はそうであるし、その魅力も私は理解で

きます。やっぱり庭の巨木などを見ていると、

やっぱりこういう庭園がある図書館はないなと

いうのは、幾ら私でもわかります。 

  ただ、やっぱり駐車スペースが狭い。私、調

べました。13市の中で一番少ない駐車台数なの

が寒河江市30台、村山市などは甑葉プラザの中
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にあるので150台、尾花沢市はどうかというと

41台、10台というところはどこにもないと。先

ほど質問にも含めましたように、隣の施設、郵

便局ですけれども、御迷惑がかかっているとい

う認識はありますか。 

  それで、今後、どういうふうに改善していく

のか。 

  あとは、歴史資料館を利用してくれという案

内も出ていたかと思います、図書館には。子連

れ、小さな子供を連れたというか、親子が歴史

資料館から歩いてくると。図書館を利用すると。

借りたい本、あるいは紙芝居があったと。帰り

はどういうふうな状態で帰ってくるかとか、い

ろいろ大変なことが想定できるわけですね。そ

の辺、どういうふうに把握しているか聞かせて

ください。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 駐車場のスペース、狭い

というのは以前から皆さんから御指摘のあった

ところであります。それに加えまして、近隣の

トラブル、郵便局にとめたということでトラブ

ルになっているケースも把握しております。 

  そういったことで改善の方法ということでご

ざいますが、物理的にはあのスペースしかない

ということでありますので、駐車場を広げるに

は庭をつぶすか、また近隣の土地を購入するか

ということになるかと思いますが、そういった

ことについては今のところ、手を出せない状況

ではございます。 

  また、歴史センターの利用に際しまして、子

連れで歩いてくるということは、そういうこと

が実際にあれば、非常に大変だろうなというこ

とでは認識はしております。 

  ただ、先ほど教育長の答弁にもありましたよ

うに、おととし、８万5,000人であった入館者

数が、昨年、９万6,000人ということで非常に

ふえております。これまで昭和63年に図書館に

建てて以来、あの状況でございますので、近隣

の方であれば、図書館の駐車場が狭いというの

は御認識いただきながら利用していただいてい

るのかなと思っているところです。以上です。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 現状では駐車場のスペ

ースもいたし方ないということだと思いますけ

れども、やっぱり図書館利用者数が９万6,000

人になったと、ふえたと成果表にも載っていま

したけれども、私は、あの場所でなければ、あ

の場所じゃない別の場所であれば、９万6,000

人どころか20万人近くも利用者数がはね上がる

んじゃないかなと思うわけです。何がネックに

なっているのか、手狭なんですよ。駐車スペー

スが10台しかないという、考えられないんです

よ。それで最上の中心市宣言をしているんです

よ。もう少し知的な部分も整えていかないと、

中心市宣言だけじゃ新庄市はというクエスチョ

ンマークがついてしまうんではないかと。そう

いう意味で私は申し上げているんです。どこか

別の場所をという考えはありませんか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 別の場所というところで

はございますが、新たに施設を建てるというこ

とになると、非常に大きな予算がかかってくる

ということでございます。その手狭な図書館、

それをカバーするためにいろんなところに出向

いて図書館の本を持っていって、そこで図書館、

擬似的な図書館ということで店を広げて利用者

の拡大を図っているところでございます。新た

な施設、建てられれば一番いいと思います。た

だ、駐車場の台数も広いからといって13市の中

では貸出冊数が多いかというと、そうでもない

という傾向もございますので、駐車場だけが全

てではないと思いますが、そういった職員と創

意工夫をしながら、図書館の本をなるべく多く
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の方に手にとっていただけるように工夫をして

まいりたいと思っているところでございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 新設をすれば、もちろ

ん、すさまじいお金が、予算がかかると。それ

は当たり前ですよね。そういうがちがちの発想

からもう少し抜け出していただいて、既存の公

的な建物でも民間がやっている、運営している

建物でも、そういうスペースがあれば幾らでも

できると思うんですよ。どんどんどんどん財政

が厳しくなってきて、財布がどんどん小さくな

っていくというのは、これから間違いなく進ん

でいくわけですから、そしたらアイデアと発想

力というか、そういうことで解決していくしか

ないと僕は思うんですよね。 

  余り固定観念というか、そういうことにとら

われず、もっと柔軟な発想で考えていただけれ

ばと思うんですが、先ほど移動図書館、非常に

頑張っていただいて非常に評価も高いことを伺

いました。そういう活動もすばらしいと思いま

すが、図書館活動全体としては、やっぱり今の

スペースでは非常に限界があると思うんですよ。

真剣に考えていただければと思います。 

  それで、さっき、駐車台数と本の貸出冊数は

相関性がないというふうな答弁だったかと思い

ますが、相関性ありますよ。ここにしっかりデ

ータで載っています。市民の方々から10台のス

ペースで、狭いスペースで怖くて駐車できない。

いっぱい聞いています、そういう話も。考えて

いただきたいなと、真剣に考えていただきたい

なと思います。 

  先ほど教育長さんの小嶋委員への答弁の中で、

読書教育の成果も上がっているということで非

常に流れとしてはいい流れがあるわけですよ。

それを駐車場のスペースをあの狭さでいいんだ

というところでストップさせちゃ本当に残念じ

ゃないですか。本気で考えていただきたいと思

います。 

  私、いろいろ調べたんですけれども、先ほど

わらすこ広場の話があったんですけれども、わ

らすこ広場のワンフロアの中に余分なスペース

があります。400坪、四百数十坪あるそうです

が、そういうことは御存じでしたか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 そういうスペースがある

かないかというのは、私のほうでは認識してお

りませんでした。ただ、先ほど議員が言ったよ

うに、今のスペースで限界、民間の施設という

ことで質問いただいたときに、そういうわらす

こ広場、そういったこともあるのかなと。わら

すこ広場のスペースにつきましても、空きスペ

ースがあったのであそこに持っていったという

経緯もございましたので、質問の趣旨はそうい

ったところもあるから利用してはどうかという

ことでの御質問かということで理解をしたとこ

ろでございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） そういうことでござい

ます。大体４階のフロアが八百数十坪あるそう

です。今、わらすこ広場で使われているという

か、契約している部分が350坪、年間の賃借料

が1,800万円ですよね。それにプラスアルファ

あるか、そこまで調べていませんけれども、交

渉次第では隣に四百数十坪あいている。今の図

書館の総延べ床面積が四百数坪、経費もかなり

かかっている、修繕費もかなりかかっていると

成果表で出ていますよね。ぜひ交渉というか、

話を聞いてみるというふうな方向性はあるでし

ょうか、ないでしょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 議員御指摘のように、建

物のスペースについては1,327平方メートル、
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400坪ちょっとということかと思います。 

  ただいまわらすこ広場の空き状況について今、

議員から御指摘をいただいたばかりなので、少

し持ち帰って検討してまいりたいと思います。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） ぜひ検討していただけ

ればと思います。この図書館のことについて今、

質問をしていますが、さまざまな波及するメリ

ットというか、そういうものが予想されます。

あのビルの中には、御存じのように、スポーツ

施設もあると。もちろん、さっきの小嶋議員の

質問にあったように、わらすこ広場もあると。

音の遮へいを完璧にすれば、ここに移動するこ

ともいいんではないかと。駐車スペースについ

ても10台しか確保できない現状、それよりは幾

ら使ってもいいような駐車スペースがあるので

ぜひ考えていただきたい。 

  さらに、市長がおっしゃっている中心市街地

を活性化しようという趣旨でおっしゃっている

んだと思いますが、まちなか暮らしの総合エリ

アという、いろんな商業施設だけじゃなくてま

ちなかにいろんな公共施設とか福祉施設、いろ

んな施設を入れ込んで中心地を活性化していこ

うという、おっしゃったと思うんですけれども、

ずっとおっしゃっていると思うんですけれども、

その一つの実践例としてこれはうまく実現でき

ればの話ですけれどもまち全体も活性化できる

んじゃないかと私は思うわけです。これに答弁

をというのも大変でしょうから、いずれにして

も、前向きに市民が本当に利用しやすいように

柔軟な発想を持って選択をしてほしいなと思う

わけでございます。 

  年間1,800万円の賃借料というのは、非常に

高額に思います。でも、そこに図書館を併設す

ることによって、恐らく賃借料が倍になるとい

う話ではないと思います。1,800万円の賃借料

をちょっと超えたぐらいで全てのフロアが利用

できる。私はそういうふうなイメージを持って

いるんですけれども、ぜひオーナーの方と交渉

してよりよい方向を探っていただければと思い

ます。 

  いずれにしても、何度も言いますが、地方自

治法第２条第14項の部分を本当に再認識いただ

いて、わかっていますよね、皆さん、わかって

いますよね。言ってもらいますか、言ってもら

いますか。地方公共団体はその事務を処理する

に当たっては、住民の福祉の増進に努めるとと

もに、最少の経費で最大の効果を上げなければ

ならないと。何度も申し上げております。ぜひ

そのような観点から柔軟に考えていただいて、

市民の福祉向上につなげていただきたいと思い

ます。 

  これで質問を終わります。 

清水清秋議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４４分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党の一人とし

て一般質問いたします。 

  初めに、安倍自公政権は、９月19日、安保法

制戦争法の採決を強行しました。戦争法は、日

本国憲法に真っ向から背く憲法違反の法律です。

圧倒的多数の憲法学者、歴代の内閣法制局長官、

元最高裁判所長官を含むかつてない広範な人々

から憲法違反であるという批判が集中していま
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す。 

  安倍首相は、国会の多数の議決が民主主義だ

と繰り返していますが、昨年の総選挙での比例

の支持はわずか17％でした。選挙制度によって

６割を超える議席を得ただけです。世論調査で

６割を超える国民の反対だという意思を踏みに

じり、憲法違反の法律を強行することは、国民

主権という日本国憲法が立脚する民主主義の根

幹を破壊するものです。 

  私たちは憲法違反の戦争法を廃止し、日本の

政治に立憲主義と民主主義を取り戻すために国

民共同をつくり、安倍政権の妥当を呼びかけて

まいります。 

  私たちは憲法９条を守り、憲法を生かす政治

を進めてまいります。 

  住民を苦しめる悪政から住民生活を守る防波

堤となる自治体づくりが求められています。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、通告の質問に入って

ください。 

１ 番（佐藤悦子議員） 本題に入ります。 

  １番として、生徒一人一人を大切にした教育

について伺います。 

  その一つは、小中一貫校は、学校の統廃合を

進めるためのものではないかということです。 

  小学校の高学年としての活動は、一人一人に

自己肯定感を育てる一つの重要な活動だと考え

ます。小中一貫校では中学校の高学年、中学２

年と３年ということですが、が中心になるので

その活動が保障されない、小学校の高学年の活

動が保障されないという問題があります。 

  日本の子供たちは自己肯定感が低いと言われ

ております。小学校としての教育を充実させる

べきではないでしょうか。沼田小学校の改築に

ついては、単独で早期改築をすべきではないで

しょうか。市長の見解をお聞きします。 

  ２つ目としては、無料学習塾の開設について

です。 

  村山市で、ひとり親世帯や就学援助世帯を対

象に土日や夏休みを中心に年40日程度、３時間

ぐらいずつ元先生や大学生のボランティアに講

師になってもらい市内で２カ所、無料学習塾を

やっているそうです。去年は国の補助が230万

円、市の持ち出しは70万円程度だったそうです。

関係者に大変歓迎されているということです。 

  新庄市でも生活保護世帯も含めて低所得の世

帯にこのような応援をすべきではないでしょう

か。 

  ２つ目の大きな質問は、市の公的職場におけ

る雇用拡大、そして安定化についてです。 

  ①として新庄市の正職員数は、８年前は346

人でした。今年度は287人でした。59人も削減

されました。一方、嘱託職員数のほうは、この

間、62人もふやされています。若者の不安定雇

用を促進するのではなくて、正職員として採用

を進める施策が必要ではないかと考えますが、

御見解を伺います。 

  ②として、地産地消の割合を高めるためにも

学校給食の民間委託ではなく、自校直営の給食

がよいのではないでしょうか。そうすれば、地

産地消の拡大もしやすくなり、地域創生の重要

な内容である地域内循環を促進することになる

のではないでしょうか。 

  ③として、新庄市の保育所の正採用職員の割

合はどうなっているでしょうか。新庄市の保育

所の保育士の正採用化を進めていくべきではな

いでしょうか。 

  ④として、公契約条例をつくって民営化や民

間委託、指定管理制度による人件費の低下を防

ぎ、雇用の安定化を図る指導をすべきではない

でしょうか。 

  大きな３番目として、住宅リフォーム助成制

度の拡充で市民の仕事をふやす取り組みについ

てお聞きします。 

  住宅リフォーム事業は、予算の７倍から８倍

もの事業を生み出す経済効果抜群の事業であり

ます。新庄市でも予算がふえており市民から歓
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迎されております。地域内循環を高めるために

予算拡充をしていくことが必要ではないでしょ

うか。 

  そこで、具体的に①として市独自に畳がえや

屋根のペンキ塗りなどにも補助を拡大して、市

民の仕事をふやすようにすべきではないでしょ

うか。 

  ②として、商店街の活性化のためにも空き店

舗対策だけではなく、現在、事業を行っている

商店の改築、改装に補助をして、市民の仕事を

応援する仕組みも必要ではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

  ４番目の大きな質問ですが、財政難を理由に

削られた福祉の復活・充実についてお聞きしま

す。 

  新庄市の財政逼迫を理由に、市民の皆さんの

福祉が削られてきました。しかし、この数年、

財政状況が改善されてきました。 

  一方、国の悪政の中で年金が下がり、さまざ

まな増税と物価値上げに市民は苦しんでいます。

今こそ温かな福祉として家計を温める福祉とし

て充実すべきではないでしょうか。 

  その中の例として１つは、障害者の福祉タク

シー券を充実すべきではないかということです。

新庄市は、県内最低の支給となっていますが、

これをどう見ておられるかお聞かせください。 

  ２つ目は、80歳以上のタクシー券補助を復活

すべきではないかということです。 

  ３点目は、福祉灯油についてですが、１枚当

たり金額の引き上げや対象の拡大はどう考えて

おられるかお聞きします。 

  ４点目として、紙おむつの支給について、介

護度２の方にも必要な方がおられます。そうい

う方にも支給をしている市がありますので、新

庄市でも考えるべきではないでしょうか。 

  ⑤として、はり灸マッサージ券についても高

齢者を励ますという意味で復活すべきではない

かと考えます。 

  では、よろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めの２つのほうは、教育に関することにつ

いては教育長より御答弁させていただきたいと

思います。私のほうからは、市の公的職場にお

ける雇用拡大・安定化の①ということで、正職

員のことについてお答えさせていただきます。 

  市の職場における雇用拡大・安定化について

の御質問でございますが、御承知のとおり、職

員体制につきましては、定員管理計画に基づく

各年度の職員数の目標を掲げ、施設の民営化や

指定管理者制度による施設管理、業務の部分委

託など行政サービスの多様化を基本に、組織の

スリム化と効率化を進めてまいりました。 

  市の限られた資源を有効に活用する上では、

市民を初め、民間の活力、人的資源の活用が重

要な要素であり、これらの資源を効果的、かつ

効率的に活用することで、多様な市民ニーズへ

の対応や公共サービス水準の維持、向上につな

げるとともに、民間雇用の創出等を図ってきた

ものであります。 

  これらの取り組みの結果、平成26年度の職員

給与等の人件費につきましては、平成20年度と

比較して約４億8,000万円の削減が図られ、こ

れを事業費に振り向けておりますが、平成27年

度の総職員数に占める正規職員の割合では

62.3％と20年度と比較して12.4％の減少、嘱託

職員につきましては19.5％で、13.4％増加して

おります。嘱託職員がふえた理由といたしまし

ては、障害を持つ児童、またはその他、特に配

慮が必要な児童への対応や延長保育の実施に伴

う保育士の大幅な増、さらには地域おこし協力

隊や個別学習指導といった新たな行政ニーズに

対応してきた結果であります。 
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  今後の職員の配置につきましては、業務の質

や責任の度合いなどを勘案し、正規職員が担う

べき役割と嘱託臨時職員が担う役割を明確にし

た上で、より効果的、効率的な配置をしてまい

りたいと考えておりますので、御理解くださる

ようお願い申し上げます。 

  学校給食の地産地消につきましても、教育長

に答弁させますのでよろしくお願いします。 

  市の保育所の正採用職員の割合ということで

ありますが、市の保育所の職員配置につきまし

ては、ことし４月１日現在の状況で、正規職員

の割合が31.1％、嘱託職員が60.8％、臨時職員

が8.1％という割合になっておりますが、行政

報告で報告いたしましたとおり、南部保育所を

平成28年４月に民営化する予定で、現在、その

作業を進めております。民営化されますと、現

在、南部保育所にいる正規職員が中部保育所、

泉田保育所のほうに回ることができますので、

来年４月には正規職員の保育士の割合が増加い

たしますが、新規に採用する保育士の人数、平

成27年度末に退職する保育士の再任用の状況に

よってもその割合は変わってまいります。 

  また、移管先法人には新たな雇用が生まれま

すので、民間の雇用拡大・安定化につながって

いくものと考えております。 

  市の保育士の採用につきましては、児童数の

状況や国、県の政策的な動向を注視しながら、

ことし３月に策定いたしました定員管理計画に

基づき計画的な採用を進めてまいりたいと考え

ております。 

  次に、公契約条例でありますが、御質問では、

公契約条例をつくり人件費の低下を防ぐ指導と

の御質問ですが、公契約とは、国や自治体が公

共工事や委託事業、民間に発注することであり

ますが、ここに自治体独自に労働者の賃金など

に制限などを設けるのが公契約条例であります。 

  この公契約条例の制定は、千葉県野田市が全

国で初めて制定したもので、公契約に係る業務

の質や労働環境の確保及び向上を図り、市民が

安心して暮らすことができる地域社会を実現す

るという目的については、理解をしているとこ

ろです。 

  しかしながら、本市の公共事業の発注に当た

っては、賃金、就労時間などの労働基準の遵守

を基本にしており、これまで不正な労働条件に

関する情報は寄せられておりません。また、民

営化や民間委託の契約、指定管理の協定の締結

においては、適切な人件費の確保を図るよう指

導を行っており、今後とも公共サービスにおけ

る労働環境や雇用の安定を目指してまいります。 

  次に、住宅リフォーム助成制度の拡充に市民

の仕事をふやす取り組みについてお答えさせて

いただきます。 

  住宅リフォーム助成制度の目的は、住宅改修

による住環境の向上と地域経済の活性化を高め

るものとして、平成23年度より県の支援策を活

用し、実施してまいりました。これまでの４年

６カ月間の実績については、件数で延べ724件、

補助金額は約１億2,000万円、その対象工事金

額では約15億7,000万円を上回るものとなって

おります。 

  このことにより、市内事業者の受注額向上は

もとより、地域内の経済環境にも十分な効果を

発揮しているものと考えております。 

  また、このほかにも新庄市合併浄化槽設置整

備事業や浄化槽水環境保全推進事業などの合併

処理浄化槽設置による水環境保全に向けた支援

策も講じており、これらの事業についても順調

な実績を上げてきております。 

  さらに、今年度は地方創生事業の一環として、

新庄商工会議所と連携し、９月１日より20％の

プレミアムがついた新庄市かむてんプレミアム

建設リフォーム商品券事業を、地域活性化、地

域住民生活等緊急支援事業の一環として鋭意実

施しています。 

  これは個人はもとより事業者の方も利用でき
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ますので、商店のリフォームなどにも使ってい

ただけるものと考えております。 

  また、リフォーム工事などを行う事業者につ

きましても、市内の事業者の方であれば、誰で

も登録が可能でありますので、個人経営の畳店

やペンキ屋さんでも御登録いただくことで、よ

り効果的な営業活動に御活用いただけるものと

考えております。 

  また、商店街活性化のために実施している商

業地域空き店舗等出店支援事業は、平成20年度

より行っており、平成26年度まで12件の出店が

あります。今年度も既にこの制度を活用した出

店が１件あり、また、相談件数もふえてきてお

りますので、今後ともこの制度の周知を積極的

に行い、商店街全体の活性化を図ってまいりた

いと思います。 

  最後に、財政難を理由に削られた福祉の復

活・充実についての御質問ですが、財政難のた

め、市民の皆様方には我慢をしていただき、御

不便をおかけした経緯がございます。 

  市民の皆様方の御理解と御協力をいただき危

機的状況を脱し、財政難を乗り越えることがで

きました。御質問にもございますように、ここ

数年、少しずつではございますが、財政状況が

改善されてきております。しかしながら、安定

した歳入の確保が保証されているわけではなく、

公共施設の改修、改築等大型事業を控えており、

今後も気を引き締めた財政運営を行っていかな

ければならない状況には変わりございませんの

で、御理解をお願いいたします。 

  障害者、高齢者のタクシー券の充実・復活に

ついての質問でございますが、当市においての

タクシー券の補助の内容は、支給対象者を身体

障害者手帳１級と２級、療育手帳Ａ、精神福祉

手帳１級をお持ちの方々としており、いわゆる

重度障害をお持ちの方々を対象としております。

助成額は１枚につき330円で、年間12枚から15

枚を支給しております。 

  また、リフトつきタクシーでの輸送を必要と

する障害者手帳１級と２級の方には、重度身体

者移送サービス助成事業として、１枚につき

2,000円の助成券を年間12枚支給しております。 

  さらに、自家用車を所有し、自動車税の減免

を受けている方については、燃料代の助成とし

て１枚330円の給油券を年間12枚支給しており

ます。 

  重度障害をお持ちの方の移動費用の助成につ

いては、これらの中から各自の生活様式に合っ

たサービスを選択していただき、御利用になれ

ます。 

  県内の状況を見ますと、給油代やリフトつき

タクシー代、タクシー利用代を助成していない

自治体もございます。各自治体の財政状況によ

りサービスの内容等にも違いが生じてきている

状況と理解しております。 

  なお、80歳以上へのタクシー券補助につきま

しては、高齢者の足の確保という観点から、市

内交通網の整備も課題と考えており、定住自立

圏も考慮し、他の自治体の取り組みなどを研究

する必要があると思います。 

  福祉灯油につきましては、昨年度、住民税非

課税の高齢者世帯や障害者世帯及びひとり親世

帯などの家計負担の軽減を図るため、緊急対策

として灯油購入費助成事業を実施いたしました。

779世帯からの申請があり、所得の低い世帯の

経済的支援が図られたものと考えております。 

  本年度も地域活性化地域住民生活等緊急交付

金を活用し、灯油購入助成事業を実施する方向

で考えておりますが、この冬の灯油価格の動向

を見きわめ関係課と協議いたしまして助成金額

を決定したいと思います。 

  また、対象者につきましては、一昨年、昨年

と同様に、住民税非課税の高齢者世帯や障害者

世帯及びひとり親世帯などを考えております。 

  紙おむつ支給の御質問ですが、市が紙おむつ

を支給している方は、介護認定による介護度３
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以上の低所得者で、常時失禁状況の方を対象と

しております。今後、要介護認定者数の増加に

伴い、支給対象者も増加することも予想され、

介護給付費全体に影響がございますので、現時

点では現状の制度を維持していきたいと考えて

おります。 

  はり灸マッサージ券の支給については、平成

16年度に対象範囲、事業効果を考慮し、事業を

廃止し、現在に至っております。 

  御質問にある福祉サービスの拡大や復活等は、

今後、ますます進む高齢化社会への喫緊の課題

と捉えておりますが、財政状況が改善されてき

たとはいえ、歳入の確保が安定しない状況に変

わりはございません。 

  このような状況でございますので、当面は現

在の制度を維持していきたいと考えております

ので、御理解のほど、よろしくお願い申し上げ

まして、壇上からの答弁とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 私のほうから３点お答えいたし

ます。 

  まず１点目、小中一貫教育は、自己肯定感を

低下させるのではないかという御質問でござい

ます。 

  小中一貫教育については、９年間の教育課程

の中で、子供をよりよく育てるための手だてと

して全国各地の自治体で取り組まれております。

特に子供の発達が２年ほど早まっていると言わ

れ、思春期におけるさまざまな課題への対応や

豊かな心づくりにも効果があるとされています。 

  子供たちの自己肯定感を育てることは、新庄

市でも心の教育に位置づけ、小学校高学年だけ

でなく、小学校１年生から中学校３年生までの

全学年で大切にしていかなければならないもの

と認識して教育活動に取り組んでいます。 

  内閣府がまとめた「平成26年版子供・若者白

書」では、日本の若者は自分に長所があると答

えた割合が、アメリカやイギリスなど諸外国が

80ないし90％ぐらいであるのに対して、68.9％

と自己肯定感が低い数値になっています。 

  しかし、全国学力・学習状況調査によると、

新庄市の小学校６年生と中学校３年生について

は、同年代の県や全国の児童・生徒よりも高い

数値にあり、諸外国に引けをとらない結果とな

っています。これは９年間の中で異学年や異年

齢など多くの人とかかわりながら、多様な教育

活動を展開できる小中一貫教育の成果であると

捉えております。 

  今年度開校した萩野学園については、９年間

を４・３・２の３つのブロックに分け、発達段

階に応じた教育活動を行っており、小学校高学

年のみならず、１年生から９年生まで一人一人

を大切にした教育活動を行っています。 

  沼田小学校については、築50年が過ぎている

ことから、早急に校舎建築を進めなければなら

ないものと考えており、地域の方や保護者の方

の御意見をいただきながら、新庄市が進める小

中一貫教育が実現できる学校づくりに取り組ん

でいきたいと考えております。 

  ２点目の無料学習塾の開設はどうかという御

質問でございます。 

  一人一人を大切にした教育については、まず

は学校現場で行う教育の充実が基本であると考

え予算措置を行ってまいりました。具体的には、

配慮を要する児童・生徒支援のための個別学習

指導員及びスクールカウンセラーの中学校への

配置や巡回相談事業の実施、豊かな心を育てる

読書教育の充実のための地域コーディネーター

の配置、教職員の事務負担を軽減し、子供と向

き合う時間を確保するための手だてとしての校

務用パソコンの設置などに取り組んできたとこ

ろです。 

  新庄市で行われている休業日の児童・生徒へ

の教育支援については、地域の方や山大エリア

キャンパス最上の協力をいただきながら、学校
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で地域学習を行い、あわせて学習支援もしてい

ただいたり、夏期休業中に新庄市立図書館にお

いて教員ＯＢの方による学習会を開催したりす

るなどの取り組みが行われています。このよう

な取り組みも含め、休業日における教育活動が

さらに充実されるよう研究してまいります。 

  ３点目の学校給食の地産地消の件でございま

す。 

  学校給食の地産地消については、平成26年３

月に策定された「新庄市食育地産地消推進計

画」に基づき、各学校で積極的に推進していま

す。地元でとれた食材が学校給食に取り入れら

れることによって、食に対して興味関心を持っ

たり、食文化や食材の旬を知ったり、地域の産

業について学んだりすることができます。さら

に、地元食材を生かした郷土料理や行事食を味

わうことで、郷土を愛する心を育むことにもつ

ながっています。 

  新庄市の学校給食における地産地消について

は、山形県でも高い利用状況にあり、積極的に

地産地消に取り組んでいると言えます。給食食

材の発注については、各学校に配置されている

栄養教諭や学校栄養職員が行っていることや、

献立作成についても市の献立検討会で行われて

いることから、直営、民間の調理形態によらず

地産地消が行われております。以上でございま

す。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） どうもありがとうござ

います。 

  最初に、一人一人を大切にした教育について

ですが、私は、沼田小学校という規模、大きさ

を考えたときに、沼田小学校は沼田小学校とし

ての早期改築すべきだと思います。小中一貫教

育は、それはそれで緩やかな連携というか、一

環というか、それは否定するものではありませ

ん。しかし、建物まで一緒にしての大規模な小

中一貫校にするのは、子供一人一人を大切にし

ていく教育とは逆行するものだと思います。い

かがでしょうか。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 先ほど教育長

のほうから答弁申し上げましたように、新庄市

といたしましては、小中一貫教育、これを推進

しているわけでございます。各中学校区におい

てそれを実現するための施設整備、そういった

観点から今後、沼田小学校についても改築につ

いて検討してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は学級、学年の子供

たちの人数が１人になってしまったとか、本当

にわずか過ぎて子供たちの交流などなかなかし

にくいとなったときには、やっぱりもう少し人

数いたほうがいいかなということでの統廃合と

いうか、学級合わせるというのは悪いものでは

ないと思っています。 

  でも、沼田小学校のように、あるいは北辰小

学校のように、明倫中学校のように比較的大き

な学校では、行事そのものをやることもそれぞ

れ大変であります。子供の一人ずつの活躍の場

を考えたときにも、やはり少なくならざるを得

ないんです。そういう意味では、一人一人の子

供の活躍の場を保障して一人一人に自己肯定感

を持たせていくという、そういう大きな目標に

立ったときには、私はできるだけ小さな学校で

あるべきと考えますし、そういう意味では、沼

田小学校は単独でやるべきだということを申し

上げて、まずはここではこれ以上は追及しませ

ん。 

  次に、無料学習塾についてです。親にお金が
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ないために塾に行きたくても行けないという子

供がいました。低所得世帯であっても、本人の

希望や意欲さえあれば、学力を伸ばせる援助の

場が必要だと思います。そういう意味では村山

市のようなやり方を恒常的にできるだけ力を丁

寧に尽くしていく、そういうやり方をぜひやっ

てもらいたいものだなと思いますが、もう一度

お願いします。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 先ほど教育長の答弁に

もございましたように、これまで一人一人の子

供を大切にした教育については、学校教育の場

の中で取り組んでまいりました。その手だてに

つきましては先ほど答弁したとおりでございま

す。 

  低所得者世帯への学習支援につきましては、

その個人情報等もありまして低所得者の児童・

生徒を集めて学習塾を開くことが、子供の心に

逆にマイナスになることも考えられますので、

学習機会の提供ということも考えながら、どの

ような形態にしていったらいいのかということ

も含めまして、子供の学習機会の場の充実を含

めて研究してまいりたいというふうに思ってお

ります。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 低所得世

帯というふうなお話もございましたので、私の

ほうからも多少お答えさせていただきたいと思

います。 

  ことしの４月から生活困窮者自立支援事業と

いうものが始まってございます。その中には必

ずやらなければならない必須事業のほかに任意

事業がございまして、その中に学習支援事業と

いうのがございます。これは恐らく村山市でや

っているのもこの事業であろうかというふうに

思っているところなんですが、残念ながら、新

庄市では今年度、これを採択しておりません。 

  ただ、今年度から始まった事業でもございま

すので、これから他市の状況を研究しながら、

さらに教育委員会とも連携を深めながら、少し

先ほど学校教育課長のほうから配慮しなければ

ならない重要な点もございますので、その辺も

研究しながら一応考えてみたいというふうに思

っているところです。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ありがとうございます。 

  次に、正職員の数の問題などについて、市の

公的職場における雇用拡大安定化についてお聞

きしたいと思います。 

  正職員の数が59人、８年間で削減された一方

で、嘱託職員数は62人もふやされた。現場では

仕事の責任が重くなり、仕事が多くなっている

と私は職員の方からお聞きしていますが、そう

いう認識ございますか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 職員数が減少したといえども

仕事は変わってございません。その仕事の量に

ついては民間委託なり、指定管理者制度なり、

公共サービスの担い手の多様化という方法でこ

れまで振り向けしてまいりました。そういった

意味では、総量としてそれほど変わらないのか

なという思いはございます。ただ、責任の度合

いとして、以前、400人前後おったときの職員

数と今現在、290人を割っておるわけでござい

ますので、やはり正職員としての責任は重いも

のになっているだろうというふうに認識してお

ります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 先ほどの市長の一般質
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問に対する答えだったかと思いますが、高校を

出て帰ってくる若者、新庄に帰ってくる若者の

中で、男の人に比べて女性が少ない割合という

ことで、市長の方針の中だったかと思いますが、

看護師などでふやしていきたいんだという、女

性の仕事をこの地域にふやしていきたい、戻っ

てくる人をふやしたいという、そのお考えは、

私はいいと思います。 

  そこで、公的職場で女性の職場というのは何

なのかと考えてみますと、保育士だったり、あ

るいは調理師だったりが多いように思います。

男性ももちろん、おられますが、女性の職場が

多いです。そこが臨時とか民間委託はもちろん、

ほとんど臨時のようにお聞きしていますし、市

の職員として正採用として女性の職場がもっと

確保されていいはずだと思います。子供を産む

女性がふえてほしい、若い女性をふやしてほし

い。そう考えたとき、市として若い女性を正採

用として市民のために働いてもらうと、こうい

う場を私は考えていくのが一番大事なんじゃな

いかなと思うんです。 

  かつて市長は、議員時代だと思いますが、市

役所は地域で一大企業の一つだと、こうおっし

ゃっていたような気がします。一人一人の責任

は今、重くなっているというお話がありました。

そういう意味で、低賃金で不安定な雇用では結

婚も子育てもしにくいんです。せめて新庄市内

で公的な職場で嘱託職員になる部分を正採用に

変えてもいいんじゃないかと私は思うんです。

そうすることで、子供を産みやすい条件がこの

公的職場からつくっていくことが考えられるん

ではないかと思いますが、どうですか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 まず、採用状況でございます

が、当市の新規職員採用で男女の別で採用して

ございません。それは御認識のとおりであろう

と思います。 

  その上で、議員御指摘の女性の多い職場とし

ての保育士の採用、どうだというお話でござい

ます。保育士につきましては、ここ数年、計画

的に毎年度、採用してございます。そういった

ことで、今後も定員管理計画に従って採用を継

続してまいりたいと思いますが、退職者等との

兼ね合いもございますので、そこは定員管理計

画の計画に基づく採用を行ってまいりたいとい

うことでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 先日、私のところに自

営業をやっている方が生活苦になったという相

談がありました。かつてはこれほど売れないと

いうことはなかったと。最近になって特に本当

に売れなくなってしまって、それで生活苦に陥

ってしまったという相談を受けました。とても

そんなふうになりそうな方ではなかったんだと

思います。 

  それは、なぜか。市の職員の皆さんが低賃金

に下げられたということもあるでしょうし、人

数が減っている。そうすると、食堂に行って食

べなくなったり、弁当持ってきて、あるいは飲

みに行かなかったり、そういうふうになってき

ている、そういう人が減っているということも

地域の自営業の方々の収入、売り上げにかなり

響いているんです。そうなると、本人の安定し

た人生設計を築けるという点でも本採用って大

事だと思いますし、地域内のお金の循環、これ

を進めていき自営業者などの仕事をふやしてい

く、物が売れるようにする、そのためには、や

っぱり正採用の仕事をふやさなきゃいけないん

じゃないかなと思うんです。市として臨時、パ

ートなどをふやしていくんでなくて、正採用を

し、みずからふやしていくということが大事な

んじゃないかと思いますが、そういう考えはな

いか、もう一度お聞きします。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 
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清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 もちろん、あり余る財源があ

れば、それは本採用で採用していきながら地域

経済ということもあるわけでございますが、限

られた財源の中でいかに効率的にサービス提供

を行っていく体制を組むかということを考えま

すと、正規職員だけでこの行政サービスを維持

できるかというふうなものは、根源的なところ

で今のところ、できないだろうというふうに思

っています。それは民間の力であったり、事業

者さんの力であったり、いろんな多方面の力を

おかりしながら行政運営を進めていく必要があ

るんだろうと。そういった面では、市の職員が

行ってすぐ事業を行っていく、直営だけで行っ

ていくというのは、少し無理があるのかなとい

うふうに思っています。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 若者の安定した雇用に

つながるような採用できるように今後、考えて

いただきたいということをお願いしたいと思い

ます。 

  次に、住宅リフォーム助成制度の拡充につい

てお聞きします。 

  今年度、９月１日から20％の補助プレミアム

がついた建設リフォーム事業があって、これが

何でも使えるということで大変すばらしいこと

をやっていただいていると感じます。来年度以

降の取り組みについては、どう考えておられる

かお伺いします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 プレミアム建設リフォー

ム券ということがありましたので、これは地域

消費喚起型ということで国の交付金を用いなが

ら地域の活性化、消費を喚起するだけでなくて

建設関係、建築関係、64店舗の加盟店を得てい

ますが、この方々のお仕事を……。 

１ 番（佐藤悦子議員） 来年度のことです。 

荒川正一商工観光課長 これを今回は大きく１億

というふうなことで広げておりますので、今の

ところ50％、さらに50％を全部満了の事業とい

たしまして完結させたいというようなことで、

来年度につきましては、今年度に集約したいと

いうふうに思ってございます。来年度のことは、

現在の時点では考えておりません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市民の仕事をやってい

る方々は、毎年生きているわけです。そして、

どうやって仕事を確保していくかと考えている

わけです。そういう意味では、来年もどうやっ

て住宅リフォーム助成をできるようにしていく

かという点で考えていただきたいと思います。

これは要望ということになると思います。 

  次に、４つ目の質問に移ります。特に福祉タ

クシー券の支給についてですが、県内最低とい

う認識はあるでしょうか。先ほど給油券のこと

を言っておられました。給油券がないところが

あるなんて言っていましたが、実はその基本と

なるタクシー券の基本になる金額が、ほかの市

を見ると、330円というところは一つもありま

せん。大体タクシーの基本料金相当に近い500

円とか600円とかです。ほとんど全部そうでな

いですか。 

  それと枚数、36枚というのが東根と尾花沢な

んです。あと13市は24枚というのが６市、26枚

が１市、18枚が３市、36枚が２市もある。新庄

市は12枚か15枚という状態です。この最低とい

う、県内最低という福祉タクシーの状況、これ

御認識していますか。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 福祉タク
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シー券の１枚当たりの金額、単価につきまして

は、新庄市の場合、330円、これはおっしゃる

とおり、確かに県内では最低でございます。 

  それから、枚数でございますけれども、12枚、

15枚というランクでございますけれども、これ

についてもこれ以上少ないというところはちょ

っと確認しておりませんが、12枚というところ

はほかにもございます。ただ、そういったとこ

ろでは、金額の単価がそれより上回っていると

いうことでございます。 

  そういう意味では、最低といえば最低なんで

すが、ただ、先ほど市長答弁にもありましたよ

うに、給油券がない、そういった自治体もござ

いますので、一概に全体として最低というふう

には私は考えておりません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 12枚というところはな

い、ありません。どこがあるんでしょうか。ほ

かの市は18枚が３ということで、最高36枚、大

方は24枚であり、12枚とか15枚というのはほか

にありません、13市の中で。どこにありますか。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 申しわけ

ございません。確かにございませんでした。12

枚というのは、さらに追加するというところが

ございました。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 財政の質が県内13市の

中で中間ぐらいになったとこの間、監査委員か

らも指摘があったような気がします。しかし、

市民は、これは全国でありますが、年金が下が

って介護保険料や医療保険料が上がって高齢者

の貧困ということが深刻になっております。こ

れは障害者も同じだと思います。その結果、産

直をやる農家の方の声で売り上げが減っている

と言われています。自営業者の方は、さっき言

ったように、信じられないほど売り上げが減っ

ていると言われています。景気の冷え込みとな

っています。地域内の高齢者や障害者にタクシ

ー券の充実や紙おむつの支給などの温かい福祉

で、少しでもそういった貧困と言われるような

方々にお金が回る、必要なものが回る、こうい

うふうにすべきでないかと考えるんですが、ど

うでしょうか。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 市民の非

常に厳しいという生活に対して、行政として幾

らかでも助成をするというふうな方向でござい

ますけれども、これは一つ福祉の分野だけで考

えることではないんではないかというふうに私

は思ってございます。全体的な財政のバランス

の中でこういうふうに現在、運用しているとこ

ろでございまして、これにつきましては、やは

り市民からの御意見でありますとか、そういっ

たものをもう少し吟味してから進めてまいりた

いというふうに思っているところです。以上で

す。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 交通弱者と言われる障

害者や高齢者の移動手段の遵守のために、私が

今言っているようなタクシー券の充実ももちろ

ん必要だと思いますし、さまざまな施策が必要

だと思いますが、その中でワゴン車を確保して

前日の夕方までに予約があれば、家まで迎えに

行き目的地まで100円で送迎するという制度が

あると先日、お聞きして、新庄市でもこういう

のがあるといいなと。いろいろ施策、必要です
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が、交通弱者の悲願としてもう少しいろいろ検

討すべきじゃないかと思うんですが、どうです

か。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 交通政策につきましては

うちの課のほうで担当してございます。その中

で、新庄最上定住自立圏構想の中で近接町村も

含めまして交通体系につきまして今、議論して

いるところでございます。そうした中で、議員

おっしゃるようなところについても今後、検討

していかなければならないのかなというふうに

考えてございます。以上です。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４８分 休憩 

     午後１時５８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤卓也議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、佐藤卓也君。 

   （６番佐藤卓也議員登壇） 

６ 番（佐藤卓也議員） それでは、本日４番目

に質問させていただきます市民・公明クラブ、

佐藤卓也です。市民の皆様の視点に立ち質問さ

せていただきます。 

  今回の一般質問は、たくさんほかの議員の方、

質問していただくことが多く、それだけ市民の

方が重要な、そして、関心のある質問事項で多

いと思いますので、懇切丁寧な御答弁をよろし

くお願いいたします。 

  特に今回、私は教育面のハード面、ソフト面

を中心にお聞きいたし、一問一答方式でよろし

くお願いいたします。 

  まず１番目の質問です。市長選を勝ち抜き３

期目に入った山尾市長の市政運営についてお伺

いいたします。 

  雇用の場の確保や交流人口の拡大、さらに人

口減少問題という多くの問題を抱えております。

この多くの課題について、昨日の所信表明もお

聞きいたしましたが、これからどのように取り

組まれていかれるのか改めてお伺いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  ３期目の市政運営にということでありますが、

本日、午前中、小嶋市議の御質問で３期に向け

ての私の豊富を述べさせていただきましたので、

市議の御質問につきましては、要旨にあります

雇用の場の確保と交流人口の拡大について少し

詳しく私の考えを述べさせていただきたいと思

います。 

  雇用の場の確保でありますが、高卒女子の最

上管内の就職割合が低いことから、その対策の

一つとして看護師養成機関を設置することにつ

いて午前の答弁で申し上げましたとおりであり

ます。特に若者の地元定着や女性が働きながら

子育てできる環境の整備が重要であると考えて

おります。例えばお子さんが熱を出したときに

仕事を急に休めないなどが大きな課題となって

おりますので、これらを支援するファミリーサ

ポート制度の充実拡大を進めてまいりたいと考

えております。 

  また、女性に関しては、出産を機に退職をせ

ざるを得ないような状況の方もおります。それ

まで築き上げてきたキャリアや技能が生かせな

くなるというようなことは、地域にとっても大

きな損失になります。 

  このため、今後、検討いたします看護師養成
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機関の中で、離職した方が再就職に必要な新た

な知識、技術を習得するための再教育、いわゆ

るリカレント教育なども考えながら、女性が子

供を産み育てながら働き続けられるような仕組

みをつくっていきたいと考えております。 

  また、産業振興においては、企業立地等雇用

促進奨励金制度をさらに継続して、雇用の確保

に努めるとともに、これまで取り組んできまし

た振興事業をベースに地元企業の要望等を取り

入れながら、個々の企業が独自性を出せるよう

な支援をしてまいりたいと考えています。 

  また、高速交通網のさらなる整備に取り組み、

企業活動が一層活発になるように努力してまい

ります。 

  交流人口の拡大につきましては、やはり市民

の誇りである「新庄まつり」を施策の中心に据

えて力を入れていきたいと考えております。 

  特にインバウンド事業につきましては、こと

しの新庄まつりに65名の台湾からのお客様が見

えられたということで、一定の成果を実感して

おります。 

  また、ユネスコ無形文化遺産に登録されるこ

とにより、外国人観光客の増加が予測されます

ので、観光パンフレットの多言語化を進めたり、

主にホテル、旅館向けに指差し対話カードを作

成したりして、外国人観光客の方々を迎えるた

めの準備も整えております。 

  これらは施策のほんの一部でありますが、こ

れまで２期８年でまいてきた種をもう一度育て

上げ、職員と一丸となって「元気なまち・新

庄」を実現するため邁進してまいりたいと考え

ております。どうぞよろしくお願いいたします。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  最後なので随分和やかな雰囲気で進んでいま

すけれども、厳しい質問をさせていただきます。 

  先ほども小嶋議員も質問されたとおり、所信

表明も聞きましたので、大体の市長の政策なり

はお聞きいたしました。 

  その中で１つだけ問題がございます。それは

今回選挙をしまして、その中で投票総数１万

9,946人、そのうち、市長に投票した方が１万

2,079人、相手方には7,712人となっております。

パーセンテージでいえば38％、向こうの方に入

っているということは、これは批判票と受けと

めなければなりません。特にこれは市長は、い

ろんな方、マスコミ等には批判票とは受けとめ

ないとおっしゃっていますが、これを批判票と

しっかり受けとめて市政運営をしなければ、今

後、非常に大変なことになると思います。これ

からしっかり施策を進めていく上で批判票とし

っかり受けとめ取り組まれていく覚悟がおあり

なのか、まずそれをひとつお伺いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 受けとめ方はさまざまあるかと思

いますが、批判票と受けとめるか、選挙という

のは非常に複雑なものだと思っております。人

がかわりますと、相手候補がかわりますと、こ

れまで応援してくれていてもそちらに行くとい

うことは多々あることでありまして、決して全

てが批判票ではないと。その裏づけといたしま

しては、争点のない選挙だというふうなことが

あったというふうに私は思っております。です

から、２期８年の中でやってきたことについて

は、自信を持って今後も進めていきたいという

ふうに思っております。 

  ただし、全てが100％、私のやっていること

がいいというふうに思ってやっているわけでも

ございません。それにつきましては、ここの議

論の場で政策を展開していただくということに

よって、さまざまな今後の施策のあり方等は、

議員の皆さんから大きく指摘いただきたいとい

うふうに思います。まさしく二元代表制である

ということでありますので、議会の中でおかし
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い、いいというふうなこと、非常に選挙は難し

いということで、半分は親戚、たまたまこちら

の応援をしてもそちらになるということで非常

に難しい。私としては、政策の強い批判票だと

いうふうには受けとめていないというふうに答

弁させていただきたいと思います。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。それ以

上、突っ込んでも意味がないので、市長のこれ

からの市政運営を楽しみに、私たちもしっかり

そこら辺は質問をして議論を深めていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、２問目の質問に移させていただきます。

教育についてのハード面についてお伺いいたし

ます。 

  市有施設耐震化実施の状況は、全ての小・中

学校の校舎や体育館において、平成22年度から

診断、設計、改修を優先的に行ってまいり、平

成25年度では耐震改修が終了いたしました。本

年度は県内発の施設一体型小中一貫校である萩

野学園が開校いたしました。学校は、児童のみ

ならず地域の方々のコミュニティーの場所や防

災拠点としても重要な施設であります。 

  しかし、耐震化は終えたものの、築50年近く

なる学校や体育館の老朽化が今、目立ってきて

おります。そこで、体育施設の今後の改修や改

築についてどのように考え取り組まれていかれ

るのかをお伺いいたします。 

  また、改修や改築するとなれば、多額の建設

費用が必要となり、しっかりとした財政計画を

建てる必要がありますが、どのように考えてい

るのかお伺いいたします。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 学校の改修、改築について私の

ほうからお答え申し上げます。 

  新庄市小・中学校の校舎及び屋内運動場につ

いて進めてまいりました耐震化事業は、平成27

年４月の萩野学園開校とともに耐震化率100％

を達成いたしました。このことは、地震に対し

ての安全性を高め、子供たちが安心して学べる

環境づくりの基本的部分を整備することができ

たと考えています。 

  一方で、議員からの御質問にあるように、建

築後、50年を経過しているものや今後、５年以

内に築後40年以上になる施設がふえてまいりま

す。建物を含めた電気設備や機械設備などの老

朽化対策、多様な学習内容、学習形態に応じた

教育環境への対応など、今後の重要な課題であ

ると捉えています。 

  今後の学校施設の整備に当たっては、新庄市

の教育の柱に小中一貫教育を据えていることか

ら、各中学校区において小中一貫教育校として

整備することを基本として進めていきたいと考

えています。 

  小中一貫教育校は、法的に来年度から施行を

予定している義務教育学校との名称になります。

この義務教育学校としての施設整備は、建設計

画から開校までに長い時間を要することや、相

当額の財政的負担を伴うことなどから、財政負

担の平準化を図り、そして、各学区での学校、

保護者、地域の皆さんの御意見をいただきなが

ら今後の計画を立てなければならないと考えて

おりますので、御理解のほど、よろしくお願い

いたします。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。全体と

してはそのような形だと思います。 

  それでは、個別的に伺いたいんですけれども、

多分私が書いている築50年近くという学校は、

私が住んでいる沼田小学校、明倫中学校、北辰

中学校地区、まず明倫地区だと思います。そこ

の沼田小学校がかなり古くなっておりまして、

体育館の雨漏りしかり、トイレの悪臭しかり、
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非常に大変な状況になっているのは御存じだと

思います。ですから、そこら辺の改修をするに

当たり今後、教育長が申されたとおり、どのよ

うな形にしたいのか、そこら辺の計画があるの

か、もしあったらそこら辺の改築の方法なりの

考えをお聞かせください。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 沼田小学校に

つきましては、確かに昭和38年に校舎、それか

ら昭和39年度に体育館という形で既に50年以上

経過しております。ただいま議員御指摘のよう

に、いろいろ設備についてもふぐあいが生じて

いることは十分認識してございます。先ほど教

育長から答弁申し上げましたように、やはり明

倫中学校区としての小中一貫教育、それに基づ

いた形での改築、これを検討してまいりたいと

考えているところでございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。改築と

なれば、先ほどの萩野学園もことし、開校した

ように、かなり長い時間もかかります。そうし

た中で地域の方々にもしっかりとしたそういう

計画をお示しして知らせる必要があります。そ

の中でも平成24年12月に多分沼田小学校から要

望書が出ていると思いますけれども、その回答

もまだ来ておりませんし、また、明倫地区推進

協議会のほうからでもそういうお話も多分ござ

いますので、そういう地元の方々にもしっかり

した、もしそういう考えがあるならば、お知ら

せしてこういう考えでありますよということを

伝える必要がありますけれども、今後、そうい

う考えはあるのかどうかお聞かせください。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 確かに今、議

員御指摘のように、平成24年12月、沼田学区の

ＰＴＡ関係者、それから地元の区長方々から要

望書をいただいております。 

  具体的な回答といいますか、そういった形で

は申し上げておりません。その平成24年といい

ますと、萩野地区の小中一貫教育校に着手した

ばかりでございます。議会等でも沼田小学校の

改築についていろいろ議論があったわけでござ

いますけれども、その中でも萩野地区の小中一

貫教育校が終わった段階でまた計画してまいり

たいといった経緯がございます。沼田小学校の

改築については待ったなしの状況であることは

認識してございますので、そういった機会を捉

えながら地元の方々に説明してまいりたいとい

うふうに考えておりますので、よろしくお願い

します。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。ぜひ地

元の方、そして周りの方々にもしっかりとした

説明をしていただいて、進めていっていただき

たいと思います。やっぱりこれは時間がかかる

ことですし、最低５年はかかると言われており

ます。でも、中に入っている小学生、中学生の

不平等を少しでもなくしてあげたいと私は思っ

ております。片一方では新しくて、片一方では

トイレなんかも御存じのとおり大変な中では、

そういったハード面のことをなるべく小さくし

てあげたい、負担を小さくしてあげたいのは皆

さん同じですので、ぜひとも強力に進めていた

だきたいと思います。 

  その中でも先ほど教育長が答弁いたしました

とおり、小中一貫校を制度化する改正学校教育

法が多分来年の４月から施行されると思います。

それに当たって多分まだ正式には出ていないと
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は思うんですけれども、その中で改築する建設

費なんかもまだどのような形で出てくるのか、

検討なされるというのか、というのは、それが

小中一貫校が認められれば、ある程度の補助金

なりを活用できるのではないかと思うんですけ

れども、そこら辺はどういうふうに試算してい

るのか、よろしくお願いします。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 学校教育法の

改正によりまして、いわゆる第１条学校といい

ますか、小学校、中学校、それと同等に義務教

育学校が来年の４月から正式に施行されます。

それに合わせまして国庫補助の対象としても義

務教育学校の新設、新築については２分の１、

改築については具体的に多分今の状況であれば

10分の5.5の補助率での助成というふうな形に

なろうかと思いますけれども、今後、具体的な

政令等、これから出てくるというふうに伺って

おりますので、その辺で検討してまいりたいと

思っております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  また、財政面のほうが多分大変だと思います。

かなりの多額の資金が必要です。また、新庄市

中期財政計画、平成27年度から31年度には、こ

のいわば小中一貫校の建設のものが一切のっか

っておりません。これはかなり市債も発行する

でしょうし、大変な事業だと思います。ですか

ら、この中期財政計画にのっていないものをも

う一度上げるとなれば、財政のほうがかなり厳

しいと思いますが、財政課のほうでどのように

検討なさっているのか、それともこれからなさ

るのか、お伺いいたします。 

小野 享財政課長 議長、小野 享 

清水清秋議長 財政課長小野 享君。 

小野 享財政課長 ただいま中期財政計画と施設

の改修、改築についての御質問でございます。

このたびの中期財政計画の中における学校施設

の取り扱いにつきましては、まず萩野学園の建

築及びそれに伴う附帯工事、これが５年間の中

の初期に生じると。次には日新中学校の大規模

改築がございますので、いろいろそれを財源的

に張りつけした結果、この５年間の中では金額

としては明倫学区の、いわゆる小中一貫校に関

する経費は盛られなかったという状況でござい

ます。 

  ただ、今、おっしゃいますように、いろいろ

な状況、変更されるというところもございます

ので、それはローリングしながら計画を見直す

という余地はございますが、基本的にはこの５

年間の中では萩野学園の整備とそれから日新中

学校の大規模改修、これに集中していきたいと

考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） 財政のほうとも向き合

ってしっかりとした学校のハード面の整備をし

ていただきたいと思います。 

  また、沼田小学校に限らず、先ほど言ったと

おり、五、六年後には新庄小学校のほうも50年

たちますので、そこら辺も一体となって考えて

いただいて改築、改修をしっかり進めていただ

き、子供たちに負担をかけるのではなく、しっ

かりとしたハード面の整備をしていただきたい

と思いますので、そこら辺をよろしくお願いい

たします。 

  次に、３番目の質問に移らせていただきます。 

  道徳教育のことについてお伺いいたします。

道徳教育とは、道徳的な心情を育て、判断力、

実践意欲を持たせるなど道徳性を養う教育のこ

とですが、現在、学校で行われている道徳教育

については、学習指導要領に規定されており、



- 65 - 

道徳教育は学校の教育活動全体を通じて行うも

のであると示されております。つまり、国語科

や社会科といった教科の授業や特別活動といっ

た教科外活動においても道徳教育が行われてい

るものと位置づけられていますが、新庄市では

どのように道徳教育を考え、指導を行っている

のかをお伺いいたします。 

  論語の一文に、大学の道は明徳を明らかにす

るにあり、民に親しむにあり、自然にとどまる

にありとあります。学ぶときは自発的に学ぶこ

とは重要であり、学ぶとは明徳を明らかにする

こと、学びの本質は徳を学ぶことと言っており

ます。社会は自己と他者でできており、自己中

心になると孤独になります。社会に出て困らな

い立派な人になるには、人から何かしてもらっ

たらありがとうと感じ、感謝の関係を築き、自

分も他者を尊重して人に尽くそうとする徳を身

につけ実践することが大切になるのが一番の財

産になると説いております。 

  そこで、授業等において論語の学習などを取

り入れ徳を今の時代こそ、学ぶことが重要と感

じますが、御見解をお伺いいたします。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、道徳教育についてお

答え申し上げます。 

  道徳教育については、新庄市の教育で大切に

している心の教育に不可欠なものと考え、各学

校では週１時間の授業はもちろんのこと、全て

の教育活動を通じて取り組んでおります。 

  また、学校以外の場も道徳教育を行う場と捉

え、家庭や地域と連携したり、幼稚園や保育所、

小・中学校や高等学校、特別支援学校などの異

校種間の連携も図ったりしながら、学校や地域

の特色に応じた取り組みを行っています。 

  道徳の授業については、小学校では低中高学

年ごと、中学校では１年から３年生までを通し

た内容項目があり、それぞれの内容項目に含ま

れる道徳的な価値について気づき、自分の生き

方を考える学習が行われます。また、その学習

には主に読み物資料が多く使われ、その中の主

人公の行動や心の動きを考えながら学習を進め

ています。 

  論語の内容そのものを道徳の時間に教えるこ

とはできませんが、人を思いやる仁や友情、信

頼に通じる信などの五徳やさまざまな孔子の教

えなどは学年の発達段階に応じて教材として活

用することは可能であると思います。 

  また、道徳教育は、全ての教育活動を通じて

行われますので、読書の時間に活用することも

考えられます。道徳扱う教材については、論語

も含め児童の発達段階や特性などを考慮し、子

供たちが感動を覚える魅力的な教材を開発して

いただきたいと学校訪問の折には伝えておりま

す。 

  また、教育委員会でも今年度から道徳の教科

化を見通して市の教育研究所に道徳教育を学ぶ

研修会を立ち上げ、全小中学校で研修を深めて

もらっているところです。 

  学校図書館における論語や孔子に関する図書

の拡充については、各学校の実態に応じて希望

図書を入れていますので、各学校の希望調査を

優先して配本していきたいと考えております。

以上でございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  図書館の内容については質問しなかったんで

すけれども答弁いただき、ありがとうございま

した。 

  また、私たち市民・公明クラブでは、鶴岡市

在住であります五十嵐絹子先生なんですけれど

も、図書アドバイザーの方をお呼びして今回、

萩野学園のほうにもしっかりとした図書館づく

りをさせていただきました。ですので、しっか

りとした図書を、市長もおっしゃいましたとお
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り、図書館の充実、まして図書の充実は必要だ

と思っております。 

  まして、先ほども議員の一般質問にありまし

たとおり、読書好きの方がふえているとなれば、

しっかりと充実する必要があります。そこで、

論語でなくても図書館の図書数をしっかり充実

する必要がありますけれども、そこら辺をしっ

かりするべきではないでしょうか。そこら辺は

どうでしょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 学校図書館の図書冊数

の充足につきましては、毎年、予算化していた

だきまして、小・中学校合わせまして300万円

ずつという形で各学校の児童・生徒数に配分し

ております。 

  また、標準冊数につきましても国で学級数に

応じて何冊という形で定められておりますので、

その冊数に近づけるような形で市のほうでも取

り組んでおります。小学校につきましては、

100％を達成するような冊数と、中学校につき

ましては70％程度の達成率ですので、今後、中

学校の冊数の増加と、あと古くなった本につき

ましては、やっぱり配本をしながら整備すると

いうことも必要でございますので、子供たちの

ニーズや今現在の時代の情勢に合わせた本等も

含めまして、よりよい図書については整備をし

てまいりたいというふうに考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  その図書なんですけれども、今、市立図書館

とも一生懸命連携して、多分データ化していろ

いろ借りたり貸し出ししたりしていると思いま

す。 

  その中で市立図書館で私も論語なりのものを

調べていきました。その中で、論語といえばな

かなか難しいので、子供たちが漫画だったりイ

ラストが入ったりするものが借りられればいい

かなと思って伺ったんですけれども、正直１冊

しかございませんでした。やっぱり「子曰く」

とか書かれていれば、子供たちはわからないで

しょうし、今はなるべくわかりやすいような論

語だったり、孔子の言葉だったり、しかもそう

いう昔の方々が教えていただいたことをしっか

り今こそ学ぶ必要があると思います。ですから、

図書数なり、論語なりというものをしっかり入

れて予算措置をし、財政のほうともかけ合って

ふやしていき、新庄市の子供たちのためにしっ

かりとしていくべきだと思いますけれども、そ

こら辺はいかがでしょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 大変大事なことだなと

思って捉えております。子供たちの心を育てる

ことにつきましては、さまざまな図書がござい

まして、例えば低学年であれば、心温まるよう

な絵本とか、高学年になりましたら論語もそう

なんですけれども三国志等の読み物とか、日本

の古典の平家物語というような形で、幅広いジ

ャンルのものを学校のほうでも対応して入れて

おります。 

  中学校につきましても、さまざまな社会情勢

に関する図書とか、これまでの偉人に関する図

書等も発達段階に応じて入れていますので、よ

り子供の心が育つような図書については、図書

館担当者会もございますので、その中で市立図

書館のアドバイスもいただきながら充実させて

まいりたいというふうに考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。しっか

りと取り組んでいただいて、そして、子供たち

が読みたい本なり、そして、子供たちの心を育

てるしっかりとした読み物をそろえていただい

て充実させていただくようお願いいたします。 
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  次、最後になりますけれども、４番目の質問

になります。学力と呼ばれる頭の中で覚えたり、

理解したり、考えたりする能力と我慢、けじめ、

積極性など自分自身をコントロールする能力や

挨拶、思いやり、コミュニケーションなど人と

うまくかかわる能力をあわせて行動する能力を

含めてライフスキルと言います。道徳や特別活

動は、ライフスキルとは呼ばないものの、扱う

内容はライフスキル教育と幅広い部分で重なっ

ております。 

  しかし、全教育活動を通じて伸ばすと言って

いても、学習内容が明確になされていなかった

り、道徳的実践力という言葉があるものの、実

践イコール行動するという部分に道徳の弱点が

あるという指摘もございます。 

  そこで、行動する能力、ライフスキルを市と

してどのように教育し、充実させていくのかを

お伺いいたします。 

  また、生徒を教える先生方のスキルアップの

ためのライフスキル研修が重要と考え、今後、

充実させる必要があると考えますが、お考えを

伺います。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、ライフスキル教育に

ついてお答え申し上げます。 

  人とうまくかかわって生きていく能力は、よ

りよく生活するためには必要な力であり、変化

の激しいこれからの社会を担う子供たちに必要

な力である生きる力そのものであります。 

  生きる力は、みずから学び、みずから考え、

主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決

する資質や能力、みずからを律ししつつ他人と

ともに協調し、他人を思いやる心や感動する心

などの豊かな人間性、たくましく生きるための

健康や体力を指しています。 

  この生きる力を育成するためには、児童・生

徒の発達段階を考慮しつつ、知・徳・体の調和

のとれた教育を行うことが必要です。 

  市議のおっしゃるライフスキル教育と同じよ

うにコミュニケーションをとりながら良好な人

間関係をつくる手法はさまざまあり、各学校で

も積極的に取り入れているところです。 

  本来、このような力は生活の知恵やコツとし

て親から子へ、年上の者から年下の者へ、友達

同士の交わりの中で体験的に、経験的に身につ

くものでした。 

  しかし、少子化や近隣関係の希薄化、価値の

多様化、ゲームの普及による集団遊びの減少な

どからその力を身につける機会が極めて少なく

なってきている現状にあります。そのため、各

学校において意図的、計画的に取り組むことが

必要となっています。 

  ライフスキル教育と同じように、人とうまく

かかわる力を育てる手法にソーシャルスキルト

レーニングやグループインカウンターなどがあ

り、各学校でも研修会が行われております。ま

た、新庄市で進めている小中一貫教育やふるさ

と学習についても、９年間の中で多くの人とか

かわる機会を積極的に取り入れながら、子供た

ちの生きる力を育んでいます。以上です。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。教育委

員会のほうでも今の現状は把握していると思い

ます。ですから、先ほども教育長が申したとお

り、今、現状はかなり変わっておりまして、そ

れこそ３世代家族があればいいんですけれども、

今は核家族、核家族でもいいかもしれません。

申しわけないんですけれどもやっぱりひとり親

の方々も新庄市、多いと思います。昔ですと、

自分のおじいさん、おばあさんですら、６人兄

弟、10人兄弟はいっぱいいて、そういうことが

自然に学べたと思います。しかし、今の時代は

１人でいることが多く、ましてや地域ではそう

いう環境がなかなか育たないのであれば、学校



- 68 - 

でそういうものを育てていく必要はかなり多い

と思います。 

  また、家にいる時間よりも学校にいる時間の

ほうがかなり長いと思います。その中でしっか

りとした道徳の教育、ライフスキル教育をして、

子供たちが一番欲しい能力を育てていくべきだ

と思います。そこを中心として学校で教えるべ

きだと思いますが、市としてはしっかりとその

教育を意識してやっていかれるのかお伺いいた

します。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 各学校教育の中での位

置づけについての御質問でございましたが、大

変大事なことだと認識しております。 

  ただし、ライフスキル教育につきましては、

教科等には指定されておりませんので、時間割

の中で何曜日の何時間目にそれをやりますとい

う形ではできないところがございます。 

  ただし、さまざまな場面で取り入れることは

可能でございまして、例えば学校活動の中で年

度初めに人間関係づくりを行うとか、あと教科

の中でグループ学習を行う中でよりよい考えを

分かち合う中で、それぞれの関係性を高めてい

くとか、あと、地域学習の中で地域の方とかか

わる中で異年齢の交流を通してさまざまな人の

かかわりを豊かにするとか、先ほど教育長が述

べました小中一貫教育の中で、９年間の中で異

学年の子供たちとのかかわりの中で、昔の縦社

会の群れで遊ぶような活動もそういう中ででき

ることはございます。 

  また、キャリア教育の中でも子供たちの人間

関係力というのが一つつける力としてあります

ので、その中でもできますし、あとは学校の中

の休み時間の遊びの中や清掃活動など、さまざ

まな場面の中で機を捉えて学校では毎日がライ

フスキルという活動になっておりますので、そ

の中で子供たちのよりよい関係づくりを高めて

いくことは可能であると考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。さまざ

まな機会を捉えて一生懸命やっているというこ

とですので、しかも、それはわかりました。し

かし、やっぱりそこら辺を意識することによっ

てかなり違ってくると思います。ですから、新

庄市に生まれてよかった、新庄市の子供はやっ

ぱり違うなと、ほかに出ても一味違う考えを持

っていて協調性がある、そして、自分の意思を

出せる、そういう市民、そういう児童を育てる

のが私たち大人の大事なところだと思いますの

で、しっかりとした教育をしていただきたいと

思います。 

  また、子供を教える先生方のスキルアップが

非常に大事だと思います。ですから、ライフス

キルやる上でのライフスキルを教える方の先生

たち、教員の方々のそういう研修などはしっか

りなさっているのでしょうか、お伺いいたしま

す。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 まず、先ほどの新庄市

ならではということがございましたので、１点、

先ほども一般質問の中で出ました新庄まつりが

ございまして、これについては、やはり祭りを

通して子供たちがいろんな形のかかわりの中で

そういうスキルを学んでいくというのは、新庄

市ならではのものではないかなと思います。で

すから、それについては新庄市に生まれた子供

が、他町村にはないスキルを身につけることは

無限の可能性があるのかなと思っております。 

  また、職員研修につきましては、各学校に聞

き取りをしましたところ、多くの学校でやられ

ておりまして、あるいはいろんな子供がおりま

して、素直に謝ることができない子供とか、そ

ういうすべがわからない子供も中にはおります
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ので、その子供によりよく指導できる教師のス

キルを上げていくことは大事であるというふう

に認識しているところでございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。しっか

り教える方がそういうことをわからないと、子

供さんたちにもしっかり教えられませんので、

そこら辺の教育、教員の研修なりをしっかりし

ていただきたいと思います。 

  また、私たちもそうなんですけれども、保護

者と一緒の取り組みも必要だと思います。これ

は一人ではできません。ですから、社会全体で

いくときにも保護者と一緒に取り組む必要があ

りますけれども、保護者と一緒に取り組む施策

などがあったらお教えください。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 学校教育の中で保護者

と一緒になった取り組みにつきましては、例え

ばＰＴＡ活動の教育講演会等を活用しまして、

そのような話を聞いたり一緒に活動に取り組ん

でいくなんていうような取り組みは可能でない

かなと思っております。 

  また、市全体としましては、社会教育分野に

なります家庭教育の中でもそういう形でよりよ

い子育ての中でのかかわり方とか、そういう形

については発達段階を通じて取り組んでいくこ

とは可能であると思いますので、よりよい取り

組みについては、今後も研究してまいりたいと

いうふうに考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。今、Ｐ

ＴＡでの取り組みもなかなか出席率も低くて大

変だと思いますけれども、子供たちを育てる一

番の重要課題でございますので、しっかりと取

り組んでいただき、施策を充実させていただき

たいと思います。 

  また、どうしてもやっぱり新庄市にはないと

は思うんですけれども、小１プロブレム、これ

は授業中、座っていられない子が続出したり、

また小中一貫校では中１ギャップですね、環境

の変化に対応できない子がいたり、また高校生

になると、高１クライシスという言葉がござい

ます。これは合格できたのにすぐ中退や不登校

に陥る方もいらっしゃるということもございま

すので、そういう方々がやっぱり少しでも少な

くなるように、そのためにもしっかりとした行

動する能力を充実させていくことが必要であり

ますので、ぜひともしっかりと取り組んでいた

だきたいと思います。 

  では、以上で質問を終わります。 

  その前に、今回はかなり教育のハード面、そ

してソフト面を伺わせていただきました。最後

に私の質問は、今回初めてですので、ぜひとも

山村教育委員長に私からの道徳の教育について

一言答弁をいただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

山村明德教育委員長 議長、山村明德。 

清水清秋議長 教育委員長山村明德君。 

山村明德教育委員長 発言する機会をいただきま

してありがとうございます。 

  今、道徳の問題が起きていますけれども、や

はり新庄市は生きる力をどういうふうに育てて

いくか、そして、それぞれの地域に合った、い

わゆる中学校区ごとに今、心の教育、頑張って

いるわけですけれども、そういう中学校区の特

色に合った生きる力をどう育てていくかという

のが課題になっております。 

  そんなことで、各学校では本当に苦労して頑

張っているわけですけれども、なかなか成果が

上がらないという現実もあります。そういう意

味で、教育委員会では、教育研究所を中心とし

て研修を組んだり、あるいは各学校との連携教

育といいますか、教育委員会と学校が連携する、
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そういう手だてをとりながら頑張ってきている

わけですので、これからもより道徳教育が充実

する、そしてスキルアップにつながるように頑

張っていきたいと思います。 

  そんなことでよろしくお願いします。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 以上で本日の日程を終了したので、

散会いたします。 

  明日２日午前10時より本会議を開きますので、

御参集願います。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後２時４２分 散会 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 皆さんおはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

清水清秋議長 日程第１一般質問。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

  本日の質問者は２名であります。質問の順序

は、配付しております一般質問通告表のとおり

決定しております。 

  なお、質問時間は、質問、答弁を含め１人50

分以内といたします。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 

 

 

清水清秋議長 それでは、最初に髙橋富美子君。 

   （１２番髙橋富美子議員登壇） 

１２番（髙橋富美子議員） おはようございます。 

  市民・公明クラブの髙橋富美子です。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

  山尾市長におかれましては、３期目の当選、

まことにおめでとうございます。市政のさらな

る発展と新庄最上地域のリーダーとして、思う

存分手腕を発揮されますことを御期待いたしま

す。 

  それでは、通告に従いまして一般質問をさせ

ていただきます。 

  １点目は、有権者の投票率向上の取り組みに

ついてお伺いいたします。 

  近年、若者を初めとする有権者の投票率が低

下傾向にある中、有権者が投票しやすい環境を

一層整備し、投票率の向上を図っていくことは

喫緊の課題です。 

  愛媛県松山市では、2013年７月の参院選で全

国で初めて大学内に期日前投票所を設置し、全

体の投票率が下がる中、20代前半の投票率を

2.72ポイント上昇させる大きな成果を上げまし

た。その後、選挙の啓発活動を行う学生を選挙

コンシェルジュと認定し、選挙ＣＭの作成、啓

発物紙の企画、配布、選挙広報をＰＲするため

の選挙カフェの設置など、投票率向上を目指し、

選管と協力して積極的な運動を展開しておりま

す。 

  こうした先進事例を受け、本年の統一地方選

挙では、低迷する若者の投票率アップを目指し、

大学キャンパス内に期日前投票所を設置し、選

挙の啓発活動を推進する動きが松山市を含め12

大学で見られました。 

  そのほか、大学、キャンパス内に限らず、期

日前投票所を通勤者が多く利用する主要駅の構

内に設置した長野県松本市の事例や、交通の利

便性にすぐれたショッピングセンター内の通路

に設置した広島県福山市の事例など、各自治体

における積極的な取り組みが注目をされており

ます。 

  そこで、本市における投票率の推移と投票率

向上に向けてどのような取り組みをされている

かをお伺いいたします。 

  次に、選挙権年齢を現在の20歳以上から18歳

以上に引き下げる改正公職選挙法が６月17日の

参院本会議で全会一致で可決、成立しました。

公布から１年後の来年６月19日に施行されます

ので、来年夏の参院選が国政選挙では初めて適

用される見込みです。 
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  18歳選挙権の実現で新たに有権者となる18歳、

19歳の未成年者は全国で約240万人です。これ

は全有権者の２％に当たります。日本で選挙権

年齢が変更されるのは、1945年に25歳以上の男

子から現在の20歳以上の男女となって以来、70

年ぶりです。世界191カ国地域のうち、18歳ま

でに選挙権を付与しているのは176カ国地域と

なっており、92％に上っています。未来を担う

若者の声をより政治に反映させていくことが期

待されています。来年、18歳、19歳を迎える現

在の高校２年、３年生などの未成年者が投票を

初めて体験することになります。若者の政治参

加への意識を高めるため、教育現場における主

権者教育が必要と考えます。本市においての取

り組みをお伺いいたします。 

  続きまして、期日前投票宣誓書についてお伺

いいたします。 

  平成25年９月定例会においても質問いたしま

したが、期日前投票所の独特の雰囲気の中で宣

誓書に記入するのは大変緊張するとの声があり、

投票所入場券の裏面に期日前宣誓書を印刷する

ことで、期日前投票される方が事前に宣誓書を

記入できることで投票の円滑化が図られると考

えます。今後の導入について再度お伺いいたし

ます。 

  ２点目に、高齢者のボランティアポイント制

度の推進についてお伺いいたします。 

  高齢化が急速に進展する中、いわゆる団塊の

世代が75歳以上となる2025年を見据え、高齢者

が安心して暮らせる地域社会をつくり上げてい

くことが極めて重要な課題となっています。 

  そのためには、住みなれた地域で自分らしい

生活を継続するためのサービスを充実させると

ともに、地域包括ケアシステムの構築へ向けた

国、自治体の連携による取り組みが求められて

います。 

  一方、元気な高齢者については、要介護にな

らないための生きがいづくりや社会参加促進施

策など、介護予防につながる諸施策を展開する

必要があります。その際、それぞれの地域の実

情、特性を踏まえ、関係機関等がよく連携をと

りながら進めることが重要です。高齢者が地域

でボランティア活動に従事することによって、

高齢者の社会参加や地域貢献を促すとともに、

高齢者自身の介護予防につながるとして多くの

自治体でポイント制度が推進されております。 

  本市においても、元気高齢者ボランティアポ

イント制が始まりました。先月よりボランティ

アの登録開始、11月より活動がスタートとなっ

ております。推進状況と今後の取り組みなどに

ついてお伺いいたします。 

  ３点目に、障害者支援についてお伺いいたし

ます。 

  障害者の方が不便を感じることのない生活を

するためには、切れ目のないサービスと支援が

必要であると考えます。本市における相談窓口

の現状と体制についてお伺いいたします。 

  また、障害者やその家族が将来を見据えて不

安を抱かれることの一つに就職先の問題があり

ます。行政の果たす役割がとても大きいと考え

ます。特別支援学校の卒業生などに対する就労

支援の現状はどのようになっているのかをお伺

いいたします。 

  ４点目は、市民の利便性向上についてお伺い

いたします。 

  市民生活に役立つ情報を掲載した「新庄市ガ

イド・新庄暮らしの便利帳」は発行から４年が

経過しており、内容の変更もあることから、今

後の発刊予定などについてをお伺いいたします。 

  以上で質問を終わります。どうぞよろしくお

願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、髙橋市議の御質問にお答えさせて
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いただきます。 

  選挙に関することにつきましては、選挙管理

委員会のほうから答弁していただきますので、

高齢者ボランティアポイントのほうから答弁さ

せていただきたいと思います。 

  全国的な取り組みとして広まってきておりま

す高齢者のボランティアポイント制度について

の御質問ですが、当市においても、今年度より

元気高齢者ボランティアポイント制度の実施に

向け準備を進め、現在、最終段階に入っており

ます。 

  この事業は、介護保険法に規定する介護予防

事業として、高齢者が介護支援ボランティア活

動を通し地域貢献することを奨励及び支援し、

高齢者の社会参加活動を通して介護予防推進、

生き生きとした社会をつくることを目的とした

取り組みでございます。言いかえればみずから

の健康ボランティアを通すことによって、みず

からの健康を守っていこうという自主的な活動

を導入するということであります。 

  市内在住の65歳以上の方にボランティア登録

を行っていただき、ボランティア活動を行って

いただき、活動の種類や内容によりポイントを

付与し、年度ごとに活動ポイント、評価ポイン

トが年間上限6,000円、月額500円程度の交通費

として想定しており、翌年度に還元させていた

だきます。 

  結果といたしまして、本来、介護保険が５万

9,000幾ら、６万円ぐらいになるわけですが、

１割を自分の力で介護保険を削ることができる

と、そういう意欲的なほうに役立てていただけ

れば大変ありがたいと思っております。当面、

軌道に乗るまでは福祉部門に限った活動に限定

して取り組んでいく考えでおりますが、将来的

には活動範囲を福祉に限定せず、多方面への活

動を期待するところでございます。準備が整い

次第、広報活動などを行い、事業を実施してま

いりたいと考えております。 

  次に、障害者支援についてでありますが、障

害者の相談窓口の現状、体制についてでありま

すが、現在、障害に関する各種相談については、

市役所窓口のほか、障害者総合支援法に基づく

相談支援センターの運営を市内の事業所２カ所

に委託して実施しております。 

  このセンターでは、社会福祉士や相談支援専

門員を配置し、障害のある方、その保護者や介

護者などからの御相談に応じ、障害福祉サービ

スの利用など必要な情報提供や助言などの支援

を行うとともに、権利擁護のために必要な援助

を行っております。 

  また、障害者総合支援法や児童福祉法に基づ

く障害サービス利用のための相談等を行い、サ

ービス等利用計画案を作成している新庄市指定

の相談事業所も市内に６カ所ございます。 

  さらには、身体障害者福祉法に基づく身体障

害者相談員６名と知的障害者福祉法に基づく知

的障害者相談者２名を配置し、障害者やその保

護者などへの各種相談に応じ、必要な援助を行

っております。なお、障害者の新規就業や既に

就業している方の職場定着及び日常生活、社会

生活に関する相談や支援については、山形県に

おいて設置した最上障害者就業生活支援センタ

ーにおいて実施しており、当市とも連携した活

動を行っております。このように、市内各所に

相談窓口を設置し、障害者の地域生活を支援す

る取り組みが行われています。 

  次に、学校卒業後の就労についての御質問で

すが、特別支援学校においては、その人の特性

に応じた進路指導が行われておりますが、その

過程において学校や保護施設の要請に応じて児

童相談所や養護施設、特別支援学校などとの連

携のもと、就労や生活に関する相談、支援など

を行っております。 

  特に福祉的な就労や生活を目指す生徒に対し

ては、卒業前においては、障害福祉サービスの

利用手続についての支援を行い、卒業後におい
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ても、各関係機関と連携をとりながら継続した

支援を行っております。 

  福祉施策における就労支援の具体的なサービ

スについては、一般就労を希望する人に一定期

間、就労に必要な知識及び能力の向上のために

必要な訓練を行う就労意向支援事業や一般企業

などでの就労が困難な人に働く場を提供すると

ともに、知識及び能力の向上のために必要な訓

練を行う就労継続支援事業があります。特別支

援学校の卒業後においては、障害者の個々のニ

ーズや特性に応じて新庄市や障害者就業生活支

援センター及び公共職業安定所などの各関係機

関と連携した支援を行っている状況にあります。 

  次に、市民生活の利便性の向上の「暮らしの

便利帳」のことでありますが、「暮らしの便利

帳」は電話帳を製作する民間会社が、当該自治

体と協定を締結し、発行しております。協定に

より作成に際しての業務分担を行いますが、一

連の経費は製作会社が地元企業から広告を募る

ことで確保する仕組みとなっております。 

  本市は平成20年に１回目、その後、平成22年

に更新版を発行し、その後は、御指摘のとおり

発行しておりません。 

  その理由といたしまして、広告料確保の難し

さが挙げられます。議員もおっしゃるように、

この種の出版物は掲載情報の更新が重要であり、

可能な限り、短いサイクルでの更新が望ましい

一方、経費を広告に頼ることから、協賛事業所

に多大な負担をかけることになります。事業平

成22年の更新時には断れるケースも多くあり、

また、平成18年に制定された本市有料広告制度

が現在ではすっかり浸透しており、広報紙の発

行や本庁舎入り口の庁舎案内板設置などに際し

多くの事業所から既に毎年、広告料をいただい

ている現状にあります。 

  これらを踏まえ、継続的な更新が難しいとの

判断から「暮らしの便利帳」発行は行っておら

ず、今後の発行予定も考えておりません。 

  しかし、「暮らしの便利帳」最新版の有無に

ついて現在も問い合わせいただくことがあり、

医療機関などの民間情報も含めたまとまった資

料として重宝であることも認識しております。 

  このため、これまで述べました状況やＩＣＴ

を活用したサービス展開が今後、ますます主流

化することなどを考えあわせ、ホームページで

それが実現できないか検討しているところであ

ります。この春、リニューアルしたホームペー

ジには、暮らしの便利帳というボタンがあり、

現在は分野別に行政情報を探せるようになって

おります。民間情報などはまだ掲載できており

ませんが、ホームページの民間情報掲載の可否

やルールを検討しながら、この部分の充実を図

りたいと考えております。現時点ではこの点に

注力しながら、広報紙などの紙媒体の活用も研

究したいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

矢作勝彦選挙管理委員会委員長 議長、矢作勝彦。 

清水清秋議長 選挙管理委員会委員長矢作勝彦君。 

矢作勝彦選挙管理委員会委員長 選挙の投票率・

啓発・宣誓書などについての御質問であります

ので、私のほうから答弁申し上げます。 

  選挙の投票率については、全国的にも下落傾

向が続いており、例えば平成24年に実施した衆

議院議員総選挙では、全国平均の投票率は

59.32％でしたが、昨年12月実施の衆議院選で

は52.66％と約6.7％下落しています。 

  本市の状況を見ますと、平成24年の衆議院選

で63.24％、昨年の12月の選挙では59.71％と約

3.5％下落していますが、全国平均と比較では

約７％上回っておりますし、また下落幅につい

ても全国平均で6.7％減少していますが、本市

の場合は3.5％の減少にとどまっています。 

  議員御指摘のとおり、本市において同一選挙

の比較では下落傾向にありますが、短期的な投

票率の推移を見ますと、昨年の12月の衆議院議

員選挙では59.71％、４月の市議選では62.02％、
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市長選挙では65.97％と、選挙は違いますけれ

ども短期間で比較しますと上昇しております。 

  次に、選挙権が20歳から18歳に引き下げられ

たことについてでありますが、公職選挙法の改

正により、来年の参議院議員通常選挙からの適

用になります。この改正は、若者の参政権を広

げることで若者の政治参加を図り、民主主義を

さらに発展させる観点からその意義は大きいと

言われています。 

  また一方で、18歳に達した選挙運動が可能と

なり、また選挙権のない17歳の高校生が学年内

で混在するなど法の適用がそれぞれ異なるとこ

ろでもあります。 

  このようなことから、高校の授業などで選挙

制度や選挙の意義を学ぶ主権者教育に取り組む

ことがますます重要になると言われております。 

  このため、５月に行われました県内13市の選

挙管理委員会委員長会議でもこのことが議論に

なりまして、高校での主権者教育の充実につい

て県教育委員会に要望することなどを県選挙管

理委員会に依頼したところであります。 

  この主権者教育にあわせて選挙の啓発、特に

若い世代の啓発についても早い段階からの取り

組みが大切であると考えております。このため、

市の選挙管理委員会では、中学校への生徒会役

員選挙への記載台、投票箱の貸し出しや小・中

学校を対象にした選挙啓発ポスターコンクール

の開催、また県の選管と合同で高校生を対象と

した出前講座を実施しているところであります

し、今後におきましても、市内大型店での街頭

啓発も含め丁寧に取り組んでいきたいと考えて

おります。 

  次に、期日前投票の宣誓書でありますが、本

市の場合、入場券のバーコードを読み込んで宣

誓書を打ち出しております。この宣誓書には、

打ち出しの段階で宣誓年月日、住所、生年月日、

当日、投票できない理由が記載されていますの

で、御本人の内容を確認し、署名すればすぐに

投票ができます。県内では山形や鶴岡市などは

はがきの裏面に印刷するなどして宣誓書の事前

配布を実施しておりますが、期日前投票する人

は全員手書きで住所、氏名、生年月日、投票で

きない理由など４項目、５項目、書く必要があ

ります。それから名簿対照して投票することに

なります。 

  選挙の投票では、やはり本人確認が基本にな

ります。実際別の入場券を持って期日前投票に

来る方もいらっしゃいますので、御本人に住所、

生年月日を再度確認いただいた上で署名をして

もらい、投票日当日に名簿対照でトラブルがな

いよう十分に注意して本人の確認を行う現行の

やり方を継続してまいりたいと考えております。 

  この期日前投票については、利用率が伸びて

おり、さきに行われた市長選では不在者投票も

含め6,577人の投票があり、投票総数に占める

割合は約33％を占めるまでに伸びております。

この制度をさらに周知して投票率の向上につな

げていきたいと思います。 

  また、今回の市長選においても、市議選挙と

同様、投票終了時間を１時間繰り上げて実施し

ましたが、特に問題もなく選挙執行したところ

であります。来年度は参議院議員通常選挙、山

形県知事選挙が予定されていますが、これらの

選挙の投票終了時間の繰り上げについても委員

会として今後、検討してまいりたいと考えてお

ります。以上です。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 御答弁ありがとうご

ざいました。それでは、再質問をさせていただ

きます。 

  初めに、選挙、投票に関してなんですが、新

庄市の新有権者は、来年、およそ何名ぐらいに

なるのかをお伺いします。 

小松 孝選挙管理委員会事務局長 議長、小松 

孝。 
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清水清秋議長 選挙管理委員会事務局長小松 孝

君。 

小松 孝選挙管理委員会事務局長 来年、新たに

選挙権を付与される人数ということでございま

すけれども、今回の公職選挙法の改正で選挙権

の年齢、20歳から18歳に引き下げられたところ

であります。 

  実際、その対象となってくるのがことし４月

１日、17歳になる人、その方については、皆さ

ん、高校卒業しますので全員対象になってくる

ということになります。それで、４月１日現在、

ことしのですけれども、16歳の方が来年の４月

に高校３年生になりますので、その方のうち、

投票日に18歳になった人が選挙権が出るという

つくりになっておりますので、実際転出の関係

もありますけれども恐らく400人程度になろう

かと考えているところであります。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。 

  先ほど、選挙管理委員長のほうから、今回の

18歳に向けての主権者教育の中で出前講座のお

話がありまして、新庄市においても高校生を対

象に出前講座をされているというお話がありま

した。今までに何回ぐらいの講座をされたので

しょうか、お伺いいたします。 

小松 孝選挙管理委員会事務局長 議長、小松 

孝。 

清水清秋議長 選挙管理委員会事務局長小松 孝

君。 

小松 孝選挙管理委員会事務局長 出前講座につ

いてでありますけれども、どうしても冬場に開

催するというケースが多くございまして、今年

度はまだ実施しておりません。昨年度、平成26

年度の場合ですけれども、ロータリークラブに

出前講座をしまして選挙制度全般について御説

明を行ったところであります。その前の年、平

成25年度になりますけれども、そのときは、県

選管と合同で新庄南高で選挙の意義とか選挙制

度全般について行っているというところでござ

います。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） あと、先ほどお話を

させてもらいましたけれども、高校生の主権者

教育はもちろん必要ですが、中学生、また小学

生の段階からということで先ほども御答弁いた

だいたんですけれども、中学校、小学校に関し

て再度、主権者教育、これから考えているよう

なことがあれば教えていただきたいと思います。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 小学生、中学生の主権

者教育につきましては、主に社会科の授業を通

して行われることが多いと存じ上げます。 

  例えば小学生につきましては、身近なところ

で市議会の働きを知るという授業が６年生の場

でございまして、市長や市議の皆様について選

挙で選出されているということや、市議会の様

子とか議員方の活動等について学習する時間が

ございます。 

  中学校につきましては、一歩踏み込みまして

公民の分野で国会の働きとか政党の仕組みとか、

それから選挙制度についてより詳しく学びまし

て、日本の選挙制度について学ぶ時間がござい

ます。 

  なお、高校につきましては、９月30日に報道

されておりますが、政治参加を促すための副教

材の配付が出されまして12月中に各高等学校に

届きまして、公民の時間に活用されるというこ

とが出ておりました。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 先日、横浜のある小

学校での話が載っていたんでしたけれども、選
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挙フォーラム、また選挙の仕組み、今、長谷部

課長のほうからお話しありましたけれども、選

挙の仕組みを学んだ後に、小学校６年生がデザ

ート選挙という模擬投票を行ったそうです。立

候補者は６年生で、自分が好きなプリン党であ

ったり、ミカンゼリー党とか、ショコラ党とか

と候補者が自分のデザートのよさを思い思いに

アピールして投票するということなんでした。

それで、小学校の最後の給食のデザートにここ

で一番投票が多かった方のプリンとかショコラ

とかを食べるということで、大変楽しみながら

模擬投票が行われたということでした。 

  先ほどもあったんですが、投票箱とか記載台

を本物の資材を使ってというのがありました。

また、埼玉の小学校でも大学生が中心となって

選挙の出前授業を行って、小学校６年生、模擬

投票するわけですけれども、大学生が総理大臣

役になって自分の思いを語り、一つのテーマを

リアルに表現しながら、その演説を聞いて小学

校６年生が自分の思いを感じて、また争点とか

をいろいろ思いながら自分の中で１票を投じる

というものがありました。 

  新庄市においては、先ほどお話にありました

ように、公民の授業であったり、中ではやって

いるとは思うんですけれども学校の生徒会の投

票とかもあるんですけれども、そのほかにもし

できたらこのような取り組みも入れてはどうか

なと思うんですが、再度、お伺いします。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 選挙につきましては年

齢が引き下げられましたので、小・中学生につ

きましてもより自分に近いものというところで

これから捉えられていくのかなと思いますので、

さまざまな機会を捉えまして選挙の大切さや参

政権については学びながら、活動を通しながら

より選挙が身近にできるように、きちっと政治

に参加できるような資質を育てていく工夫を研

究してまいりたいと思います。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） あと、選挙の投票の

啓発ということですけれども、成人式における

選挙の啓発とかは、新庄市ではどのようにされ

ているのでしょうか、お伺いします。 

小松 孝選挙管理委員会事務局長 議長、小松 

孝。 

清水清秋議長 選挙管理委員会事務局長小松 孝

君。 

小松 孝選挙管理委員会事務局長 成人式の啓発

のことでありますけれども、毎年、成人式の際

に選挙の啓発冊子、結構厚い冊子になるんです

けれども、そちらのほうをお配りして啓発のほ

うに努めているところであります。以上です。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。 

  やはり先ほどから若年層の投票率が下がって

いるということで、直近の衆議院、参議院選挙

では20代、33％、30代、42％、他の世代では

50％以上から見ると、本当に低い。ただ、新庄

市においては、投票率は全国から見ると上がっ

ているというお話、また期日前投票も30％以上

にふえているということで、これからもしっか

り投票率の向上につなげていってほしいと思い

ます。 

  それでは、続きまして、元気高齢者ボランテ

ィアポイント制度について、先ほど答弁いただ

きましたけれども、高齢者福祉だよりによりま

すと、今後の流れということで９月からボラン

ティアの登録が開始されたということが載って

おります。９月中には何名の方が登録をされた

のでしょうか、お伺いします。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 
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清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 おはよう

ございます。今のところ、登録はないというふ

うに思っております。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） １件もなかったとい

うことなんでしょうね。問い合わせとかはあっ

たんでしょうか。９月からということは１カ月

あったんじゃないでしょうか、募集期間じゃな

いですけれども。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 報告をも

らっていないということです。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 報告をもらっていな

い。ということは、こちらは社会福祉協議会で

の登録になるので、把握はされていないという

ことでよろしいんでしょうか。 

  あと続きまして、同じことなんですけれども、

９月中に登録者がゼロ、掌握されていないとい

うことなので何とも言えませんけれども、これ

からやっぱり広報活動というか、せっかくこう

いうすばらしい取り組みがこれから始まるわけ

なので、もう少し啓発活動について何かあった

らお示しをください。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 広報活動

としまして社協だよりでの周知活動、募集があ

るわけですが、それとは別に社会福祉協議会の

ほうで把握しておりますボランティア団体、こ

れが約46団体で974名ほど在籍がございます。

もちろん、65歳以上の方がいらっしゃらない団

体がございますので、もっぱら高齢の方がいら

っしゃるボランティア団体が対象にということ

になりますけれども、そういった団体に対して

ぜひということでボランティア登録をお勧めす

るというふうなことも考えてございます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） それでは、本当にい

い取り組みだと思いますので、しっかりと社協

とも連携をとっていただいて、11月より活動ス

タートということになっておりますので、ほか

の市町村におくれをとらないようによろしくお

願いしたいと思います。 

  最後に障害者支援について、先ほど御答弁い

ただきましてさまざまな取り組みをお伺いしま

した。 

  私がちょっと相談を受けた方なんですが、息

子さんの就職についてでした。なので来年あた

り卒業されるのかなと聞いていたんですが、ま

だ入学したばかりのお子さんでした。今から卒

業のことを心配しなきゃならない状況なのかな

と切実な思いをしました。先ほどはしっかり取

り組みができているというお話なんですけれど

も、こういう相談を受けるということは、まだ

まだどこに行ったらいいかわからないような方

が中にはいらっしゃるのかなとも思います。 

  それで、いろんな窓口があって本当に充実は

していると思うんですけれども、その辺のとこ

ろをしっかりと障害者の方に寄り添った施策を

お願いしたいと思います。 

  きょうはいろいろお話を伺いまして、本当に

これからの新庄市の市政、地方創生ということ

をうたわれておりますけれども、本当にまだま

だ大きな課題がいっぱいあるんだなと思います。

今後ともしっかりと執行部の皆様とともに頑張
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ってまいりたいと思います。きょうは本当にあ

りがとうございました。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時３８分 休憩 

     午前１０時４８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

叶内恵子議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、叶内恵子君。 

   （２番叶内恵子議員登壇） 

２ 番（叶内恵子議員） 議席番号２番、叶内恵

子でございます。通告に従いまして質問させて

いただきます。少々長くなりますが、おつき合

いいただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

  2040年までに896の自治体が消滅すると予測

した日本創成会議の人口減少問題研究部会の座

長である増田寛也総務大臣の、いわゆる増田レ

ポートの発表がありましたことは、記憶に新し

いものであります。 

  この発表は私の仕事である不動産の業界にお

いてもセンセーショナルなものであったことは

言うまでもありません。この提言が地方創生と

いう考え方に大きな影響を与えたとされていま

す。 

  昨年５月８日にこの、いわゆる地方消滅リス

トが公表された後、政府は６月14日に地方創生

本部の設置方針を表明しました。このことと前

後して経済財政諮問会議は、50年後に人口１億

人台維持との数値目標を打ち出し、９月３日に

まち・ひと・しごと創生本部が設置され、同月

29日にまち・ひと・しごと創生法、第187回臨

時国会に提出され、11月21日に成立の運びとな

りました。 

  これに基づき12月26日には、まち・ひと・し

ごと創生総合戦略が閣議決定され、今後５年の

目標や施策、基本的な方向性が国から提示され

ました。これを受け、新庄市においてもみずか

らの総合戦略策定が進められているかと思いま

す。2040年、25年後の未来です。新庄市の人口

は２万7000台になると予測されています。 

  地方創生を議論する中で喫緊の課題として認

識されているものは、少子化対策、それから若

年層及び生産年齢の人口流出の回避であると思

います。 

  私の知人の娘さんが新庄市内の高校を卒業し、

県内の短大に進学しました。その娘さんが地元

が好きで就職先も地元を希望していました。仮

に地元で就職先が見つからなくても自宅から通

える範囲の就職先を探していましたが、見つけ

ることができず、結局関東方面に就職せざるを

得ませんでした。その娘さんは、地元に残りた

かったけれども仕方がないと言って新庄を離れ

ていきました。 

  平成26年度の最上地域内への高校生の就職者

割合を見ますと、特に女子の場合が平成25年度

の53％から39％と著しく下落しており、県外へ

の就職者割合が平成25年度の34％から45％と上

昇しております。この数値を見たときに、実際

に新庄最上に人がとどまらないということをあ

らわしていることがわかり、それと同時に、大

変驚きました。これを何とか回避したいという

思いは、大多数の市民の共通のものであると感

じております。 

  私はそういう意味で、中小企業並びに小規模

事業者の振興策が大変大事だと考えています。

そして、そのことが先ほど申し上げましたこの

地域の人口の流出をとめ、そして、この新庄最

上の地域を活性化するものと考えております。 

  私の不動産の仕事を通してもこの地域がじわ
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じわと衰退していると感じるのですが、地域の

活性化に必要なものは何であるかを考えたとき、

経済に端を発しているのではないかと思いまし

た。 

  仕事がないと感じてしまう、仕事がないから

地域外に行くしかないと感じてしまう。人がい

なくなるから結局実際に人手不足になり、仕事

がなくなるという負の連鎖をいかにして断ち切

るかということが必要なんだと思いました。こ

の負の連鎖を回避するためには、雇用の場を安

定的に提供していくことが重要である点は論を

またないと思います。 

  冒頭に述べましたまち・ひと・しごと創生に

関する政策を検討するに当たっての原則という

ものがありますが、この原則においても、地方

において仕事が人を呼び、人が仕事を呼び込む

好循環を確立することで、地方へ新たな人の流

れを生み出すとともに、その好循環を支えるま

ちに活力を取り戻すことが重要であるとしてい

ます。このことからも、仕事、雇用が最も重要

であるという認識を示していると解釈できます。 

  さて、それでは地方において雇用を安定的に

供給し、その社会経済に重要な役割を担ってき

たのはどこでしょうか。それは中小企業だと私

は思っています。日本全体においては、企業数

の99.7％、従業員数の69.4％を占めています。

山形県の場合はさらに比重が高まり、企業数の

99.1％、従業員数では84.4％が中小企業となっ

ています。新庄市においても、全企業における

中小企業の割合は、私の試算によると、99.9％、

雇用は94.7％となっております。いずれにして

も、100％に近い数値で中小企業が占めていま

す。 

  このように、今後の新庄市の地域社会を考え

るに際して雇用の受け皿として、また安定した

税収を考える上でも新庄市が中小企業小規模事

業者を積極的に支援することが重要であると考

えます。中小企業はさきに申し上げましたとお

り、まち・ひと・しごと創生法との関連でも重

要な位置を占めていると考えておりますが、こ

れに関して市としての中小企業小規模事業者に

対する認識について本日はお伺いしたいと思っ

ております。 

  昭和38年に中小企業基本法が成立しましたが、

この基本法においては、中小企業振興における

地方自治体の役割は副次的なもので、中心的な

役割を与えられていたわけではありませんでし

た。しかし、平成11年の中小企業基本法の改正

により、地方自治体も中小企業政策に対して施

策策定から実施までを行う責務を有することに

なり、地方自治体もそういう問題意識を持たざ

るを得なくなったと認識しています。 

  さらに、平成22年６月には中小企業憲章が閣

議決定をされています。現在、これらに基づき

中小企業振興条例というものが平成27年１月現

在のデータですが、30都道府県、117の区市町

で設定されています。確かに新庄市では、中小

企業のための各種補助金や金融制度があります。

時宜に応じ対応してきた当局を評価するもので

ありますけれども、しかし、これはあくまでも

制度であって、拘束力のある条例ではありませ

ん。これまでのスポット的な施策を継続的、系

統的にその成果を上げるためには条例が必要で

はないかと考えます。 

  近年、中小企業振興条例が急速に広がってい

る背景として次の３つの理由が挙げられると考

えています。 

  １つ目は、地域経済の活性化が重要な課題と

なっているということです。これまでは地域経

済の活性化という点では、大企業の誘致が用い

られることが多かったのではないでしょうか。

ですが、大企業の誘致が現実的に難しくなり、

むしろ撤退する事例がふえ誘致だけでは地域経

済の活性化につながっていかない状況になって

きています。 

  また、地域をリードする産業を考える枠組み
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が難しくなってきているため、特定の産業に特

化すれば、経済がよくなるという構造が見えに

くい状況になってきています。 

  そのため、地域経済の活性化のためには地域

に根づいている中小企業に着目し、それらの振

興が不可欠であるという認識が行政や住民、経

済団体などで強くなってきたということが言え

ます。 

  ２つ目は、先ほども申し上げましたが、平成

11年の中小企業基本法の改正により、地方自治

体も中小企業政策に対して責務を有することに

なり、地方自治体もそういう問題意識を持たざ

るを得なくなったということです。 

  ３つ目は、中小企業家同友会、民主商工会な

どが積極的に条例制定の運動を展開している点

です。また、条例制定の意義としては、地方自

治体の内部において中小企業の振興に対する姿

勢を明確にすることで、中小企業支援の重要性

を重視するようになり、その認識を共有するこ

とが可能となること。新庄市の地域内にある企

業などや自治体の外部に対して、自治体として

の姿勢を明確にすることで、新庄市では中小企

業が大事にされているという環境をつくり上げ

ること。市長あるいは担当者がかわっても、中

小企業振興に対する自治体の姿勢は変わらない

ことを担保することが挙げられます。 

  この中小企業振興条例制定の先進事例として

有名なのが東京都墨田区です。墨田区では昭和

54年に日本で初めて中小企業振興基本条例を制

定しています。問題意識を持って条例を制定し、

中小企業振興に取り組んだという点で先駆的で

した。条例制定前の２年間、係長以上の職員全

てが区内にある中小零細事業者を訪問し、その

実情をみずからの目で見、耳で聞くという悉皆

調査を通じて、自分たちの自治体の中小零細企

業の実態を把握したと言われております。 

  また、条例内容の実現の取り組みを行ってい

る自治体として広く知られているところに大阪

府八尾市があります。バブル崩壊を背景に1999

年から産業振興会議が商工団体、商工業者、市

民、学識経験者などで構成され、議論が始まり、

2001年に八尾市中小企業地域経済振興条例が制

定されました。 

  条例制定により一定の成果は見られましたが、

その運動は一部の問題意識のある企業だけにと

どまり､広がりに欠け形骸化していたことから、

行政側も中小企業側も条例に認識不足があった

ことを踏まえ、議論を重ね、2012年には同条例

の見直しを行っています。2012年の条例改定に

際しては、地域に暮らす人々がどんなまちをつ

くるのか、そのために中小企業の役割、行政の

責任、市民と共同できる関係を明確にし、その

理念を共有し、ともにまちづくりを取り組む意

識を高めるところに狙いがありました。条例制

定後は、市民が暮らしたくなるまちを条例の理

念とし、教育機関、教育委員会と連携し、八尾

市の小学生に中小企業を知ってもらうためのＤ

ＶＤを作成し、教科書の教材として全小学校で

使用してもらうことにより、子供たちが地域の

中小企業に興味を持つことにつながり、また中

小企業に対する意識を変えるという意味で、教

員や市民にまでよい影響を与える重要な取り組

みを行っています。 

  私は、八尾市のそのまち全体が一つの企業体

のような仕組みづくりの取り組みと、さらにそ

の取り組みを子供たちが自分のまちに誇りを持

つことができる人材育成に活用していることを

知り、将来に希望を見る思いになりました。 

  また、山形県内を見渡してみますと、中小企

業憲章の閣議決定以後、飯豊町、米沢市、天童

市が中小企業の振興のための条例を制定してい

ます。現在は東根市、高畠町においても振興条

例の制定に向けて議論が重ねられていると聞い

ております。山形県の中で飯豊町が一番早く平

成25年に中小企業振興条例を制定し、活用して

います。 
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  そのため、飯豊町に訪問し、条例制定の背景、

実施状況などを伺いました。条例制定の背景に

は、当時、100人を超える雇用を有していた製

造会社の統合撤退がありました。その会社の関

連する零細企業までを含めると200人を超す町

民の失業者を出してしまうというものでした。

町内の雇用の柱の一つであった企業が撤退して

しまうということは、町自体の衰退に拍車をか

けてしまいます。これでは町が成り立たなくな

るということで、町はいち早く中小企業振興条

例を制定していこうということになりました。

中小企業振興条例に基づいて町内にある企業が

元気になり、町民の雇用を支えるため、３カ年

計画を立て国や県から予算獲得はもちろんです

が、飯豊町独自で予算づけをアップして新製品、

新技術開発の補助、設備投資支援補助、雪対策

補助、再生可能エネルギー導入支援補助、雇用

促進補助による中小企業振興の事業を展開して

おります。この事業により、町内にある企業、

中小企業が着実に元気になっているという状況

だという担当者のお話を伺うことができました。 

  私は新庄市においても中小企業振興条例の制

定を願っております。中小企業振興条例を柱に

して地域産業を育てる行政、つなげる行政の姿

の確立を願ってやみません。 

  以上を述べた上で、条例制定について市とし

ての考えをお伺いし、私の一般質問とさせてい

ただきます。 

  済みません。長くなりました。ありがとうご

ざいました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、叶内市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  各地域の実情を調べ、そして、自分の思いを

込めて質問していただいたと思っております。 

  答弁の前にですけれども、調べたところがい

ろんな課題を抱えているということで、当然、

本市においても相通じるものがあるなというこ

とを感じております。 

  市は本年２月に新庄最上定住自立圏構想のも

と、中心市宣言を行いました。この中で、圏域

を構成する市町村が相互に連携、役割分担し、

将来にわたり圏域住民が安心して暮らせる魅力

的な地域づくりに取り組んでいくことを宣言し

ました。 

  その中で産業振興として圏域経済の活性化と

雇用機会の確保を図るため、圏域が一体となっ

て企業誘致、広域的な観光、物産振興、６次産

業の推進などに連携して取り組むこととしてお

ります。 

  具体的には、雇用促進の奨励金の活用という

ことで８市町村で、１自治体だけが参加してお

りませんが、新しく人材を採用した場合に、そ

れぞれの町村がその企業を支援するということ

の取り組みを行っているところであります。 

  また、本年３月には山形県最上総合支庁が中

心になって管内の企業や市町村、商工会、山形

大学、山形県企業振興公社コーディネーター等

と一緒に、地域産業の発展に取り組むべき指針

となる「最上地域ものづくり産業振興プラン」

を策定しております。 

  この中でも、やはり地域が一体となって連携

し、交流を深め、地域の強みを行かした高い競

争力を持つ産業基盤を構築するためのさまざま

な施策を打ち出しております。 

  このように、現在、新庄市のみならず、最上

地域全体の産業振興の中心市宣言や産業振興プ

ランを策定しており、その中で中小企業憲章の

理念に沿った事業を展開していこうと考えてい

ます。 

  議員の中小企業振興条例については、もう少

し検討させていただきたいと思っております。 

  質問の中で女性の働く場が非常に少ないとい

うこと、これも私自身も相談を受けているとこ
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ろでありますが、基本的に女性の社会進出を進

めるプログラムを考える必要があると考えてお

ります。現在、産業の中でも建設業関係は一歩

先に進んでおりまして、女性のオペレーターを

育て上げようとして、現場で大型のダンプ、あ

るいは重機を使う、そうしたことを積極的に受

け入れようとしております。 

  こうした地域においても、女性の進出のため

にはこうしたものがあるということのプログラ

ムがこれまでなかったと反省しております。女

性はこれに行くべき、男性はこれに行くべきと

いう考え方がこの地域に固定されているのかな

というふうに思っています。 

  さまざまな企業あるいは会社を訪問しますと、

現場と言われるところに多くの女性が張りつい

ている現状を企業訪問などで見ておりますが、

なかなかこの地域においては、それは男の仕事

だと、あるいは女の仕事だというふうに固定的

に考えることが多く見られるなというふうに感

じております。これらを今後、どのように小中

高の中のプログラミングをしていくか、カリキ

ュラムの中に入れていくかということが私はと

ても大切だというふうに思っております。 

  神室産業高校との打ち合わせの中でも、地方

から中央に出すことなく、この最上地域に残っ

てほしいというプログラムを考えてほしいとい

うことを申し上げ、それと一体となって今は高

校生、中学生の企業訪問を実施しております。

企業においても、女性が活躍している場面を積

極的に見せると、こういう仕事があるというこ

ともとても大事かなというふうに思っておりま

す。確かに魅力ある職場の女性の一番というの

は事務系の仕事だというふうに聞いております。

しかし、事務系はなかなかあきがないと。事務

は会社の中に２人か３人、現場は50人というよ

うな状況、その現場のほうにどう導いていくか

ということも女性の職場を開拓していく、それ

が896自治体がなくなるという衝撃的な、大き

な反響のあった896自治体の存亡になるわけで

すけれども、そういうことを今後、考えていか

なければならないと思っているところでありま

す。 

  そうした意味で、中小企業振興条例、それぞ

れの地域による課題を条例によって解決しよう

ということもありますが、具体的な形での作業

も一つ一つ詰めなければいけないと。先ほど申

し上げた雇用に対する考えの固定化をどう外し、

女性の社会進出を果たしていくかと。このこと

も早急になすべきことだというふうに思ってお

ります。 

  そうした意味で、中小企業振興条例について

は、いましばらく検討の時間をいただきたいと

いうふうに思っております。 

  壇上からの答弁は以上とさせていただきます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 前向きな御答弁をいた

だきまして、ありがとうございました。 

  私は今の不動産の仕事を起業するに際して、

かつて勤務した会社が倒産するという経験を二

度いたしました。このことから企業も従業員の

生活を支え、地域に発展し、貢献して、私が経

験した企業も従業員の生活を支え地域の発展に

貢献をしていました。従業員数10人程度の会社

の倒産ですら、関連するほかの企業への影響が

とても大きいということ、そして、一つ一つの

企業がこの地域を支えているということを知る

ことができる貴重な体験でした。 

  連綿と続く歴史の中で、さまざまな企業がな

くなりまた生まれてきましたが、企業がなくな

っていくことを他人事として見ていられたのは、

漠然とした人口拡大の社会の時代にあったとき

の話ではないでしょうか。時代は集散離合を重

ねてやまないのですが、現在は日本全体が縮小

しようとしているさなかにあります。これまで

経験してきた人口増加社会とは様相が異なり、
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私たちは大きな時代の転換点に立っていると考

えます。 

  産業活動の縮小が進んで商店街の空き店舗や

空き地の増殖や商店街そのものの崩壊、耕作放

棄農地の増加など厳しい状況に追い込まれよう

としているのだと感じております。地域再生の

ために振興条例という理念の旗を立て共通認識

を持って、産学官金融市民など関係者が協力し

て地域振興に取り組むことが喫緊の課題だと感

じております。 

  そういう意味でも、また再度申し上げますが、

振興条例を柱にして地域産業を育てる行政、つ

なげる行政の姿の確立を願っております。 

  私が申し上げる中小企業振興条例制定の必要

性は、従来の中小企業支援の単純な延長線でな

いということを御理解いただきたいと思ってお

ります。 

  短いですが、これで私の一般質問を終了させ

ていただきます。まことにありがとうございま

した。 

清水清秋議長 以上で、今期定例会の一般質問を

終了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日10月３日から10月

13日まで休会したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を明日10月３日から10月13

日まで休会し、10月14日午前10時から本会議を

再開いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１１時１２分 散会 
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平成２７年９月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２７年１０月１４日 水曜日 午前１０時００分開議 

議 長 清 水 清 秋     副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 整 備 課 長 土 田 政 治 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 髙 山 孝 治 

監 査 委 員 
監 査 主 査 髙 山   学  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 松   孝  農 業 委 員 会 

会 長 星 川   豊 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 眞 見 治 之    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２７年１０月１４日 水曜日 午前１０時００分開議 

 

   （決算特別委員長報告） 

日程第 １ 議案第５２号平成２６年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ２ 議案第５３号平成２６年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ３ 議案第５４号平成２６年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ４ 議案第５５号平成２６年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ５ 議案第５６号平成２６年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ６ 議案第５７号平成２６年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 議案第５８号平成２６年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 議案第５９号平成２６年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

日程第 ９ 議案第６０号平成２６年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 

   （総務文教常任委員長報告） 

日程第１０ 請願第３号「平和安全法制」法案の徹底審議を求める意見書の請願 

日程第１１ 請願第４号「平和安全法制」法案の廃案を求める意見書の請願 

 

   （産業厚生常任委員長報告） 

日程第１２ 議案第５０号新庄市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案第５１号市道路線の認定について 

 

日程第１４ 議案第６１号平成２７年度新庄市一般会計補正予算（第２号） 

日程第１５ 議案第６２号平成２７年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１６ 議案第６３号平成２７年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 議案第６４号平成２７年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１８ 議案第６５号平成２７年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
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日程第１９ 議案第６６号平成２７年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第２０ 議会案第６号新庄市農業委員会委員の推薦について 

日程第２１ 議会案第７号ＴＰＰ交渉に関する情報開示と万全な国内対策を求める意見書の提出につい 

      て 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はございません。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

決算特別委員長報告 

 

 

清水清秋議長 日程第１議案第52号平成26年度新

庄市一般会計歳入歳出決算の認定についてから

日程第９議案第60号平成26年度新庄市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてまでの

９件を一括議題といたします。 

  本件に関し、決算特別委員長の報告を求めま

す。 

  決算特別委員長佐藤卓也君。 

   （佐藤卓也決算特別委員長登壇） 

佐藤卓也決算特別委員長 おはようございます。 

  決算特別委員会における審査の経過と結果に

ついて報告いたします。 

  決算特別委員会は、全議員をもって構成され

ておりますので、要点のみの御報告とさせてい

ただきます。 

  それでは御報告申し上げます。 

  決算特別委員会に付託された案件は、議案第

52号平成26年度新庄市一般会計歳入歳出決算の

認定についてから議案第60号平成26年度新庄市

水道事業会計利益の処分及び決算の認定につい

てまでの計９件であります。審査につきまして

は、10月７日と８日の両日にわたり活発な審査

が行われたところであります。 

  初めに、議案第52号平成26年度新庄市一般会

計歳入歳出決算の認定については、各委員の質

疑の後、佐藤悦子委員より認定することに反対

の討論、山科正仁委員より認定することに賛成

の討論があり、採決の結果、賛成多数で認定す

べきものと決しました。 

  次に、議案第53号平成26年度新庄市国民健康

保険事業特別会計歳入歳出の認定については、

質疑の後、佐藤悦子委員より認定することに反

対の討論があり、採決の結果、賛成多数で認定

すべきものと決しました。 

  次に、議案第54号平成26年度新庄市交通災害

共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

議案第55号平成26年度新庄市公共下水道事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、議案第56

号平成26年度新庄市農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算の認定について、議案第57号平成

26年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳

出決算の認定についての４件は、質疑、討論は

なく、採決の結果、全員異議なく認定すべきも

のと決しました。 

  議案第58号平成26年度新庄市介護保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定については、質疑の

後、討論はなく、採決の結果、全員異議なく認

定すべきものと決しました。 

  議案第59号平成26年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算の認定については、

質疑の後、討論はなく、採決の結果、賛成多数

で認定すべきものと決しました。 

  議案第60号平成26年度新庄市水道事業会計利

益の処分及び決算の認定については、質疑の後、

討論はなく、採決の結果、全員異議なく可決及

び認定すべきものと決しました。 

  以上、決算特別委員会に付託された案件、議

案第52号平成26年度新庄市一般会計歳入歳出決

算の認定についてから議案第59号平成26年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてまでの８件については、いずれ
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も認定すべきものと決し、議案第60号平成26年

度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認

定については可決及び認定すべきものと決しま

した。 

  議長よりよろしく取り計らいくださいますよ

う申し上げ、決算特別委員会における審査の経

過と結果についての報告といたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  決算特別委員会は全議員をもって構成されて

おり、質疑、討論は終わっておりますので、直

ちに採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  まず初めに、委員長報告のうち賛成多数で認

定すべきものとした件について採決いたします。 

  初めに、議案第52号平成26年度新庄市一般会

計歳入歳出決算の認定について採決します。 

  議案第52号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  賛成16票、反対１票。賛成多数であります。

よって、議案第52号は委員長の報告のとおり認

定することに決しました。 

  次に、議案第53号平成26年度新庄市国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

採決します。 

  議案第53号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成16票、反対１票。賛成多

数であります。よって、議案第53号は委員長の

報告のとおり認定することに決しました。 

  議案第59号平成26年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出決算の認定について採決

します。 

  議案第59号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成16票、反対１票。賛成多

数であります。よって、議案第59号は委員長の

報告のとおり認定することに決しました。 

  次に、全員異議なく認定すべきものと決した

議案第54号平成26年度新庄市交通災害共済事業

特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第

55号平成26年度新庄市公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定について、議案第56号平成

26年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、議案第57号平成26年度

新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、議案第58号平成26年度新庄市

介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いての５件及び全員異議なく可決及び認定すべ

きものと決した議案第60号平成26年度新庄市水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について

は、委員長の報告のとおり決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第54号、議案第55号、議案第56号、議案第
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57号、議案第58号の５件は委員長の報告のとお

り認定し、議案第60号は委員長報告のとおり可

決及び認定することに決しました。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

清水清秋議長 日程第10請願第３号「平和安全法

制」法案の徹底審議を求める意見書の請願及び

日程第11請願第４号「平和安全法制」法案の廃

案を求める意見書の請願を議題といたします。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

   （髙橋富美子総務文教常任委員長登壇） 

髙橋富美子総務文教常任委員長 おはようござい

ます。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告を申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、継続審査

の請願が２件でございます。審査のため、10月

６日午前10時より議員協議会室において委員８

名出席のもと審査を行いました。 

  初めに、請願第３号「平和安全法制」法案の

徹底審議を求める意見書の請願についての審査

において、委員から、この請願は徹底審議をし

てくださいという意味合いの請願である。法律

として可決され、審議も終わっているという意

見が出されました。また、この請願の趣旨はわ

かる。平和と安全というのは国民にとって非常

に重要であるので、国の動向を注視しながら議

論を続けていくべきだが、法案が成立してしま

った以上、内容的には合わなくなっているとい

う意見が出されました。 

  そのほか、議員間で討議をした後、採決した

結果、請願第３号については賛成者がなく、不

採択すべきものと決しました。 

  続いて、請願第４号「平和安全法制」法案の

廃案を求める意見書の請願については、委員か

らはさしたる質疑もなく、採決した結果、賛成

者がなく、不採択すべきものと決しました。 

  以上で総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願い申し上げます。 

清水清秋議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対し質疑に入ります。 

  請願第３号「平和安全法制」法案の徹底審議

を求める意見書の請願について、質疑ありませ

んか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） このたび国会で強行採

決されてしまった「平和安全法制」関係の法律

なんですが、８月か９月か、夏が終わるころに

は採択するだろうというふうに政府、自民党関

係者あるいは統合幕僚長などが言っていたとい

うことが明らかになっております。そういう意

味では、この前の６月の議会のときにもっと真

剣に話し合うべきだったのではないのか、そう

いう話し合いはなかったのか、反省はなかった

のかお聞きしたいと思います。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 ただいま壇上で

報告を申し上げたとおりで、以上の議論はあり

ませんでした。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） このたびの請願２つの

共通している点は、憲法９条を守るべきだとい

う気持ちや、それから海外で再び戦争する日本

になってはならないという多くの国民の願いを

代弁したという点で共通した内容になっている

と思います。そして、この国会では通してはな
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らないというところで共通していると思います。

そういう意味で、その願いに立って私は採択し

て、また総務文教委員会として強行採決に対し

て抗議するということなども含めて、独自に市

民の命と暮らしを守る立場から、平和を守る立

場からそういう意見書にして、議会の市民の立

場に立った意思を示すべきだと思うわけですが、

そういった話し合いはなかったでしょうか。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 先ほども申し上

げましたように、法律として可決をされており

まして、当委員会に付託されました案件は請願

書の審査でありますので、よって、先ほども壇

上で報告したとおりですので、よろしくお願い

いたします。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 討論の発言を許します。佐藤悦子

君、賛成か反対か。 

１ 番（佐藤悦子議員） 請願に賛成です。 

清水清秋議長 はい。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 請願第３号「平和安全

法制」法案の徹底審議を求める意見書の請願と、

請願第４号「平和安全法制」法案の廃案を求め

る意見書の請願に賛成の討論を行います。 

  去る９月19日に、参議院本会議において戦争

法、安全保障法制関連法が十分な国会審議を経

ることなく強行採決されました。 

  両請願は、憲法９条を守り、海外で再び戦争

をする日本になってはならないという圧倒的多

数の国民の願いを代弁して、本国会ではこのた

びの法律、戦争法を通してはならないという共

通の立場に立っていると思います。その願意を

酌んで採択すべきだと思います。そして国に対

して抗議の意見書を提出すべきだと思います。 

  このたびの法律は、安倍内閣が集団的自衛権

の行使を容認する憲法解釈の変更を行い、武力

攻撃事態法、ＰＫＯ法など既存の10の法律を一

貫して改正する平和安全法制整備法と、新法で

ある国際平和支援法です。国会の審議を通じて、

憲法違反の法律であることが明白となりました。

戦闘地域での兵たん活動、戦乱が続く地域での

治安維持活動、核兵器・毒ガス兵器・劣化ウラ

ン弾やクラスター爆弾まで輸送することができ

るという後方支援活動は、憲法が禁じる武力行

使そのものとなります。圧倒的多数の憲法学者、

内閣法制局長官経験者、最高裁長官経験者が安

全保障法制関連法は憲法違反であると断じたこ

とは極めて重大です。各種世論調査でも、審議

をすればするほど、国民の多数が安全保障法制

関連法に反対の声が広がり、今国会で成立させ

るべきではないという声が６割を超え、政府の

説明が不十分だとするものが８割を超えたこと

は、国民の理解が得られなかったことを示すも

のです。 

  国会審議の中では、自衛隊の内部文書も明ら

かになり、軍軍間の調整所の設置や、南スーダ

ンのＰＫＯ活動での駆けつけ警護の実施など、

国会と国民にも知らされないまま、戦争法とも

言うべき安全保障法制関連法の成立を前提とし

た具体化が図られていたことは極めて重大な事

態です。徹底した審議が求められるものであり

ます。 

  憲法の根幹にかかわるこの法律が十分な審議

を行うことなく成立したことは、極めて遺憾で

す。安全保障法制関連法案の強行採決に抗議す

べきです。国に対し、今国会で成立した安全保

障関連法を廃止するよう強く要望すべきだと考
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えます。以上です。 

清水清秋議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  採決する前に、暫時休憩します。 

 

     午前１０時２３分 休憩 

     午前１０時２４分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第３号「平和安全法制」法案の徹底審議

を求める意見書の請願について、委員長報告は

不採択でありますが、請願第３号については原

案のとおり採択することに賛成の諸君は賛成の

ボタンを、反対の諸君は反対のボタンを押して

ください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成２票、反対15票。賛成者

少数であります。よって、請願第３号は不採択

とすることに決しました。 

  日程第11請願第４号「平和安全法制」法案の

廃案を求める意見書の請願を議題といたします。

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩します。 

 

     午前１０時２５分 休憩 

     午前１０時２６分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第４号「平和安全法制」法案の廃案を求

める意見書の請願について、委員長報告は不採

択でありますが、請願第４号について原案のと

おり採択することに賛成の諸君は賛成のボタン

を、反対の諸君は反対のボタンを押してくださ

い。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成４票、反対13票。賛成少

数であります。よって、請願第４号は不採択と

することに決しました。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

清水清秋議長 日程第12議案第50号新庄市手数料

条例の一部を改正する条例の制定について及び

日程第13議案第51号市道路線の認定についての

２件を一括議題といたします。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長佐藤義一君。 

   （佐藤義一産業厚生常任委員長登壇） 

佐藤義一産業厚生常任委員長 おはようございま
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す。 

  それでは、私から産業厚生常任委員会の審査

の経過と結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案２件

であります。審査のため、10月５日午前10時よ

り、議員協議会室において委員９名全員出席の

もと、担当課職員の出席を求め審査を行いまし

た。 

  初めに、議案第50号新庄市手数料条例の一部

を改正する条例の制定については、市民課から

補足説明を受けた後、審査を行いました。市民

課からは、条例改正の趣旨や再交付手数料など

の説明がありました。 

  審査に入り、委員から、通知カードや個人番

号カードの再交付手数料の算定根拠などについ

ての質疑がありましたが、異議の有無を諮りま

したところ異議ありの発言があり、挙手採決の

結果、議案第50号については賛成多数で原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第51号市道路線の認定について

は、都市整備課から補足説明を受けた後、審査

を行いました。都市整備課からは、新庄市市道

認定要綱や市道認定路線の詳細な説明がありま

した。 

  審査に入り、既に現地視察、確認を行ってお

りましたことから委員からの質疑はなく、採決

の結果、議案第51号については全員異議なく原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で産業厚生常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果について報告を終わり

ます。ありがとうございます。 

清水清秋議長 ただいまの委員長報告に対して質

疑に入ります。 

  初めに、議案第50号新庄市手数料条例の一部

を改正する条例の制定について質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 反対討論ですか。賛成討論ですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 反対討論です。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第50号新庄市手数

料条例の一部を改正する条例の制定について反

対します。 

  理由は、行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律の施行に

伴いということで、このたびの個人番号制、こ

の内容について反対だからです。 

  個人番号制は、市民の情報漏えいや成り済ま

しによる犯罪、また国家による国民監視など、

こういう問題があると思いますので、私はその

立場から反対ということです。以上です。 

清水清秋議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第50号新庄市手数料条例の一部を改正す

る条例の制定については、委員長の報告のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第50号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません
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か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成16票、反対１票。賛成多

数であります。よって、議案第50号は委員長の

報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第51号市道路線の認定について、

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第51号市道路線の認定については、委員

長報告のとおりに決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第51号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

 

 

日程第１４議案第６１号平成２７

年度新庄市一般会計補正予算（第

２号） 

 

 

清水清秋議長 日程第14議案第61号平成27年度新

庄市一般会計補正予算（第２号）を議題といた

します。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 13ページの２の１、戸

籍住民基本台帳事業費1,390万4,000円が載って

おります。この内容は、ほとんどが国・県の支

出金で賄われております。特に通知カード、個

人番号カード関連事務に係る交付金がほとんど

となっています。これについて４点ほどお聞き

します。 

  １点目は、これはどこに委任し交付するのか。 

  ２点目は、通知カードが届かない場合はどの

ようにするのか。 

  ３点目は、個人情報の保護、漏えい防止につ

いての対策はどうなさっているか。 

  ４点目は、戸籍や住民登録のない人が今まで

行政サービスが受けられていたと思います。今

までどおり受けられるようにすべきと思います

が、どう見て、どう考えているかということで

お願いします。 

加藤美喜子市民課長 議長、加藤美喜子。 

清水清秋議長 市民課長加藤美喜子君。 

加藤美喜子市民課長 おはようございます。 

  ただいま御質問いただきました点につきまし

てお答えさせていただきます。 

  １点目のどこに委任するかというふうな部分

でございますけれども、こちらについては地方

公共団体情報システム機構というふうなところ

がございまして、マイナンバー制度に伴う通知

カードの作成、送付、また個人カードの作成を

全国の市区町村が依頼している団体でございま

す。そちらのほうに委託します。 

  あと、２番目の通知カードが届かない方につ

いての対応というふうなことになりますけれど

も、通知カードは10月中旬というふうなことで、

めど的には14日、きょうですね、委任先の機構

のほうから郵便局のほうに郵送されまして、さ
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らに郵便局のほうから皆さんのお手元に順次送

付されるというふうなことで、スケジュール的

には11月末まで第１次の配送というふうなこと

で配達される予定でございます。 

  簡易書留というふうなことで御本人あるいは

家族の方のサインをいただいてとの配達になり

ますけれども、いらっしゃらない場合には不在

票が入るようになってございます。郵便局のほ

うで１週間ほど保管をしまして、その間、お届

けできなかったものについては市民課のほうに

返送されてきます。市のほうでの対応としまし

ては、10月５日が施行日の基準日ということに

なってございますので、その間をまたいで転

入・転出、あと中にはお亡くなりになられた方

等、いろいろ調査しまして、再度御本人のほう

に連絡できるものは連絡をさせていただいて、

本人様に来庁していただき、本人確認の上、お

渡ししたり、あるいは直接、再度郵送というふ

うな形で、できれば年度末まで皆さんにお届け

できるようにということで頑張っていきたいと

いうふうに思っております。 

  あと、４点目の戸籍のない方というふうな御

質問だったと思いますけれども、今現在、国籍

のない方、住民票のない方については把握して

おりませんで、戸籍がなくても住民票を作成で

きますので、住民票を置いている市町村より通

知カードが送付されるというふうなことになる

かと思います。外国人というふうな部分につい

ては、日本人と同様に住民票のある市町村より

送付されます。 

  あと、３点目の漏えい防止対策というふうな

部分でございますけれども、私のほうからは以

上で報告させていただきます。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 私のほうからは、３点目

の個人情報の漏えいというふうな点についてお

答え申し上げます。 

  番号制度におきましてのシステムでございま

すけれども、以前にも申し上げたことがござい

ますけれども、アメリカ合衆国それから韓国の

ほうでは一元管理というふうなことで、いろい

ろな個人情報を１つの情報システムの中に入れ

ておいたというふうなことで大きな問題となっ

たわけですけれども、今回の日本の場合におき

ましては分散管理というふうなことで、各市町

村あるいは都道府県、年金情報、それぞれの機

関が持っている情報につきましては、そのまま

分散して管理するというふうなことになってご

ざいます。ですから、万が一、情報漏えいが起

きたとしても、芋づる式に引き出せるというこ

とにはならないかというふうには言われている

ところでございます。 

  もう一つに、個人番号だけで引き出せるとい

うふうなことではなくて、情報情報にまた符号

というものをつけた情報連携でもって実施する

というふうなことがございます。 

  それから、アクセスできる権限につきまして

は、行政職員あるいは機構の職員であっても決

められた担当者しかできないというふうなこと

がございます。それから通信回路につきまして

は、通信系につきましては一般のインターネッ

ト回線とは遮断しておりますので、行政専用の

ＬＧＷＡＮという通信回線がありますけれども、

いわゆる高速道路での一般の入り口がないとい

うふうなところになるかと思います。 

  そのほかに通信の暗号化を図るということも

ございますので、二重、三重、四重にも一応な

っているというふうなところが現状でございま

す。 

  年金機構の関係で、いわゆる番号法ではござ

いませんけれども情報漏えいがございましたけ

れども、それにつきましては、そういったシス

テム系の情報から一般の行政職員が使うインタ

ーネット系のパソコンに一覧みたいな形で移し

かえたというふうなことで、それが漏えいした
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というふうな形になります。そういったことは

ヒューマンエラーというふうなことにもなりま

すので、そういった管理につきましては今後と

も徹底してまいりたいというふうなことで、先

日も職員の研修を行ったところでございます。

今後とも続けていかなければならないと考えて

ございます。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 次の質問ですが、今の

に関連して、市内の中小零細企業の負担をどう

見ておられるかということです、個人番号のこ

とで。１月からは企業での個人番号の取り扱い

が始まります。そうなりますと、情報漏えいの

機会が飛躍的に高まると言われています。中小

零細企業にはメリットはなく、個人情報の管理

責任が生じ、負担が大きいと言われています。

１社平均100万円とも言われています。考慮し

てくれと中小企業同友会が言っていると聞いて

おります。ケアが必要ではないかと考えますが、

どう見ておられるのか。 

  また、２点目は、市の負担と持ち出しについ

てお聞きします。 

  通知カードに住民異動のとき裏書きしなけれ

ばならないと聞いております。自動書き込み機

１台70万円とも聞いております。そのほか、実

は市民課だけではない市全体、市役所のこれを

扱うところ全部に負担がかかると思うんですが、

そういった市の負担、持ち出しはどのように見

ておられるか。 

  ３つ目は、市民課の職員体制は足りるのかと

いうことです。来年の６月ごろまで、かなり過

密になるのではないかと聞いております。例え

ば今まで２時間待たされるという例があったん

ですが、半日に延びるんではないかとも言われ

ています。この対応をどう考えておられるかと

いうことで、お願いします。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 １点目の企業でのシステ

ム関係で100万円という話がございましたけれ

ども、そこの根拠はわかりかねるところはござ

います。大企業におきましては、今後、税関係

の支払い調書でありますとか、そういった管理

システムを更新するというところで、もしかす

ると費用がかかるということは聞いたことがご

ざいますけれども、当市における企業において

は中小企業がほとんどでございます。税務関係

で例えば出す書類については、番号を聞いて記

載して出すというふうなことで書面での提出が

中心になってくると思います。当然、会社内で

の個人番号での保管というふうなことに対して

は、番号法での責任というのがございますので、

そこの部分は国の法律ですのであると思います

けれども、経費については今までのシステムの

中で十分対応できるのではないかなというふう

に考えてございます。以上でございます。 

加藤美喜子市民課長 議長、加藤美喜子。 

清水清秋議長 市民課長加藤美喜子君。 

加藤美喜子市民課長 私のほうから、ただいま２

点目で質問がありました住民カードへの裏書き

が必要になってくるというふうなことでござい

ますけれども、議員おっしゃるとおり、転入・

転居の住所異動、あるいは婚姻などのために氏

名などを変更する場合がございます。そういっ

た場合には一人一人にカードの裏書きが必要と

なってきます。 

  手書きではほかの窓口業務が停滞するという

ふうなこと、あるいは書き損じによるカードの

再発行というふうなことは市民課ではできない

ので、市民の皆さんに無用の負担をかけてしま

うというトラブルを避けるため、今回９月補正

で裏書き印字システムのリース契約をさせてい

ただきたいというふうなことで計上させていた

だいております。 

  その裏書きするためのカードプリンターのリ
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ースですけれども、月々7,000円ほどになる見

込みでございます。 

  ３点目の市民課の職員体制はいかがかという

ふうな部分でございますけれども、現在の体制

に加えまして、１月から２名の臨時雇用を考え

ております。あと、総合端末をもう１台ふやし

まして２台にし、さらに通常の申請窓口とはま

た別に個人番号交付スペースを確保したいとい

うふうなことで今検討しております。 

  さらに、待ち時間というふうな部分でござい

ますけれども、番号カードを申請された方に対

して、市のほうから番号カードの交付が可能と

なったお知らせをするはがき、交付通知書とい

うふうなことになりますけれども、そちらをお

送りさせていただきます。その交付通知書の中

に、何日ごろまでおいでくださいというふうな

ことで、来所のめどなどをお入れして混雑の緩

和につなげたいなと考えております。 

  いずれにしても、厳正な本人確認の上、カー

ドを交付いたしますので、大変なお時間をいた

だくこととなりますけれども、お客様に対して

はその辺についても御理解と御協力をお願いし

たいなというふうなことで考えております。以

上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 丁寧な、より詳しい話

をいただきまして、よかったと思います。 

  次に質問しますが、個人番号カードについて

率直に言って、個人番号カードは市民、私たち

一人一人にとってはなくても困らないのではな

いかということについてお聞きしたいんです。

通知カードの発送と一緒に個人番号カードの申

請書を送って、これも無料交付で取得を強く政

府は促進する立場です。個人番号カードは全て

顔写真が入り、情報の入ったＩＣチップ入りで、

個人番号を誰にも見えるようにしてしまうもの

だと思います。大半の人に持たせて国家身分証

として携帯させ、国民を国家が監視しやすくす

るという意図が見られます。同時に、これを回

すためのＩＴ産業の仕事がたくさん出てくると

いうことで、ＩＴ産業がもうかることにもなり

ます。 

  個人番号カードを持ち歩くことは、個人情報

をくし刺しにしたマスターキーを見せて歩くと

いうのに等しい、もっと率直に言えば、プライ

バシーを丸裸にしやすくするものということで

す。個人の対抗措置としては、個人番号カード

はなくても困らないのではないのか、お聞きし

ます。 

  もう１点は、個人番号の変更に必要なときは

速やかに市長は応じてほしいと思うんですが、

その点について、個人番号の変更しやすいよう

にすべきだという点はどうか。なぜかというと、

成り済まし犯罪が韓国やアメリカで社会問題と

なっております。アメリカは世帯の７％で成り

済ましの被害が起きていると言われております。

アメリカの議会発表のデータで、アメリカ国防

省はこの個人番号は使わないことになったとい

うことです。高齢者の番号を別にしようと聞い

ております。市民が情報の漏えいや不正から身

を守るため、共通番号法７条２項を活用すると

いうことがあるのではないかと思います。個人

番号の変更に必要なときには速やかに市長は応

じるべきと思いますが、いかがでしょうか。２

点です。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 個人番号カードにつきま

しては今のところ任意ということで、通知カー

ドで利用できるというふうなことになります。

ただ、本人確認が必要となる場面もございます

ので、運転免許証等の掲示を求められる場合も

ございます。ですから、任意というふうなこと

で御理解いただきたいと思います。 

  ただ、今後ですけれども、医療経歴の、医療
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機関とか薬局等での連携が始まるというふうな

ところでの将来的な構想がございます。そうい

った場合に任意ではなくなるという可能性はご

ざいますけれども、現段階では任意というふう

なことで御理解いただきたいと思います。 

  また、個人番号カードにはＩＣチップが搭載

されてございますけれども、ＩＣチップの中に

は、先ほど申し上げましたように個人情報は入

ってございませんので、そこから芋づる式に引

き出せるというふうなことはございませんので、

そのところは御理解いただきたいというふうに

思います。 

加藤美喜子市民課長 議長、加藤美喜子。 

清水清秋議長 市民課長加藤美喜子君。 

加藤美喜子市民課長 個人番号の変更が可能かど

うかというふうな御質問でしたけれども、通知

カードを紛失したり、あるいは個人番号が漏え

いして不正に用いられるおそれがあると認めら

れたときには、本人の請求ももちろんそうです

けれども、職権によって個人番号の変更が可能

となっております。以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） 私のほうから３点ほど

質問させていただきます。 

  21ページをお願いします。 

  ８款４項３目ですが、公園管理費、事業費の

施設管理業務委託料なんですが、それはどこの

場所なのか、それともまとまってやるのかを１

点お聞きします。 

  ２点目、25ページ、10款４項４目図書館管理

費、運営事業費、防犯カメラとなっていますが、

防犯カメラについて、データとかそういう管理

はどういうふうになっているのか。 

  ３点目、26ページ、10款４項６目文化財保護

管理事業費、文化財保護事業補助金なんですけ

れども、ここはどこの文化財をやるのか。 

  この３点をお聞きいたします。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 私のほうからは８款４項

１目の公園の委託料の件についてお答えをした

いと思います。 

  中身としては３つで構成されておりまして、

アビエスにおける立木等の処理の部分、それか

ら東山公園の樹木の剪定、それから最上公園の

心字池にかかわるポンプの点検委託という３つ

の中身で今回委託を計上させてもらっておりま

す。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 図書館の管理事業費、修

繕料の防犯カメラでございます。 

  データの管理ということでございますが、基

本的には指定管理者にお願いしているというと

ころでございます。 

  それから、26ページの文化財、補助金につい

ては２つございます。文化財の保護事業費の補

助金につきましては、関屋公民館裏のブナ林の

１本の処理についての修繕料でございます。ブ

ナ林の１本の木について亀裂がありまして、傾

いておったのですが、この前、議会開会の際、

近くだと思いますが、とうとう倒れてしまいま

して、それの処分に関する補助金でございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。１点目

の公園管理事業ですが、金額が大きかったもの

ですから、どこら辺をやるのかちょっとわから

なかったもので質問させていただきましたので、

ここら辺、立木など、これからいろいろ多分大

変だと思いますので、しっかりとした管理をお

願いしたいと思います。 

  また、25ページの図書館、要は防犯カメラの

データ管理なんですけれども、今さまざま利用
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されておりまして、しっかりした管理が必要だ

と思いますので、指定管理者の方にも管理とい

うんですか、データの保存なりをしていただい

て、言い方は失礼ですけれども、それが変なと

ころに出ないような管理をしていただきたい。

その強化も一緒にしていただきたいと思います。 

  また、最後なんですけれども、金額がちょっ

と少なかったので、自分としては別のものに使

うのかなと思っていましたけれども、そういう

ことでわかりましたので、そこら辺の使い方を

しっかりしていただきたいと思います。以上で

ございます。 

清水清秋議長 ただいまから10分間、休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時００分 休憩 

     午前１１時０９分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかにありませんか。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

清水清秋議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） それでは、私のほうか

ら１点だけお聞きします。 

  26ページの10款教育費の10目わくわく新庄費

でございますが、これは修繕、備品購入費とお

聞きしておりますけれども、最初の説明のほう

でガス台の設置と聞いておりますけれども、以

前ですと設置に当たって室内のほうも改善が必

要だということをお聞きしておりましたが、室

内のほうも改善をするのかということを１つ。 

  それから、それに伴った備品ですね、鍋とか

釜とかやかんとかの備品の要望も出ているとい

うことをお聞きしましたが、それも備えつける

のかということです。 

  それから、ガスを使用するとき、例えば料理

の講習とかそういう長時間にわたるガス使用の

場合ですけれども、これは使用料とかそういう

ものは必要なのかということと。 

  それから、この予算が通ればいつごろまでに

使用可能になるか、その点をお願いします。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 わくわく新庄のガステー

ブルの設置でございますが、屋内というのは、

水屋のところの例えば煙の排煙であったりとい

うことだと理解いたしますが、それも一緒にや

る予定ではおります。ですから、ガスのテーブ

ルを設置して、ガスで料理、湯沸かし等ができ

るようにというところでの修繕費になります。 

  あと、備品につきましては、利用者にアンケ

ートをとりましてお聞きしながら、これが必要

だということで受け取っておりますので、その

備品を備えるということにしております。 

  あと、使用料につきましては、指定管理者等

とも話をしておりますが、現在のところ部屋の

利用者については無料でお貸ししようというこ

とで話をしているところでございます。 

  また、いつごろというところでございますが、

補正予算を可決いただきましたら速やかに進め

たいと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

清水清秋議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） これは、以前から要望

が出ているガスでございますので、よろしくお

願いしたいと思いますが、やはりあそこは避難

所にもなっておりますので、それで大変あの周

辺の人たちもガス利用というものを重視してお

ります。自然災害には一番最初、電気がやられ

るということで、ガスだと大分いいよなという

ことを以前から話をしておられましたので、も

しこれが通過しましたら、いち早くやっていた

だきたいと思います。 

  ちなみに今回、日新学区ですか、あの辺で防

災訓練ということを言われておりますので、な
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るたけ早くして安心させていただきたいと思い

ます。以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 補正予算書17ページか

ら１点だけお伺いいたします。 

  第４款第２項第１目合併処理にかかわる補助

金の減額ということで、初日、財政課長のほう

から国・県の内示という説明を頂戴しました。

合併処理浄化槽に係る補助ということで、この

事業自体は今まさに審議されておりますけれど

も、公共下水道並びに農業集落排水ということ

で、汚水処理、環境向上対策の３本柱の一つで

あるということで、なぜ９月、この時期に補正

減というふうになったのかということで、市民

の方々が申し込みというところで少なかったの

かと。 

  また、これから心配されるのが、今の段階で

補正減と。今年度３月まであるわけですけれど

も、その中で補正増と、再補正という心配がな

いのか、そのことだけお伺いいたします。 

井上 章環境課長 議長、井上 章。 

清水清秋議長 環境課長井上 章君。 

井上 章環境課長 今の御質問にお答えさせてい

ただきます。 

  昨年度の実績は主要施策の77ページに記載さ

せてもらっておりますが、それと比較して、今

年度は改修しているお宅が若干少ないという見

込みのもとに減額させてもらっております。国

からの内示ということもありますが、内示の前

に私のほうで申請するわけですので、再補正を

しなくてもいいという私は判断をしております。

あと県のほうも同じでございますので、御理解

をいただきたいと思います。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） しかるべき見積もりを

立てておられるということですが、新たに希望

者がふえた場合、私は再補正してもしかるべき

であると考えておりますので、そのところをよ

ろしくお願いいたします。終わります。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） 私から１点、23ページ

の10款教育費の通学手段確保対策事業費、これ

は前も説明あったんですけれども、このような

運行形態にならざるを得なかった理由は、どう

いうわけで直営でスクールバスを運行し、日々

雇用の運転手を雇わざるを得なかったのか、そ

の点お聞きしたいと思います。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 通学手段確保

対策事業費の組み替えといった内容の御質問で

ございますけれども、これにつきましては、当

初、萩野学園が開校する際に３台、昨年度スク

ールバスを購入しまして、それについて委託で

進めようというふうなことで進めておりました。

ただ、委託料といいますか、その辺の見積もり

の甘さもあったのかと思いますけれども、こち

らで想定しておった委託料では市内の業者、運

送会社が辞退したというふうなことで、開校間

際でございましたので直営のほうに切りかえま

して、それでハローワークに求人をお願いして

直営で運行したといった経緯でございます。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） 委託料の低さでこのよ

うな運行形態になったという話なんですけれど

も、やはり児童の安全・安心といった場合、当

初の委託料の立て方ですか、今、次長言ったと

おり甘かったのではないかと私思うんですけれ
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ども、委託先というのは１社ですか、２社です

か。恐らく入札はやったと思うんですけれども。 

  それと、来年度もこのような運行形態でやる

のか。それとも新たに、今、次長言いましたと

おり、そういう委託料、もろもろの予算という

ものをアップして再度そういう民間のほうに委

託をなされようとするのか。 

  その２点、お聞きしたいと思います。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 将来的にはや

はり委託の方向でいきたいというふうに考えて

おります。運送関係をやっている市内の業者が

３社ほどございます。３社の見積もり依頼をし

て、結果受け手がいなかったといった状況でご

ざいます。やはり整備管理とか、いろいろな安

全管理とか、そういった件がございますので、

将来的にはその件も含んでの委託というふうな

ことで、将来的にはそのような方向で持ってい

きたいというふうには考えております。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） そうしますと、将来的

には委託に持っていきたいという話ですけれど

も、二、三年はこのような委託じゃなくて直営

でやって、そして日々雇用の職員を雇って、そ

のような運行形態をするというわけですね。将

来にわたってという、その将来というのは恐ら

く何年先というか、その辺、３社が入って入札

が結局不調になったからこうなったと思うんで

すけれども、その辺を加味して、児童の安全・

安心のことを考えて運行形態を考えれば、お金

ばかりでないと私は思うんですね。その辺、十

二分に精査して予算を立てて、見積もりをした

ほうが私はいいと思うんですけれども、この二、

三年はこの形態でいくというわけですね。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 来年度の予算

については、これからまた業者のほうと、どの

程度であれば受けることが可能か。ただ、今現

在、スクールバスとして運行しているのが９台

ございます。そのほかにも２台、全部で11台、

通学バスという形で運行しているバスもござい

ますので、全部を一気に委託のほうに切りかえ

るというのもかなり厳しいかなというふうに考

えております。 

  昨年度、この４月から新たに雇用した方もい

らっしゃいます。そういったことも含めまして、

総合的にこれからどういった形で、あくまでも

議員おっしゃったように子供たちの通学、安全

が第一というふうには考えておりますので、今

後はその辺も含めて検討してまいりたいという

ふうに考えております。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第61号平成27年度新庄市一般会計補正予

算（第２号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、
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議案第61号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１５議案第６２号平成２７

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第15議案第62号平成27年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第62号平成27年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第62号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１６議案第６３号平成２７

年度新庄市公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第16議案第63号平成27年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第63号平成27年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第63号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１７議案第６４号平成２７

年度新庄市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第17議案第64号平成27年度新

庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第64号平成27年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第64号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１８議案第６５号平成２７

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第18議案第65号平成27年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第65号平成27年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第65号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１９議案第６６号平成２７

年度新庄市水道事業会計補正予算

（第１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第19議案第66号平成27年度新

庄市水道事業会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

  本件に関しましては、既に説明が終わってお

りますので、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第66号平成27年度新庄市水道事業会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり決すること
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に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第66号は原案のとおり可決されました。 

  ここで暫時休憩します。 

 

     午前１１時２８分 休憩 

     午前１１時３８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

清水清秋議長 追加案件が出ておりますので、議

会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について報告い

たします。 

  本日午前11時30分から、議員協議会室におい

て議会運営委員６名出席のもと、議会事務局職

員の出席を求め議会運営委員会を開催し、本日

の本会議における議事日程の追加について協議

をしたところであります。 

  協議の結果、議会案第６号新庄市農業委員会

委員の推薦について及び議会案第７号ＴＰＰ交

渉に関する情報開示と万全な国内対策を求める

意見書の提出についての議会案２件を本日の議

事日程に追加していただくことにしました。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果について報告いたします。よろしくお願い

します。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

たとおり、議会案２件を本日の議事日程に追加

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案２件を本日の議事日程に追加することに

決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午前１１時４１分 休憩 

     午前１１時４２分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２０議会案第６号新庄市農

業委員会委員の推薦について 

 

 

清水清秋議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第20議会案第６号新庄市農業委員会委員

の推薦についてを議題といたします。 

  地方自治法第117条の規定により佐藤義一君

の退席を求めます。 

   （１８番佐藤義一議員退席） 

清水清秋議長 提出者の説明を求めます。 

  森 儀一君。 

   （１５番森 儀一議員登壇） 

１５番（森 儀一議員） それでは、農業委員会

委員の推薦について、これは議会案第６号です。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則14条第

１項の規定により提出いたします。平成27年10

月14日。新庄市議会議長清水清秋殿。提出者は、

新庄市議会議員森 儀一。賛成者は、新庄市議

会議員小関 淳、同じく佐藤卓也、同じく小野

周一、同じく髙橋富美子、以上の皆さんです。

よろしくお願いいたします。 

  それでは、別紙といたしまして、新庄市農業

委員会委員の推薦について、次の者を新庄市農
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業委員会委員に推薦する。 

記 

  住所 新庄市十日町794番地の１ 

  氏名 佐藤義一 昭和25年１月17日生 

  提案の理由は、農業委員会等に関する法律

（昭和26年法律第88号）第12条第２号の規定に

より、委員となるべき学識経験者１名を推薦し

ようとするものであります。 

  以上であります。よろしくお願いします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第６号新庄

市農業委員会委員の推薦について、会議規則第

37条第３項の規定により委員会への付託を省略

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  お諮りします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第６号は直ちに採決することに決しまし

た。 

  これより採決します。 

  議会案第６号新庄市農業委員会委員の推薦に

ついては、原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第６号は原案のとおり可決されました。 

  暫時休憩いたします。 

   （１８番佐藤義一議員復席） 

 

     午前１１時４６分 休憩 

     午前１１時４７分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  それでは、佐藤義一君を新庄市農業委員会委

員に決しましたので、登壇の上、御挨拶をお願

いいたします。 

  佐藤義一君。 

   （佐藤義一農業委員会委員登壇） 

佐藤義一農業委員会委員 ありがとうございます。 

  ＴＰＰ交渉が大筋合意をいたしまして、市内

農家、農業生産者に多大なる不安が広がってお

ります。聖域とされました５品目についても、

撤廃はしないという国会決議をされましたが、

結果的には段階的に関税を下げていくというこ

とで、裏切られた感じは否めません。 

  また、米に関しても７万8,400トンの新たな

輸入枠が設けられました。これについて政府は

７万8,400トン、同量の国内産米を備蓄米とし

て買い上げる政策をとると公言しておりますが、

これとて米農家、生産者の不安解消にはつなが

っていきません。 

  このような厳しい状況の中で、議会選出の農

業委員として選出させていただきましたことに、

強い責任、重い責任を感じております。一生懸

命努力いたしますので、これからも御指導よろ

しくどうぞお願いいたします。どうもお世話に

なります。 

清水清秋議長 よろしくお願いいたします。 

 

 

日程第２１議会案第７号ＴＰＰ交

渉に関する情報開示と万全な国内

対策を求める意見書の提出につい

て 

 

 

清水清秋議長 日程第21議会案第７号ＴＰＰ交渉

に関する情報開示と万全な国内対策を求める意

見書の提出についてを議題といたします。 
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  提出者の説明を求めます。 

  森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 それでは、議会案第７

号ＴＰＰ交渉に関する情報開示と万全な国内対

策を求める意見書の提出について、上記の議案

を別紙のとおり会議規則第14条第２項の規定に

より提出します。平成27年10月14日。新庄市議

会議長清水清秋殿。提出者、新庄市議会議会運

営委員会委員長森 儀一。 

  別紙のほうでございます。 

  ＴＰＰ交渉に関する情報開示と万全な国内対

策を求める意見書。 

  平成27年10月５日、参加12カ国による環太平

洋連携協定（ＴＰＰ）交渉が閣僚会合で大筋合

意した。 

  本市議会は、これまで国会決議を遵守し、守

れない場合は交渉から撤退するよう求めてきた

が、交渉結果や内容を国会や国民に説明するこ

ともなく大筋合意に至った。このため、今後、

協定が発効されることになれば、国民生活に大

きな影響が及ぶことが懸念される。 

  ついては、万全な国内対策を講じるよう強く

要望する。 

記 

 １ ＴＰＰ交渉の経過と合意内容の詳細な説明

を行い、国民の合意形成を図ること。 

 ２ 将来にわたり、農業者が意欲を持って安心

して農業に取り組めるよう、万全な国内対

策を講じること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先は、衆議院議長宛て、参議院議長宛て、

内閣総理大臣宛て、財務大臣宛て、外務大臣宛

て、農林水産大臣宛て、内閣官房長官宛て、経

済再生担当大臣宛てでございます。 

  よろしくお願いします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第７号ＴＰ

Ｐ交渉に関する情報開示と万全な国内対策を求

める意見書の提出については、会議規則第37条

第３項の規定により委員会への付託を省略した

いと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第７号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 前の国政選挙で、自民

党は政党ポスターで次のように掲げました。

「ＴＰＰ反対。ウソつかない。ブレない自民

党」、こういうポスターを掲げて国政選挙を自

民党は戦ったところがありました。 

  このたびのＴＰＰ大筋合意ということは、う

そをついた自民党ではないかと思うんですが、

このことについて提案者はどのようにお考えに

なっていますか。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、この意見書はＴＰＰ

反対の意見書じゃない。今説明のあったとおり、

これは今後の万全な対策を講じていただきたい

というような内容の意見書でありまして、ＴＰ

Ｐ反対に対しての意見書じゃありませんから答

弁は要らないと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今まで新庄市議会全体

として、ＴＰＰ交渉から撤退すべきだというこ

とを何度も求めてまいりました。国会決議でも

農業を守る立場で、ここは譲れないということ

を決めてきたはずです。そしてまた、これを進

めた中心となっている自民党が国政選挙で、Ｔ

ＰＰを進めるとは言わなかったわけです。むし

ろＴＰＰ反対で、「ウソをつかない。ブレな

い。」、こういうふうに言ってきたわけです。そ
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れを信じてみんなが応援してきたと思うんです。

それがこのたびのように大筋合意などという形

でなったことに対して、私は議会としてこの文

章に抗議をくっつけてやるべきだと思うんです。

例えば「ＴＰＰ合意に抗議し」というふうにし

て入れると。そして、中にこういう私は修正す

べきだと…… 

清水清秋議長 佐藤悦子君、この意見書の内容を

きちっと精査してください。この意見書は、い

いですか、今後、国民に対してちゃんと説明を

してくださいという意見書なんです。これは、

今までやってきたことに反対してきたから反対

の抗議の文書、そういうふうな質疑じゃないと。

わかりますか。 

  ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は、ＴＰＰに反対し

てきた市民の立場に立てば、このたびの合意に

ついては抗議すべきだと思うんです。そうした

上で、合意内容を情報開示しろということや、

農業を守る立場で…… 

清水清秋議長 佐藤悦子君、さっきも、何回も言

いました。あなたの意見は打ちどめいたします

ので、よろしくお願いします。先ほど申し上げ

ましたこれは今後の大筋合意に対しての今後の

国、政府の、いいですか、国民にちゃんとした

説明をしてくださいよという意見書なんです。

ＴＰＰ反対とか賛成とかの意見書じゃないんで

す。わかりますか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

  原案に反対討論ですか、賛成討論ですか。

（「わけのわからない討論はないぞ」の声あ

り）どうなんですか。 

  討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第７号ＴＰＰ交渉に関する情報開示と

万全な国内対策を求める意見書の提出について

は、原案のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第７号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

清水清秋議長 ここで、市長より御挨拶がありま

す。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、本定例会に当たりまし

て、一言御礼を申し上げたいと思います。 

  ９月の市長選挙があったということで、今議

会、10月に開催されるというようなことであり

ました。この間、ただいま議会案が決議されま

したように、ＴＰＰが大筋合意というようなこ

と、基幹産業である本地域においても大変大き

な心配が予想されるということで、今後情報開

示並びに万全な対策をとっていただきたいとい

う思いは私も同じであります。 

  さて、この期間中に、ラグビーの話ですが、

３勝を挙げまして、国民にラグビーの存在を改

めて示した。これが2019年にワールドカップが
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来るということで、ラグビー関係者の強い思い

が実ったんだなと、思いを一つにしたときの強

さを感じたところであります。 

  今、まさしく新庄市にとりましては実りの秋

ということで、各地域それぞれの収穫作業など

が行われているわけでございますけれども、本

地域においても心を一つにしながら、地域の活

性化を進めていかなければならないという思い

をしていると思います。 

  今議会、決算特別委員会がありました。佐藤

委員長には大変御難儀をおかけしたところであ

りますが、各委員よりいただいた御意見につき

ましては今後の、来年度、再来年度の予算への

反映、そして確実な実行へというような形に持

っていきたいというふうに思っております。 

  長期間にわたる議会にはなりましたが、皆様

方の本当に慎重審議に心から感謝を申し上げま

して御礼の言葉とさせていただきます。 

  今議会、まことにありがとうございました。 

清水清秋議長 以上をもちまして、平成27年９月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後０時００分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  清 水 清 秋 

 

   会議録署名議員  星 川   豊 

 

    〃    〃   石 川 正 志 

 




